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お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツをお買 
い上げいただを、ありびとラござい 
ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとをの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書をおずお 
読み < ださし、。 


-取扱説明書は、いつでち読めるよう 
におず車内に保管してください。 

-この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びありまず。 

-装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あ0ます。 


-スイッチなどの形状や装備、操作 
方法などは予告なく変更されるこ 
とびあります。 


-オーディオやナビゲーシヨンに関 
しては、別冊の「オーディオ20 
取扱説日月書」または「マルチファ 
ンクシヨンコント□ーラー取扱説 
明書」をお読みください。 


-車を次の オーナーにお譲りになる 
場合は、車と一緒にすベての取扱説 
明書と整備手帳をおミ度しくだごい。 

-オプションや仕様により異なる装備 
には*マークびついています。 

-関連ずる内容び他のページにちあ 
る場合は、該当ぺージを (3-50) 
のよラなかたちで示しています。 

-操作手順などは、文頭に ► を記して 
います。 

-ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 


ダイムラー • クライスラー日本株式会社 




表記と記載内容について 


環境保護について 


警告 A 


重大事故や命にかかわるけびを未然 
に防ぐために必ず巧っていたださた 
いことでず。 

I ま意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐために必ず巧ってし'!ただをたい 
ことでず。 

I 知識 

知っていると便利なことや、知っ 
ておいていただをたいことです。 
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環境巧護のためのアドバイスや 
守ってし'!たださたし''ことを記載し 
ています。 


ダイムラー-クライスラー社では、大 
気巧染の抑制、資源の有効利用をはじ 
めとする環境保護対策に取り組んでい 
ます。環境保護のため、お車をご使用 
になるとをはじ(下の点にご協力くだ 
さい。 

-タイヤの空気圧び適正であること 
を確認してください。 

. 停車したままの暖機運転は必要あ 
りません。 

-急発をや急加速は避けてください。 

-エンジン回転数びその車の許容限 
度の2/3 (許容限度び6,000回転 
のときは約4,000回転）を超えな 
いように運転してください。 

-不必要な荷物を載せたままにしな 
いでください。 

• スキーラックやルーフラックびお 
要でないとさは、車から取りかし 
て < ださし、。 


-長時間の停車時は、エンジンを停 
止してください。 

-指定サービスエ場で適切な時期に 
点検整備を受けてください。 
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ダイムラー-クライスラー社は、 
資源を有効活用するため、 U サイク 
ル部品を積極的に導入しています。 


A 


車両には警告ラベルび貼付されてい 
ます。これらの警告ラベルには危険 
な状況を回避ずるための情報をはじ 
め、車を安全に使用ずるための情報 
び記されていまず。 

警告ラベルは絶巧にはびさないでく 
ださい。 
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安全のために 


ずる前に 


を巧"ず々刖 


点検と壁倫 

曰常点検や定期点検は、使用ち自身の 
責任において実施することび法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読み < ださい。 


夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーの冷媒に不足びないか、指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごい。 

-オーバーヒートの予防策として、 
し、つちより頻繁に冷却水量を点検 
して < ださい。 


日ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとを、いつ石と異な 
る音やにおいを感じたり、駐車して し、 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、すみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異當な摩耗びない 
ことを点検して<ださい。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、义 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 
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シートベルトはがず着用 

走行を開始ずる前に、すべての柔員び 
シートベルトを着用してくだごい。 


運輯席足元に注意 

-運転席の足元には、物を置かない 
で<ださい。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でをなくなるおそれ 
びありまず。 

■ フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してくだごい。車に合った 
をのを使用しないと、ペダル操作 
びでさな < なるおそれびありまず。 






安全のために 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 


ウォーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび冷えているときでを、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を適 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
ごい。 


燃料の給油 

-燃料は無鉛プレミアムガソ U ンを 
使用してください。有鉛ガソ U ン 
や粗悪なガソリン、指定な外の燃 
料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど)を使用したり、添加剤などを混 
入ずると、エンジンなどを損傷ず 
るおそれびあります。 

-目的地までを格ををって走れる 
よラに、十分な量を補給してく 
ださし、。 

-燃料給油□には、純正品しソ外の 
キャップを使用しないでください。 


走た r する刖 IL 

•セルフ式のガソ U ンスタンドなど 1 

で給油するとさは必ずし i (下の点を — 
守り、を全に十分ま意して作業を 
行なって<ださい。身体に静電気 
を帯びていると、放電による火花 
で燃料に引火したり、火傷をする 
おそれびあります。 

〇エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じる 

〇燃料給油□を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なラ 

〇給ミ由作業をずる人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去ずる 
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走た r 3 る刖 IL 

◊ 作業中は車内に戻らない（帯電 
するおそれびあります） 

◊ キャップの取り付け/取り外し 
(3-42) はお実に行ない、火気 
をお付けないよラにする 

〇ガソ U ンを垂らごないようにま 
意する（塗装面を損傷するおそ 
れびあります） 

◊ 気化した燃料を吸い込まないよ 
ラにミ主意ずる 

◊ 給油作業をする人 L ソ外は燃料給 
油□に近付ひない 

◊ ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を守る 


荷物を積むとき 

-荷物はでさるだけトランクに積ん 
でください。 

• 車内に荷物を積むとをは、動かな 
いよラに確実に固定してください。 
固定でをていないと、急ブレーキ 
時などに荷物び放り出され、柔員 
びけびをするおそれびありまず。 

• U アへツドレスト後方のスぺース 
に荷物を置かないでください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、柔員びけびをずるおそれびあ 
りまず。 


-鋭い角のあるちのは、角の部分に 
必ず カバーを してください。 

-荷物をシートのバックレストより 
高く積み上げないでください。 


燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
宙などを積まないでください。万一 
のとをに引火や爆発のおそれびあり 
ます。 
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安全のために 


子供を乗せるとき 


子供を乗せるとを 


子供にち必ずシートベルトを着用 

* モ供であってち、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストび正しい位置になっているこ 
とを大人び確認してください。正 
しくシートベルトび着用でをない 
ルごなモ供は、チャイルドセーフ 
ティシートを使用してください。 

-乳児やモ供を抱いたり、ひざの上 
に乗せて走行しないでくださし 
急ブレーキ時や事故のとさ、大人 
と車の間に挟まれて重大なけびを 
するおそれびあります。 


ルさな子供にはチヤイルドセーフティ 
シート 

日歳未満の子供にはチヤイルドセーフ 
テイシート （2- 1巨）を使用することび 
法律で義務付けられていまず。 


子供は後席に 

-子供はでさるだけ後席に乗せてく 
ださい。助手席では、テ供の動を 
び気になったり、テ供び運転装置 
をさわるなど、運転の妨げになる 
ことびあります。 

• チャイルドセーフテイシートは、 
おず後席の左ちいずれかに装着し 
てください。やむを得ず助手席に 
装着ずるとをは、車の進行方向に 
向けてチャイルドセーフテイシー 
卜を装着し、助手席シートを最後 
部に移動してください。 

. 子供を助手席に座らせるとさは、 
シートを最後部にし、正しく座ら 
せて<ださい。エアバッグの作動 
時に大をな衝撃を受けるおそれび 
あります。 
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子供を乗せるとき 

子供には操作させない 

. ドアやドアウインドウは大人び開 
開してください。テ供び操作する 
と、身体を挟んだり、けびをする 
おそれびありまず。 

• U アドアのチャイルド プルーフ 
□ック （3-30) やドアウインドウの 
セーフテイスイッチ （3-47) を活用 
して < ださい。 


ドアウインドウやスライディン グルー 
フ * ①開□部か5身体を出さない 

子供びドアウインドウやスライディン 
グルーフの開□部から身体を出さない 
よラにま意してください。けびをずる 
おそれびありまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 


車か5離れるとを 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になることびあ 
0ます。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびありまず。 
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安全のために 


慣らし運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 
とにより、将来にわたってを定した性 
能を維持することびでをまず。 

知識 

新車時の高速走行後など、 エン ジ 
ンルームから わずかに白煙び出た 
り、独特の臭いびすることびあり 
ます。これは防鐘保護ワックスび 
加熱されて発生ずるちので、故障 
や異萬ではあ D ません。走行距離 
び増すと臭いはな< なりまず。 


最初の1,已〇 0 km まではしソ下のを意事 
項を守ってください。 

. エンジン回転数び許容限度の 
2/3(許容限度び已,000回転のとさ 
は約4,00□回転)を超えないように 
運転してください。 

. エンジンに大をな負担のかかる崖 
転は適けてください。 

-いつち一定のエンジン回転数で走 
行ずるのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
くださし、。 

• キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは避けてくださし、。 

-ギアレンジ位置およびギア位置 
H 、 ■■は山道などを低速 
で走行ずるとをにだけ使用してく 
ださい。 

-できるだけ、走行モードを C モー 
ドにして走行してください。 

走行距離び1,已 00 km を超えたら、ェ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 


慣5し運転^ ■ 

知識 1 

• C 已已 AMG は、じ(下のを意を 
事項を巧ってください。 

0走行速度び1 40 km / h を超え 
ないよラにしてくださし、。 

0エンジン回転数び4,已〇〇回 
転を超えた状態で長時間走 
行しないでください。 

-エンジンや駆動系部品の分解や 
交換をした後石、慣らし運転を 
行なって< ださし、。 

. キックダウン： 走行中にアクセ 
ルペダルをいっぱいに踏み込む 
と、自動的に低いギアに切り替 
わり、エンジンの回転数び上 
びって素早<加速しまず。これ 
をキックダウンといいまず。 

-エンジンブレーキ： 走行中、ア 

クセルペダルを戻したとさに発 
生するエンジンの内部抵巧を利 
用した減速をエンジンブレーキ 
といいます。低いギアのときほ 
ど効さび強くなります。 
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走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

-発進や加连ずるとをは、タイヤを 
空転させないよラにおだやひにア 
クセルペダルを操作して < ださし、。 
タイヤを空転させると、タイヤだけ 
でなくトランスミッションや駆動系 
部品を損、傷するおそれびあります。 

-車間距離を十分に確保し、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避 
けて < ださい。 


横風び強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそラ 
なとをは、ステア U ングをしっかりと 
握り、いつちより速度を下げて進路を 
保って < ださい。 


トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点灯してください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分ま 
意してくださし、。 


エンジンブレーキのミき用 

下りあび続くときは、エンジンブレー 
キを活用して < ださい。 ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効をび 
悪くなるおそれびあります。 


知識 

エンジンブレーキ：走行中、ァク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さび強 
くなります。 


自動車電話、携帯電話 

運転ちは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反になりまず。なお、八ンズフ 
1」一機能は使用でをますび、ミ主意力び 
散漫になり事故の原因になるおそれび 
あります。ま全な場所に停車してから 
使用してください。 


滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださし、。 
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安全のために 


水たまりの通過を 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効をび遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは、後 
続車にを意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効をび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでくださし、。 


スタック（立ち往生）したとを 

-めかるみなどでタイヤび空転した 
り脱輪した状態から脱出するとさ 
は、タイヤを高速で空転させない 
でください。脱出直後に車び急発 
進し、事故を起こすおそれびあり 
まず。 


また、タイヤを高速で空転させる 
と異常な過熱び起こり、タイヤの 
破裂や火災などの事故び起をたり、 
トランスミッシヨンを損傷ずるお 
それびあります。 

-スタックした状態から脱出ずると 
さは、タイヤ前後の±や雪などを 
取り除いたり、タイヤの下に板や 
石などをあてびうと効果的でず。 


走行ずるとき ■ 

道路冠水や車び水没したとさ 1 

-冠水した道路を走行するとをに許 
容されている最大水深は約2已 cm 
です。 

• 波び立たないよラな速度で走行し 
て < ださし、。 

-豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったときはミ夫してエ 
ンジンを始動しないで<ださい。 
そのままエンジンを始動すると、 
エンジンに重大な損傷をちえるお 
それびあります。 

. 車び水をした場合は、水び引いた後 
でちエンジンを始動せずに、指定 
サービスエ場に連絡してくだごい。 


1-9 




安全のために 


走行中に異常を感じた5 


走巧中に異常を感じた5 


警告口が点灯したとき 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告巧び消灯しなし、と 
をは、指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。警告灯び点灯したまま走行 
を続けると、事故を起こしたり、車 
に重大な損傷をちえるおそれびあり 
ます。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してくださ 
し、。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとをは、運転を中止して指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびあります。 


走行中にタイヤがパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングをす 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 
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安全のために 


駐停車ずるとを 


駐車ずるときのを意事項 

-マフラーは 非當に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃 
えやずいちのびある場所には駐停 
車しないでくださし、。 

-同柔をびドアを開くとさは、周囲 
に危険びないことを運転をび確認 
して < ださし、。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では 
駐車しないでください。 

. 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度びが苗に高くなりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、火傷をずるおそれ 
び友ります。 

-炎天下に駐車ずるとをは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

-炎天下に駐車した後は、乗車ずる 
前に換気をずるなどして、車内各 
部の温度を下げて < ださし、。 


雪が降っているとさ 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあります。 


急な坂道では 

急な坂道で駐車ずるとさは、セレク 
ターレバーを la に入れ、パーキング 
ブレーキを確実に効かせてくださし、。 
さらに輪止めをしてください。 


駐停車ずるとき ■ 

仮眠ずるとき 1 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してくだごい。無意識のうちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動を出し、 

事故を起こずおそれびありまず。 

またアクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異苗過熱して乂 
災の原因になるおそれびありまず。 


後退ずるとさ 

後方視界び十分に確保でをないとさ 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださし、。 
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安全のために 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃露時の運お 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃震び発生して 
いるときは、路面び請れて滑りやず 
く視界ち悪くなりまず。(下の点に 
を意して、いつちより慎重に運転し 
てくだごい。 

• 路面び滑りやすいので、タイヤの 
接地力び大さく低下し、通常より 
制動距離を長くなりまず。 

また、見通しび悪いので歩行をや 
障害物の発見び遅れびちになりま 
す。いつちより速度を下げ、車間 
距離を十分にとってください。 

-磊れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。 
滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス1」ップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびありまず。 
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-路面び蕭れているとさは、クルー 
ズコント□ールを使用しないで< 
ださい。 

-水たまりの通過後や激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで 
走行しているとさは、ブレーキの 
効きび悪くなることびあります。 
このとをは、後続車にを意しなび 
ら低速で走行し、ブレーキの効を 
び回復ずるまでブレーキペダルを 
数回軽 < 踏んで < ださし、。 

-ま全な視界をおなずるため、必要 
に応じてデフ□スターや U アデ 
フオッガーを作動させて < ださし、。 
またはエアコンデイシ ヨナーを 作 
動させて車内を除湿してください。 


-雨降りや濃露時は、自分の車の存 
在を周囲に知らせるため、ヘッド 
ランプやフォグランプを点灯して 
ください。ただし、ヘッドランフ 
を上向さにすると、雨や濃霧に反 
射して視界を損なったり、対向車 
を眩惑するので、下向さで点巧し 
てください。 

-濃震のとをはフォグランプを点打 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、震び 
晴れるまで安全な場所に停車して 
くだごい。 






才ートマチック車の取り扱い 


運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のを意を理解し、正し<操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」ちあわせてお読みください 

(已 -1 巨)。 


才ートマチック車の特性 

ク U - プ現象：エンジンびかかってい 
るとを、セレクターレノ（一び ra、d 
L ソ外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくてち車びゆっくり動さ出しま 
ず。これをク U — プ現象といいまず。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早く加速します。 
これをキックダウンといいます。 


安全のために 


オートマチック車の取り扱い 


エンジンの始動前 

-ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
あ0ます。 

-ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
にペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を 
確認してください。 


エンジンの始動 

セレクターレバーび la に入ってい 
ることを確認して、ブレーキペダル 
を確実に踏んでエンジンを始動しま 
す。アクセルペダルを踏む必要はあ 
りません。 


発進 

-エンジンび適正なアイド U ング回 
転数になっていることを確認して 
<ださい。 

. セレクターレバーを m 、 la に入 
れるとをは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

-急な上りあで発進するとをは、 
パーキングブレーキを効かせたま 
まアクセルペダルを静かに踏み込 
み、車びわずかに動を出ずのを確 
認してからパーキングブレーキを 
解除して発進して < ださい。 







安全のために 


オートマチック車の取り扱い 
走行中 

-走行中はセレクターレバーを Ul 
に入れないでください。エンジン 
ブレーキびまった<効かないため 
事故につなびったり、トランス 
ミツシヨンを損傷するおそれびあ 
ります。 

-滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス U ツフ 
して車のコント□—ルを失い、事 
故を起こずおそれびありまず。 



停車 

• 停車中はエンジンの空ぶひしをし 
ないでください。万一、セレク 
ターレバーび 走行位置に入る と、 
車び急発進して事故を起こすおそ 
れびありまず。 

-急な上り坂での停車時、後退しよ 
ラとする車を、アクセルペダルを 
踏むことにより停止状態を保たな 
いでください。トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

-車び完全に停止する前に、セレク 
ターレバーを la に入れないで< 
ださい。トランスミッションを損 
傷するおそれびあります。 


駐車 

. 駐車時や車から離れるときは、必ず 
セレクターレバーを la に入れ、 
ノ （ー キングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してくださし、。 

• 後退したあとは、すぐにセレク 
夕ーレバーを la か！3■に戻すよう 
にむびけてください。 ra に入っ 
ていることを忘れてアクセルぺダ 
ルを踏み込むと、車び後退して事 
故を起こすおそれびありまず。 
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安全のために 


こんなことにも注意 


運串5ずるとさのを意事項 

-服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転 
しないで < ださい。 

. ライターを車内に放置しないでく 
ださい。炎天下の車内は非常に高 
温になるため、ライターび発义し 
たり爆発ずるおそれびありまず。 

-ペダル操作の巧げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履をで運 
転しないで < ださし、。 

-ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないで<ださい。吸盤びレンズの 
働ををし、火災び発生するおそれ 
びありまず。 


違法改造はしない 

-違法改造はしないでください。違 
法改造や純正でない部品の使用は、 
保証の適用外になるだけでなく、 
事故の原因になります。 

-定期交換部品などは純正品だけを 
使巧し、燃料や油脂類などは指定 
品を使用してくだごし、。 

-燃料やオイルの添加剤などは一切 
使用しないで<ださい。故障の原 
因になるおそれびあ0ます。 

-無線機やオーディオなどの電装品 
を取り付けたり取り外ずとさは、 
指定ヴービスエ場におたずね < だ 
さし、。 


こんなことにち注意 

ナ ピゲーシヨ ンシステムは走行中に操 1 

作しない — 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
をるだけ走行中を避け、ま全な場所に 
停車してから操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最ル限 
(約]秒じ(内）にとどめてくださし、。 


をびしいを件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、オイル、フィルター 
類の点検整備や交換を、定期的な交換 
時期よりち早<行なラことび必要にな 
りまず。 






正しい運鼠姿勢 
シートベルト 
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2. 安全装備 


SRS エアバッグ 
チヤイルドセーフテイシート 
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安全装備 


■ III I 11 



正しい運転姿勢になるよラに上記の 
点にミ主意してシートを調整して<だ 
さし、。 


警告 A 


-運転席の柔員は、必ず運乾前に 
自分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してください。 
運転中に調整して操作を誤ると、 
車のコント□—ルを失い、事故 
を起こずおそれびあります。 

-バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとを、 
けびをずるおそれびあります。 

-シートのバックレストを大さく 
傾けた状態で走行しないで < だ 
さい。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体びシートベルトの下を 
巧けてべルトの力び腹部や首に 
かかり、致命的なけびをするお 
それびあります。 


ま意！ 

. シートを調整して いると をは、 
シートの下や横に身体を入れた 
り、作動部に触れないでくださ 
し、挟まれてけびをするおそれ 
びあります。 

-シートの一部び身体や物に当 
たったとさは、それ liLh 操作し 
ないでください。 

-誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートび動さ、柔員びけ 
びをするおそれびあります。子 
供を柔せているとをは十分を意 
して < ださし、。 


※車種や仕様により、シートのあ状などは異なります。 
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安全装備 


シート^'^ 


シートベル 


シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員び受けるけびの被害を軽減させる 
乗員保護装置であり、急ブレーキや衝 
撃などを感知するとシートベルトを 
□ックして乗員びシートから放り出さ 
れないよラに拘束します。 

シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正しく着用し、 
正しく取り扱ラことび必要です。 



肩の中央にかかっている 


ベルトを急に引さ出して 
□ックすることを確認する 


シートベルトび首に当 
たったり、肩か！5外れ 
ないよラに高さを調整 
する 


ねじれびない 


腰骨のできるだけ低い位置 
を通っている 


バックルに正しく 
差し込まれている 


2 


※車種や仕様により、シートの形状などは異なります。 
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安全装備 


—トベルト 


シートベルトの着用 



ち八ンドル車 
①プレート 
® 解除ボタン 
風バックル 


シートベルトを着用ずる 

► プレー ト①を持って シー トベルト 
をゆっ < り引さ出します。シート 
ベルトが□ックして引さ出せない 
ときは、シートベルトを少し戻し 
てから、ゆっ<り引さ出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、プレート①の先端を 
バックル®に差し込みまず。 

► 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかかるようにして、 
ベルトにたるみがないよラに身体 
に密着させます。 

肩を通るベルトが肩の中央にかか 
つてし''ることを確認しまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


シートベルトをがず 

► 手でプレート①を持ち、バックル③ 
の解除ボタン®を押して、シートべ 
ルトをゆつくり巻さ取らせまず。 

ま意！ 

分割可倒式リアシート * を操作 
ずるときは、リアシートベルト 
を挟み込まないよラに注意して 
ください。リアシートベルトが挟 
み込まれると正し<着用でさな< 
なります。 
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安全装備 


シートベルト 


フ□ントシートベルトの高さ調壁 



③アンカー 


フ□ン トシートベルトの高さを調壁ずる 

► 上ばるときは、アンカー③を押し 
上げます。 

► 下ばるときは□ック解除ボタン① 
を押しなびら下げます。 

► 調整後は確実に□ックしているこ 
とを確認してください。 


シートベルトび首にかかったり、肩か 
らがれたりしないよラに高さを調整し 
^ 〇 

フ□ントシートベルトの高さは己段階 
に調整でさまず。 


警告 A 


-すべての柔員びシートベルトを 2 
着用してください。シートべル — 

卜を正しく着用していなかった 
り、シートベルトのフレートび 
バックルに確実に差し込まれて 
いないと、急ブレーキ時や衝突 
時などに身体を車内に激しくぶ 
つけたり、車外に放り出されて 
致命的なけびをずるおそれびあ 
0ます。 

-シートベルトの機能び十分発揮 
でさるよラに、じ(下の点にま意 
して正しく着用してください。 

◊バックレストをできるだけ重 
直の位置にしてください。 

◊ コートなどの厚手の巧類は 
着用しないで < ださい。 
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安全装備 


シ—トヘルト 

〇シートに深く腹かけてくだ 
さい。 

〇肩を通るベルトを脇の下に通 
さないでください。上体を固 
定でをず、衝突したとさなど 
に頭や首、肋骨や腹部に衝撃 
を受けます。 

〇腰を通るベルトは腰骨のでき 
るだけほい位置にかけてくだ 
ごし、。腹部にひけると衝突し 
たとをなどに腹部び強く圧迫 
されます。 

〇シートベルトびねじれた状態 
で着用しないで<ださい。衝 
撃を分散でさな < なりまず。 

〇1本のシートベルトを2乂しソ 
上で共用したり、シートべル 
卜と身体の間にバッグなどを 
挟み込まないでください。 


〇シートべルトク U ップなどを 
使用してシートべ J レトにたる 
みをつけないで<ださい。 

◊モ供び着用ずるとをは、着用 
状態を運乾ちび確認してくだ 
さし'!。また、正しく着用でさ 
ない体格のテ供は適切なチヤ 
イルド セーフテイ シー トを使 
用してください。 

◊ 子供を膝の上に柔せて走行し 
ないで<ださい。急 ブレーキ 
時や衝突時などに身体を車内 
に激しくぶつけたり、車外に 
放り出されて致命的なけびを 
ずるおそれびありまず。 

〇着用前に、シートベルトや 
バックルに損傷や巧れびな 
いことを確認してください。 


ま意！ 

. シートベルトを正しく機能さ 
せ、損傷を防ぐためにしソ下の点 
にま意して < ださい。 

〇ドアに挟んだり、鋭利な部 
分に当てない 

◊たばこの乂など、熱いちの 
を近づけない 

◊バックル部分に異物を入れ 
ない 

◊着用時は购ポケットにペン 
や眼鏡などを入れない 

〇分解や改造などをしなし、 

-衝突後やシートベルトび大さな 
衝撃を受けたとさは、指定サー 
ビスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けて < ださい。 

-純正部品(がのシートベルトは 
使用しないでください。 
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-妊娠中のちやけびの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートベ 
ルトを着用してください。 

• シートベルトの強度が低下し、 
乗員保護機能び損なわれるので 
清掃するとさは！;^下の点にミ主意 
して <ださい。 

〇強い酸性やアルカ U 性洗剤、 
有機溶剤などを使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射 
日光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しない 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、エンジ 
ンスイッチび2の位置のとさに作動し 
9 〇 


後席中央を除くシートベルトに装備さ 
れています。 

フ□ントの シー トベルトテン シヨ ナー 
は、シートベルトびバックルに確実に 
差し込まれているとさに作動します。 

助手席には乗員検知機能を装備してお 
り、助手席に乗員びいないと判断した 
ときは助手席のシートベルトテンシヨ 
ナーは作動しません。 


シート^'^ 


「ベ）レトノオー乂リニツター_ I 

ベルトフ オース U ミツ ターはシー トべ 
ルトに一定！;(上の荷重びかかったとさ 2 

に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減— 
しま"9。 

後席中央を除<シートベルトに装備さ 
れています。 
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シ—トベルト 
注意！ 

• シー トベルトテンシヨナ ーび 作 
動すると、シートベルトに強く 
締め付けられることびあります。 

• シートベルトに強<締め付けら 
れている状態でシートベルトを 
外すとさは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみながら 
バックルの解除ボタンを押して 
<ださい。シートベルトの張力 
により、解除したプレートび跳 
ね返り、けがをするおそれびあ 
ります。 

• 後席中央のシートベルトプレー 
hM ま、必ず "CENTER" の表言日 
があるバックルに差し込んで< 
ださい。 

• 後席のシートベルトテンシヨ 
ナーは、作動するとバックルが 
引さ込まれます。パックル部分 
には作動の妨げになるよラな物 
びないことを確認してください。 


• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず指定ヴービスエ場 
で新品と交換してください。 

-助手席に人が乗っていないとさ 
は、シートベルトをバックルに 
差し込まないでください。事故 
などのときに、シートベルトテ 
ンシヨナーが作動するおそれが 
おります。 


知識 

• シートベルトテンシ ヨナーの 作 
動時にわずかながら白煙び発生 
することびあ0まずび、火災の 
む配はありません。 

また、ぜんそ<などの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を 
起こずおそれびありますので、 
安全を確認のラえ車外へ出る 
か、ドアやドアウインドウを開 
き、換気を行なってくださし、 


• シートベルト テンシヨナーの 作 
動時に爆発音び聞こえますが、 
通常では聴力への影響はありま 
せん。 

-助手席に重い荷物などを積ん 
で、シートベルトをバックルに 
差し込んでいるとさは、助手席 
シートベルトテンシヨナーが作 
動することがありまず。 

• シートベルトテンシヨナーび作 
動すると、エアバッグシステム 
警告灯が点なします。 

-ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車が施錠 
されていても、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグが作動 
ずると、ドアは自動的に解錠さ 
れます。 

• 未作動のシートベルトテンシヨ 
ナ ーを 廃棄す ると さは、廃棄専 
用の処置び必要でず。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 
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シート^'^} 


シートベルト警告な 

エンジンスイツチを 2 の位置にすると 
点灯し、数秒後に消灯します。 

点灯しないとをは警告好の異甫ですの 
で、ずみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてくださし、。 

エンジンびかかっているとをに運転席 
または助手席の乗員びシートベルトを 
着用していないときは、シートベルト 
警告灯び点灯します。 


シートベルト警告音 

運転席の乗員びシートベルトを着用せ 
ずにエンジンスイッチを吕の位置にす 
るひエンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
し目 a 


走行中のシートベルト警告 

運転席または助手席の柔員びシートべ 
ルトを着用しないまま走行を開始し、 〇 

速度び約2已 km / h しソ上になるか、走 — 
行中にシートベルトをがしたとをは、 
シートベルト警告好び点滅して、断続 
的な警告音を鳴ります。 

そのままの状態で約己0秒間走行する 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みますび、 

シートベルトを着用しないまま再び走 
行を始めて速度び約2已 km / h じ(上に 
なると、この警告は繰り返し行なわれ 
ます。 

知識 

助手席に重い荷物などを積んでし、 

ると、エンジンびかかっていると 
をにシートベルト警告び行なわれ 
ることびあります。 
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II I 


エアバッグは、シートベルトの効果を 
ネ甫助ずる装置でず。 

エアバッグの効まを発揮させるために 
は、シートベルトの正しい着用び条件 
になりまず。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受ける 
と、収納されているエアバッグび瞬時 
にふくらんで乗員の前面や周囲にエア 
クッションを作り、柔員への衝撃を分 
散-軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動する 
エアバッグび異なりまず。 

知識 

SRS は Supplemental Restraint 
System (柔員保護巧助装置）の 
略です。 


前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、柔員の頭部や购部への衝撃を分 
散-軽減しまず。 

また、車び横転したとさち運転席/ 
助手席エアバッグは作動することびあ 
0ます。 

運転席/助手席エアバッグは、シー 
トベルトを着用しているとさに作動し 
ます。ただし、衝撃の強さなどにより、 
シートベルトを着用していないとをち 
作動することびあります。 

助手席には柔員検知機能を装備してお 
り、助手席に乗員びいないと判断し 
たとさは助手席エアバッグは作動し 
ません。 


ち八ンドル車 

① 運転席エアバッグ 
ステア1」ングパッド部 

② 助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノ くネル部 
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I I ■ 


フロント/リアサイドバッグ 



③ フ□ントサイドバッグ 

左ちのフ□ントドア内張り部 

④ U アサイドバッグ 

左ちの U アドア内張り部 

横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドバッグび作動 
し、上体への衝撃を分散-軽減します。 

助手席には乗員検巧機能を装備してお 
り、助手席に柔員びいないと判断した 
とさは助手席側のフ□ントサイドバッ 
グは作動しません。 


じ7インドウバッグ 



⑤ ウインドウバッグ 

フ□ントピラーからリアピラー間の 
ルーフ ライニング部 


SRS 


エアバッグシステム警告口 


エンジンスイツチを1の位置にずると 
数秒間点打します。 また 、吕の位置に 
すると点巧し、エンジン始動後に消灯 


しまず。 


2 


点巧しないとさや点灯をに消灯しない 
とを、走行中に点灯したとさはエア 
バッグシステムやシートベルトテン 
シヨナ ー、 助手席乗員検知機能、チヤ 
イルドセーフテイシート検知システム 
* び故障していまず。 

ただちに指定サービスエ場で点検を受 
けてください。 


横ち向からの強い衝撃を受けると、乗 
員の有無に関わらず衝撃を受けた側の 
ウインドウパッグび作動し、頭部など 
への衝撃を分散-軽減します。 


知識 

エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動したとさは、エアバッグ 
システム警告好び点のします。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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SRS エァバッグ 

警告 A 


-エンジン始動後ちエアバッグシ 
ステム警告灯び点灯するとをは、 
事故などの衝撃びあってちエア 
バッグや シー トベルトテン シヨ 
ナーび作動しないおそれびあり 
ます。また、不意に作動ずるお 
それをあ0まず。すみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 

-運転席シートは正しい位置に調 
整し、助手席シートはでさるだ 
け後部に動かし、エアバッグと 
の間隔を確保してください。間 
隔び狭すざると、エアバッグび 
作動する衝撃でけびをずるおそ 
れびありまず。 


-運転中はステア U ングのパッド 
部を持ったり、身体をステア1」 
ングやダッシュボードにのせな 
いで < ださし、。 

-ウインドウや ピラーの 周囲にア 
クセサ1」一などを取り付けない 
で < ださい。 

• アシストグ U ップやコートフッ 
クにかたい物や鋭利な物をかけ 
ないで < ださし、。 

• ステア1」ングのパッド部やエア 
バッグ収納部に、バッジ、ス 
テッカー、 U モコンなどを貼付 
したり、市販のカップホルダー 
やアクセサ U —などを取り付け 
ないでください。 


. エアバッグ収納部やその近くに 
物を置かないでください。 

-膝の上にぺットや荷物を抱える 
など、エアバッグと柔員との間 
に物を置かないでください。 

-ルーム 云 ラーに 市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 

-ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださし、。 

-巧服のポケットなどに重い物や 
鋭利な物を入れないでください。 
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注意！ 

-エアバッグは高温のガスにより 
面<らむため、すり傷や火傷、 
打撲などをすることびありまず。 

-エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
で<ださい。部品び熱<なって 
おり、乂傷をするおそれびあり 
まず。 

-エアバッグび作動したをは、必 
ず指定サービスエ場で新品と交 
換してください。 

-エアバッグを取り外したり、 
関連部品や配線などを改造し 
ないでください。誤作動でけ 
びをしたり、正しく作動しな 
<なりまず。 


知識 

-車の前ちからの衝撃び弱いとを 
は シー トベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、エアバッグは作動 
しないことびあります。 


-助手席シートに重い荷物などを 
積んで、シートベルトをバック 
ルに差し込んでいるとをは、衝 
突時などに助手席エアバッグび 
作動ずることびあります。 

また、助手席シートに重い荷 
物などを積んでいるときは、 
衝突時などに助手席側のフ □ 
ントサイドバッグび作動ずる 
ことびありまず。 

. ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
されていてち、エアバッグや 
シー トベルトテンシヨナーび作 
動すると、ドアは自動的に解綻 
されます。 

-エアバッグび作動すると非當点 
滅I灯び自動的に点滅します。自 
動的に点滅した非常点滅灯を解 
除するとさは、非萬点滅打ス 
イッチを押しまず。 


SRS ェァバッグ ■ 

-エアバッグの作動時にわずか 
に白煙び発生ずることびあり 
まずび、乂災のむ配はありま 
せん。 

また、ぜんそくなどの呼吸疾 
患のあるちは一時的に呼吸障 
害を起こすおそれびあります 
ので、を全を確認のラえ車が 
へ出るか、ドアやドアウイン 
ドウを開を、換気を行なって 
<ださい。 

. エアバッグの作動時に爆発音 
び聞こえまずび、通常では聴 
力への影響はありません。 

-ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収する度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしち一致しません。 

* 未作動のエアバッグを廃棄する 
とさは、廃棄専用の処置び必要 
です。指定サービスエ場、また 
は専門業者に依頼して < ださい。 


2-13 




安全装備 


II 1 


運お席/助手席エアバッグび作動ず 
るとを 


サイドバッグ/ウインドウパツグが 
作動ずるとさ 


運転席/助手席エアバッグび作動し 
ないとを 



正面衝突など車の IK 左も 
約3□度 L ソ内のち向から強 
い衝撃を受けたとさ 



かたいコンク U — 卜の壁 
などに正面衝突したとき 


客室部分に横ち向から強い衝撃を 後ろから衝突されたとき 

受けたとを 
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I I ■ 


運転席/助手席エアパツグが作動し 
ない場合があるとさ 


サイドバッグ/ウインドウバッグび 
作動しない場合びあるとを 


いずれかのエアバッグび作動ずる場合 
びあるとさ 





斜め方向から衝撃を受けたとさ 
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チヤイルドセーフテイシート 



シートベルトは身長1己 OcmLU 上の人 
が使用することを前提にしています。 
シートベルトび正しく着用でさない体 
格のモ供などは、適切なチャイルドセ 
一つテイシ ~ 卜を使用して<ださい。 

チャイ ルドセーフテイ シー トの取り扱 
いや装着方法にっいては、製品に添付 
されている「取扱説明書」をお読み< 
ださい。 


A 


-シートベルトび正しく着用でを 
ない体格のモ供などは、チヤイ 
ルド セーフテイ シートを使用し 
ないと、急ブレーキ時や衝突時 
などに身体を車内に激しくぶつ 
けたり、車外に放り出されて致 
命的なけびをずるおそれびあり 
9 〇 


-曰歳未満の子供を柔せるときは、 
チャイルドセーフテイシートを 
使用することび法律で義務付け 
られています。 

-日歳し i (上の子供でち、シートべ 
ルトび正しく着用でをない子供 
は、チャイルドセーフテイシー 
卜を使用して < ださい。 

* 身長]已 0 cm 未満のモ供はチャ 
イルドセーフテイシートを使用 
して確実に身体を固定してくだ 
ごい。 

-子供の体格に適合したチャイル 
ドセーフテイシートを使用し、 
テおを正しい姿勢で座らせ、身 
体をシートベルトで確実に固定 
して < ださし、。 

. シートベルトび正し<着用でさ 
ない体格のテ供び、そのまま 
シートベルトを着用すると、首 
を締め付けたり、腹部を強く圧 
迫したりして致命的なけびをず 
るおそれびあります。 


• チャイルドセーフテイシートは、 
後席に装着してください。 

-やむを得ず助手席に装着すると 
さは、必ず前向をに装着して、 
助手席シートをちっとち後ろの 
位置にしてください。 

• 後向をに装着するタイプのチャ 
イルドセーフテイシートは助手 
席に装着しないでください。ま 
た、タイプにかかわらずチャイ 
ルドセーフテイシートを後向を 
に装着しないでください。エア 
バッグび作動する衝撃で致命的 
なけびをずるおそれびありまず。 

この危険を知らせるラベルびサ 
ンノ（イヴーに貼付されていまず。 

• チャイルド セーフテイ シートび 
損傷しているとをは新品と交換 
してください。大さな衝撃を受 
けたり、損傷したちのはテ供を 
な護でさません。 
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チヤイルドセーフテイシート 


• チャイルド セ ー フテイシ ートは 
確実に装着してください。急ブ 
レーキ時などに、チャイルド 
セーフティ シー トび放り出ごれ 
て柔員びけびをするおそれびあ 
りまず。 

• チャイルドセーフテイシートの 
下にクッションなどを置ひなし、 
で<ださい。チャイルドセーフ 
ティシートび確実に装着されな 
いおそれびありまず。 

* チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外 
すか、確実に固定してください。 

-チャイルドセーフテイシートは 
直射日光に当てないでくださし、。 
炎天下では車内に置いたチャイ 
ルドセーフテイシートび高温に 
なり、テ供び火傷をするおそれ 
びあ0ます。 


• チャイルドセーフテイシートの 
クッションカバーは、純正品しソ 
外の物を使用しないでください。 

-モ供だけを車内に残して車から 
離れないでください。運乾装置 
に触れてけびをしたり、事故の 
原因になることびあります。ま 
た、炎天下では車内び高温にな 
り、熱中症を起こすおそれびあ 
0ます。 


純正チャイルドセーフティシート 

ダイムラー-クライスラー社の純正 
チャイルドセーフティシートには、 2 

チャイルドセーフティシート検知シ — 
ステム装備車の助手席に装着すると、 
助手席エアバッグの作動を解除する、 
センサー付をシート(ベビーセーフプ 
ラス、デュオプラス、キッド)びあり 
ふ9 〇 


純正チヤイルドセーフテイシートに 
は、が下のタイプびありまず。詳しく 
は販売店におたずね< ださい。 


ミ主意！ 

分割巧倒式 U アシート*にチヤイ 
ルドセーフテイ シー トを装着する 
ときは、バックレストを起こして、 
確実に□ックしてください。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年齢 

ベビー t ーフ 
プラス 

約1日 kgW 下 

新生児〜9力月位 

デュオプラス 

目〜1 8 k 吕 

助月〜4励な 

キッド 

1已〜3目 k 呂 

3歳半〜12歳位 


※チャイルドセーフティシートの種類や名称 
は予告なく変更されることびあります。詳 
しくは販売店におたずねください。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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安を装備 


チャイルドセーフテイシート 

チャイルドセーフテイシート 
検知システム* * ( C 已已 AMG ) 

助手席シートの座面に検巧システムび 
装備されており、センサー付さ純正 
チャイルドセーフテイシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チャイルドセーフテイシートの有無を 
判断し、助手席エアバッグの機能を解 
除ずるシステムです。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示灯び点 
打します。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D ます 


警告 A 


チャイルドセーフテイシート検知 
システム非装備車にセンサー付を 
純正チャイルドセーフテイシート 
を装着したとを、目力手席エアバッ 
グオフ表示灯び点打することびあ 
りますび、助手席エアバッグの機 
能は解除されません。 

必ずが下の点にま意してください。 

* 純正チャイルドセーフテイシー 
卜であって石、必ず後席に装着 
して < ださし、。 

. やむを得ず助手席に装着ずると 
をは、おず前向さに装着し、助 
手席シートをちっとち後ろの位 
置にしてください。 

• 後向をに装着するタイプの純正 
チャイルド セーフ テイ シー トは 
助手席に装着しないで < ださい。 
エアパッグび作動する衝撃で致 
命的なけびをずるおそれびあり 
ます。 


ま意！ 

助手席のシート座面とセンサー付 
さ純正チヤイルドセーフティシー 
卜の間に物を入れないでくださし、。 
チヤイルドセーフテイシートを検 
知でをな < なるおそれびありまず。 


知識 

-センサー付を純正チャイルド 
セーフティシートを装着して、 
助手席エアバッグオフ表示巧び 
点灯してを、サイドバッグ、ウ 
インドウバッグ、シートベルト 
テンシヨナーの機能は解除され 
ません。 

• 純正チャイルドセーフティシー 
卜には、チャイルドセーフティ 
シート検知システムに対応して 
いないタイプびあります。詳し 
くは販売店におたずねください。 


2-18 









安全装備 


助手席エアバッグオフ表示な* 
(C 已已 AMG) 



①表示な 


センサー付さ純正チャイルドセーフ 
ティシートを助手席に装着していると 
きにエンジンスイッチを1か吕の位置 
にすると、助手席エアバッグオフ表お 
灯①び点打し、助手席エアバッグの機 
能び解除されます。 

点灯しないとをは、チャイルドセーフ 
ティシート検巧システムび故障してし、 
まず。助手席でチャイルドセーフティ 
シー h を使巧せずに、すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けて < ださい。 


チャイルドセーフテイシート 
を意！ 

センサー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを助手席に装着して 2 
いないとさは、エンジンスイッチ — 
を1か吕の位置にすると、助手席エ 
アバッグオフ表示巧び点打し、数 
秒後に消灯します。 

点I灯しないとさや点打後に消灯し 
ないとをは、システムの故障です。 
すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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まを装備 


チャイルドセーフテイシート 
警告 A 


センサー付を純正チャイルドセー 
フテイシートを装着ずるとさは、 
じ(下の点にま意して正しく使用し 
て < ださし、。 

• チャイルドセーフテイシート検 
知システム非装備車の場合 
(C 已已 AMG じ(夕わ 
◊純正チャイルドセーフテイ 
シートは後席に装着してくだ 
ごい。 

◊やむを得ず助手席に装着ずる 
とをは、必ず前向さに装着し、 
助手席シートの位置をちっと 
ち後ろに下げてくださし、。 

◊後向さに装着するタイプの純 
正チャイルドセーフテイシー 
卜は助手席に装着しないでく 
ださい。エアバッグび作動す 
る衝撃で致命的なけびをずる 
おそれびあ0ます。 


◊チャイルドセーフテイシート 
検知システム非装備車にセン 
ヴー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを装着したとき、 
助手席エアパ' ッグオフ表示灯 
び点打ずることびありますび、 
助手席エアバッグの機能は解 
除されてし''ません。純正チャ 
イルドセーフテイシートは後 
席に装着して < ださい。 

• チャイルドセーフテイシート検 
知システム装備車の場合 
(C 已已 AMG) 

◊センサー付を純正チャイルド 
セーフテイシートを助手席に 
装着したとさは、必ず助手席 
エアバッグオフ表示灯び点灯 
ずることを確認してください。 


◊助手席エアバッグオフ表お巧 
び点打しないとさは、助手席 
エアバッグの機能は解除され 
ていません。純正チャイルド 
セーフテイシートは後席に装 
着してください。また、すみ 
やかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

◊センサーび付いていないタイ 
プの純正チャイルドセーフ 
テイシートは後席に装着して 
ください。やむを得ず助手席 
に装着ずるとをは、必ず前向 
をに装着し、助手席シートを 
ちっとををろの位置にしてく 
ださい。 

◊助手席のシート座面に、電源 
の入ったパソコンや携帯電話 
などの電モ機器、または磁気 
カードやにカードなどを置か 
ないでください。チャイルド 
セーフテイシート検知システ 
ムび誤作動し、事故のとさに 
助手席エアパッグび作動しな 
し、 おそれびあ0ます。 
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安全装備 


ISO - FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シート 固定装置 



①固定装置 


後席の左ちに、 ISO-FIX 対応チヤイル 
ドセーフティシート用の固定装置を装 
倫しています。 


警告 A 


-この固定装置は、体重 22kgL ソ 
下のテ供を乗せるとさに使用し 
て < ださい。 

• チ ャイルド セ ー フテイシ ート は、 
必ず製品の取扱説明書の指示に 
従い、左ちの固定装置に装着し 
て<ださい。装着のしかたを誤 
ると、事故のとを、十分な効果 
が得られなかったり、チャイル 
ド セーフテイ シー トが外れるお 
それびありまず。 

-チャイルド セーフ テ イシー トや 
固定装置が事故で損傷したり強 
し''負荷を受けた場合は、指定 
サービスエ場で新品に交換して 
<ださい。 


チャイルドセーフテイシート 
ま意！ 

チ ャイ ル ド セーフテイ シー トを取 
り付けるとさは、中央後席のシー 2 
トベルトを挟み込まなし''よラに注 
意してください。 
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インストルメントパネル 

3-2 

センターコンソール 

3-5 

キー 

3-6 

フ□ントシート 

3-14 

シートヒーター 

3-19 

リアシート 

3-21 

ドア 

3-2 百 

トランク 

3-32 

ボンネット 

3-38 


. 運転ずる前に 


燃料給油 □ 

3-42 

盜難防止警報システム 

3-44 

パワーウィンドウ 

3-46 

スライディングルーフ 

3-48 

ルームミラー 

3-已百 

ドア5 ラー 

3-57 

ステア リング 

3-61 

メーター パネル 

3-63 
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運起ずる前に 


インストルメントパネル 


インストルメントパネル 


@ © 


@ © 


ち八ンドル車 

※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置や形状び実際の車両と違ラことがあります, 
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運転ずる前に 



を称 

ぺージ 

① 

ドア レバー 
(助手席ドア） 

3-25 

③ 

シート調整スイッチ 
规手瞄 * 

3-1 巨 


ポジションスイッチ 
(助手席）* 

メモ1」 ー スイッチ 
風手風* 

3-18 

③ 

グ□ーブボックス 

6-29 

④ 

グ□ーブボックスキー 
シリンダー 

6-29 

⑥ 

グ□ーブボックス八ン 
ドル 

6-29 



名称 

ぺージ 

⑥ 

U アルームランプ 

スイッチ 

6-1 7 

⑦ 

U —デイングランプ 
(助手席側） 

巨- 17 

⑨ 

U —デイングランプ 
スイッチ（助手席側） 

巨-17 

⑨ 

ルーム ランプ点1 灯 モー 
ド切替スイッチ 

巨- 17 

⑩ 

U —デイングランプ 
スイッチ（運商席側） 

巨- 17 

⑩ 

スライデイングルーフ 
スイッチ* 

3-48 


インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

⑩ 

U- ディングランプ 
(運転席側） 

巨-17 

⑩ 

ルーム云ラー 

3-55 

⑩ 

パークト□ニック 

インジケーター* 

5-54 

⑩ 

コンビネ■ーシヨン 

曰-2己 


スイッチ 

曰- 27 


(へッドランプ/方向指 
お/ワィパー) 

曰- 2 日 

⑩ 

クルーズコント□ール/ 

5-44 


巧変スピード U ミッ 
夕ーレバー 

曰-已日 


⑩メーター パネル 3-63 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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運起ずる前に 


インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

趣 

エンジンスイッチ 

百-2 

感 

ステア1」ング□ック 

解除八ンドル* 

3-61 

娜 

ステア U ング調整 
レバー* 

3-62 

⑩ 

パーキングブレーキ 

ペダル 

已 -33 


ドアウインドウ 

スイッチ（助手席側） 

3-46 



名称 

ぺージ 

風 

ドァ レバー 
(運転席ドア） 

3-25 

领 

トランク オープナー 

スイッチ 

3-33 

⑥ 

ドアウインドウスイッ 
チ（運転席側）/セー 
フティスイッチ 

3-46 

颇 

ランプスイッチ 

已 -22 

⑩ 

パーキングブレーキ 
解除八ンドル 

已 -33 



名妳 

ぺージ 

⑩ 

ステアリング 

3-61 

⑩ 

ボイスコントロール 
レバー* 

別冊 

颁 

へッドランプ 
ウォッシャースイッチ 

曰-32 

⑩ 

ドア S ラー調整 
スイッチ 

3-57 


ドア S ラー格納/展開 
スイッチ 

ドアミラー選択 
スイッチ 

3-目谷 

⑩ 

シート調整スイッチ 
(運転席）* 

3-16 


ポジションスイッチ 
(運転席）* 

Xモ U —スイッチ 
(運転席）* 

3-18 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 



名称 

ぺージ 

① 

シートヒータースイッ 
チ（左側フ□ントシー 

卜） 本 

3-19 

② 

パークト□ニック 

オフスイッチ* 

已-已8 

③ 

電動ブラインドスイッ 
チ 去 

巨-22 

④ 

ESP オフスイッチ 

5-41 

⑥ 

が萬点滅1 灯スイッチ 

已 -28 

⑥ 

ドア□ックスイッチ 

(解疑） 

3-28 

⑦ 

U アへッドレスト 

格納スイッチ 

3-21 

⑨ 

盗難防止警報機能 
表示灯* 

3-44 

⑨ 

シートヒータースイッ 
チ（ち側フ□ントシー 

卜） 本 

3-19 


センターコンソール 



名称 

ぺージ 

⑩ 

助手席エアパッグ 
オフ表示灯* 

2-19 

⑩ 

ドア□ックスイッチ 

(施綻） 

3-2 谷 

⑩ 

Audio 20 / 

マルチフアンクション 
コントローラー * 

別冊 

⑩ 

エアコンディショナー 

操作部 

目-目 


警告 A 


チヤイルドセーフテイシート検知 
システム非装備車にセンサー付き 
純正チヤイルドセーフテイシート 
を装着したとさ、助手席エアバッ 
グオフ表示打⑩び点灯ずることび 
ありますび、助手席エアバッグの 
機能は解除されません。詳しくは 
(2-18) をご覧くださし、。 



* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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運起ずる前に 




キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解綻/施 
錠に使用します。 

また、 それぞれの キーには ェ マージェ 
ン シーキーび 収納されていまず。 


警告 A 


-モ供だけを残して車から離れな 
いでください。施錠されていて 
ち、誤って車内からドアを開い 
たり運転装置に触れて' 事故やけ 
びをずるおそれびあります。 

-車から離れるとさは、短時間で 
ち必ず車を施錠して<ださい。 
また、車内にキーを残したまま 
車から離れないでください。事 
故や盗難のおそれびあります。 

-キーに重い物や必要(上に大さ 
な キーホルダー などを取0付け 
ないでください。走行中にキー 
ホルダー 自体の重みでキーびま 
わったり、キーび抜けてしまい、 
エンジンび停止ずると、事故を 
起こすおそれびあります。 


ま意！ 

-キーを紛失したとさは、盗難 
や事故を防ぐため、ただちに 
指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

• キーを強い電磁波にさらすと、 
U モコンに障害び発生するおそ 
れびありまず。 

-キーは衝撃や水から週けてくだ 
さい。故障の原因になりまず。 

-キーの先端部をミちしたり覆った 
りしないでください。故障や誤 
作動のおそれびあります。 

知識 

-新たにキーをつくる場合は、指 
定サービスエ場におたずねくだ 
さい。 

• 2 つの キーを 見わけるためキーの 
ストッパー (3-11) の色は異な 
ります。 
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運転ずる前に 


キ— 


リモコン機能 


①発信部 
© 表示灯 
感施錠ボタン 
④解錠ボタン 
© トランク オープナー 
愈 エマージェンシーキー 


エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさに！; TF の操作がでさます。 

-ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プの解錠/施錠 

-ドアウインドウとスライディング 
ルーフ * の開閉 

-トランクを開く 

操作時に表示灯®が]回点滅します。 


解錠ずる 

► 解錠ボタン®を押します。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プび解錠され、非常点滅灯び]回 
点滅します。 

施錠ずる 

► 施錠ボタン感を押します。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プび施錠され、非常点滅巧が3回 
点滅します。 

トランクを開ぐ 

► トランク オープナー ⑥を押し続け 
9 〇 


トランクが開をます。 


U モコン操作でドアウインドウとスラ 
イディングルーフ*を開閉ずることび 
でさます。 

詳しくは (3-9) をご覧ください。 



* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運起ずる前に 


キー 

ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付おなど 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

- U モコン操作でドアウインドウ 
を閉じるとさは、開□部に異物 
びないことを確認してくださしん 

• U モコン操作で施淀したとを 
は、が常点滅好び3回点滅した 
こと、ドア、トランク、燃料給 
油フラップび確実に施銳されて 
いることを確認してくださし、。 

-トランクを開くときは、後方や 
上方に十分な空間びあることを 
確認してください。 

-貴重品は絶対に車内やトランク 
内に置いたままにしないでくだ 
さい。盗難のおそれびあります。 


リモコン機能の設定切曾 

U モコン操作での解綻の作動内容を切 
り替えることびできまず。 

リモコン機能の設定を切り曾える 

► 施蟲ボタン③と解淀ボタン④を同 
時に約巨秒間押し続けまず。 

キーの表示なび2回点滅し、設定 
び切り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動します。 

-解錠ボタン④を]回押ずと、運転 
席ドアと燃料給油フラツプのみび 
解錠されまず。 

-続けて約4□秒しソ内に、解綻ボタン 
④を押すと、助手席ドア、 U アド 
ア、トランクび解綻されます。 

リモコン機能の設定を元に戻ず 

► 再度、施銳ボタン③と解錠ボタン 
④を同時に約巨秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、元の 
設定に戻ります。 


知識 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、 U モコン操 
作はでをません。 

• U モコン操作での解綻後約40 
秒し i (内に、(下のいずれかの 
操作をしないと、再び施錠さ 
れます。 

◊ ドアを開く 
〇トランクを開く 

〇エンジンスイッチにキーを 
差し込む 

〇ドア□ックスイッチ（解錠） 
を押す 

. 車びバッテ U —あびりを起こし 
たとさは、1」モコンの電池び正 
苗でち U モコン操作での解綻/ 
施錠はでをません。 

.U モコンの電池び消耗すると操 
作時に表示打②び点灯せず、1」 
モコン操作びでをなくなります 
び、エンジンは始動でをまず。 
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運乾ずる前に 


リモコン操作でドアウインドウとス 
ライデイングルーフ*を開閉ずる 



ms れ M 

①発信部 
© 施錠ボタン 
@解錠ボタン 


リモコン操作でドアウインドウ、スラ 
イディングルーフを開閉することびで 
さます。 

ドアウインドウとスライディン グルー 
フを開ぐ 

► キーの発信部①をフ□ントドア八ン 
ドルに向けて解錠ボタン®を押し 
続けます。 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフが開 さまず。 

解錠ボタン感から手を放すと、作 
動中のドアウインドウとスライ 
デイングルーフはその位置で停止 
しまず。 


※車種や仕様により、リモコン操作 
時の受信部び、運転席側のドア八 
ンドルのみにある場合がありまず。 


キー 

ドアウインドウとスライディン グルー 
フを閉じる 

► キーの発信部①をフ□ントドア八ン 
ドルに向けて施錠ボタン®を押し 
続けまず。 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフび閉じます。 

施錠ボタン③から手を放ずと、作 
動中のドアウインドウとスライ 
ディングルーフはその位置で停止 
し 〇 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運起ずる前に 


■キ- 

ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

- U モコン操作でドアウインドウ 
やスライディングルーフを閉じ 
るとさは、身体や物び巧まれな 
いよラにミ主意してください。 

挟まれそラになったとをは、た 
だちに施錠ボタン②から手を放 
し、解淀ボタン③を押し続けて、 
ドアウインドウやスライデイ 
ング ルーフを 開いてください。 


- U モコン操作でドアウインド 
ウを開<とさは、ドアウイン 
ドウに身体を寄りかけないで 
ください。ドアウインドウと 
ドア フレームとの 間に身体び 
引を込まれてけびをするおそ 
れびありまず。 

-車から離れる前に、すべてのド 
アウインドウとスライディング 
ルーフび閉じていることを確認 
してください。 


知識 

• U モコン操作をするとさは、キー 
の発信部をフ□ントドア八ンド 
ルに向けて操作してください。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、1」モコン操 
作はでをません。 
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運転ずる前に 




□ケイターライティング 

周囲び暗いとさ、 U モコン操作で解綻 
すると、車幅な、フ□ントフォグラン 
プ、テールランプ、ライセンスランプ 
び点打します。 

点灯したランプは、運転席ドアを開 
いたとさ、または約40秒後に消灯し 
ます。 

この機能の設定と解除については （4- 
28) をご覧ください。 


「ェゾーシェノンー A — 



① エマー ジェン シーキ ー 

② ストッパー 


キーに収納されています。 

グ□ーブボックスを施綻ずるとさ（巨- 
吕 9) に使用します。また、リモコンが 
作動しないとさに、運転席ドアを解錠 
/施綻したり、トランクを解綻すると 

きなどに使用しまず （3-31 、3-3已）。 >5 

エマー ジェン シーキーを 使用ずる 

► ストッパー③を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー① 

を矢印の方向に巧をます。 

収納ずるとをは元の位置に差し込 
みます。 
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運起ずる前に 




電池の交換 

U モコンの作動巧能距離び短くなっ 
たり、いずれかのボタンを押してち 
作動しない場合は、電池の消耗び考 
えられます。指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


警告 A 


電池はモ供の手の届かないところ 
に保管してくだごい。誤って電池 
を飲み込むおそれびあ0ます。 



① エマージェンシーキー 
感 ストッパー 


電池の交換手順 



① エマージェンシーキー 

③ 電池ケース 

④ 凹部 


電池を飲み込んでしまったとさは、 
ただちに医師の診断を受けてくだ 
ごし、。 


► ストッパー②を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー① 
を矢印の方向に巧を取ります。 


► エマー ジェン シーキ ー①を凹部④ 
にかけて□ックをがしなびら、電 
池ケース③を矢印の方向に引を抜 
さます。 


知識 

キーのいずれかのボタンを巧した 
とをに、キーの表示灯び]回点滅 
すれば電池は正苗でず。 
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運転ずる前に 





③電池ケース 
⑥電池 
⑥電極板 


知識 

-1」チウム電池 （ CR 202 已）を 
吕個使用していまず。 

-電池を交換するとさは2個同時 
に交換してください。 

-電池の表面に、巧れや脂分など 
び付着していないことを確認し 
て < ださし、。 


!黃境 9 


環境保護のため、使用済みの電池 
を廃棄ずるとさは、新しい電池を 
お買い巧めになった販売店で処分 
を依頼してくださし、。 


► 電池⑥を横にスライドさせて取り 
出します。 

► 新しい電池と交換しまず。 

2個とを®び上になるようにして、 
新しい電池を電極板⑥の間に取り 
付けます。 

► 電池ケース③を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックしまず。 

► エマージェンシーキー①をキーに 
収納しまず。 
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運転ずる前に 


III I 


フ□ントシー 


シートには4ウェイパつーシート 
(シートの高さ調整とバックレストの 
傾を調整は電動）と X モ U —付パワー 
シート （3-16) びあります。 


4ウエイパワーシート*の調整 


ま意！ 

シートの調整をずるとをは他の乗 
員の身体や物などび挟まれないよ 
ラにま意して < ださい。 


シートの前後位置を調整ずる 

► レバー①を上ちに引いたままシー 
卜を前後に動かして調整します。 

シートび確実に固定されているこ 
とを確認してください。 

クッションの傾さを調整ずる 

► ダイヤル®をまわして調整します。 

シートの高さとバックレストの傾さ 
は、エンジンスイッチび1か2の位置 
のときに調整できまず。 

シートの高さを調整ずる 



① レバー 
③ダイヤル 

感 スイッチ(シートの高さ） 

@スイツチ(バックレストの傾き） ^スイッチ感を矢印のち向に操作し 

ます。 


バックレストの傾きを調整ずる 

► スイッチ®を矢印のち向に操作し 
9 〇 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


III I 



①□ック解除ノブ 


へッドレストの高さを調壁ずる 

► 上げるときはそのまま引き上げ 
ます。 


下ばるときは□ック解除ノブ①を 
押しなびら下げまず。 

ヘッドレストの中央び目の高さに 
なるよラに調整します。 



へッドレスト①前後位置を調壁ずる 


►へッドレストを前後に巧して/引 
いて調整しまず。 


へッドレストびを頭部に接するよ 
ラに調整しまず。 
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運転ずる前に 


III I 


メモリー付パワーシート*の調壁 



⑦シートの高さ 

② シートの前後位置 

③ シートクッシヨンの傾き 


④ バックレストの傾さ 

⑤ へッドレストの高さ 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
を、または操作する側のドアび開いて 
いるとをに調整ずることびでをます。 

シート①高さを調壁ずる 

► ①の矢印の方向に操作します。 

シート①前を位置を調整ずる 

► ③の矢印の方向に操作します。 

へッドレストの高さち連動して上 
下します。 

シートクッションの傾きを調整ずる 

► ③の矢印の方向に操作します。 

バックレスト①傾きを調整ずる 

► ④の矢印の方向に操作します。 

へッドレスト①高さを調壁ずる 

► ⑥の矢印の方向にスイッチを操作 
して調整しまず。 

ヘッドレストの中巧び目の高さに 
なるよラに調整します。 



ヘッドレストの前後位置を調壁ずる 

►へッドレストを前後に押して/引 
いて調整しまず。 

ヘッドレストび後頭部に接するよ 
ラに調整しまず。 
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運乾ずる前に 


III I 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜び前方に動くことにより、運転席と 
助手席柔員の頭部をより効果的に支持 
しま"§。 

衝撃の大ささや衝撃を受けたち向に 
よっては 、 NECK PR 日アクティブ 
へッドレストが作動しないことがあり 



① リセ ット ツール 


作動した NECK PRO アクティブへッ 
ドレストをリセットずる 

事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストび作動した場合、 

U セットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 3 
レストび作動せず、頭部-頸部を保護 
することびでさません。 

この U セット作業は、指定サービスエ 
場で行なラことをお勧めします。 


まず。 

警告 A 


NECK PRO アクティブへッドレス 
卜にカバーをするとさは、必ず専 
用の純正 シー トカバーを使用して 
<ださい。市販のカバーを使用す 
ると 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストの作動び巧げられるおそ 
れびありまず。詳しくは指定サー 
ビスエ場におたずねくださし、。 


► へッドレスト上部中央にある巧に、 
車載の U セットツール①を差し込 
み、□ックする音び聞こえるまで 
押し下げます。 

► U セットツールを抜を、ヘッドレ 
ストを後方に強く押し戻して確実 
に□ックさせます。 

ちラーちのへッドレストでち同様の作 
業を行なってください。 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 

I フ□ントシートのメモリ-機能* ! 



① メモリースイッチ 

② ポジションスイッチ 

メモ U— 機能により、 3 通りのシート 
位置を記憶させることびでをます。 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
を、または操作ずる側のドアび開い 
ているときに記憶と呼び出しびでを 
まず。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整します。 

運転席では、ステア U ングの位置 
(3-62). ドアミラーの角度 （3- 
已 7) ち正しく調整しまず。 

知識 

ドア云ラーの角度を調整するとを 
は、エンジンスイッチを1か吕の位 
置にしてください。 

► ポジションスイッチ②をまねして 
1〜3のいずれかに合わせます。 

► メモ U - スイッチ①を押します。 

► 3 秒け内にポジションスイッチ② 
を押します。 


そのときポジシヨンスイツチ③を 
合わせているま号1〜3にシート位 
置などび記憶されます。 


知識 


他のま号1〜3にち同様の方法で 
シート位置などを記憶させること 
びでさます。 


記憶させたシート位置などを呼び出ず 

► ポジションスイッチ②を、呼び出 
したいシート位置を記憶させた番 
号 （1 〜 3) に合わせます。 

► ポジションスイッチ③を押し続け 
まず。 

シートなどび動をはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

ま意！ 

バックレストを大をく後ろに傾け 
た位置にしているとさは、記憶位 
置を呼び出す前に、バックレスト 
を起こしてください。 

知識 

ま全のため、ポジションスイッチ 
から手を放すと、各部の動さび停 
止しまず。 
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②表示な 


スイッチはセンターコンソールにあり 
ます。 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
さに使用でをます。 

シートヒーターを使用ずる 

► シートヒータースイッチ①を押し 
まず。 


シー ト ヒーター スイツチを押すご 
とに点なする表示灯②の数び変わ 
り、シート ヒーターの 作動内容び 
切り替わります。 


シートヒーターを停止ずる 


► シートヒータースイッチ①を押し 
て 、表示 I 灯③を消打ごせます。 


運転ずる前に 


シート 


点なしている 

mmam 

作動内容 

3 

シートヒーターが強 
で作動します。 

約5分後に自動的に 
中に切り誓わります。 

2 

シートヒーターが中 
で作動します。 

約]日分後に自動的に 
弱に切り誓わります。 

1 

シートヒーターが弱 
で作動します。 

約2日分後に自動的に 
停止します。 

〇 

停止しています。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずる前に 


ソートじーター 
ま意！ 

-コートや厚手のを服などを着用 
している状態や、毛巧などの保 
温性の高い石のをシートにかけ 
た状態でシートヒーターを使用 
しないで<ださい。また、シー 
トヒーターを連続して使用しな 
し、でください。 

異萬過熱による低温火傷（紅巧、 
水ぶくれ）を起こしたり、シー 
トヒーターび 故障す る おそれび 
あ0ます。 


. L ソ下の事項に該当する方は、熱 
すぎたり、低温火傷をずるおそ 
れびありますので十分にミ主意し 
て < ださし、。 

◊乳幼児、高齢ち、病人、身 
体び不自由な方 

〇皮膚び弱し、ち 
◊疲労の激しい方 
〇眠気をさそう薬を服用した方 
◊飲酒した方 

• シートに凸部のある重量物を置 
かないでください。故障の原因 
になります。 


知識 

バツテ U —の電圧び下びると、 
バツテ U —あびりを防ぐため一時 
的に作動を停止し、表示打び点滅 
しまず。バツテ U —電圧び正南に 
なると、再び作動します。 
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運転ずる前に 





3 


①□ック解除ボタン 


リアへッドレスト①高さを調壁ずる 


リアへッドレストの角度を調舊ずる 

左ちのへッドレストは角度を2段階に 
調整することびでさます。 

► ヘッドレストび起をているときに、 
□ック解除ボタン①を押しなびら 
ちラー段階引を起こします。 


左ちのへッドレストは高さを調整ずる 
ことびでをます。 

► □ック解除ノブ②を押しなびらへッ 
ドレストを上下させて調整しまず。 

へッドレストの中巧び目の高さに 
なるように調整しまず。 


A 


乗車するときは、必ずヘッドレスト 
を起こしてください。衝突時に重大 
なけびをずるおそれびありまず。 


へッドレストび後頭部に接するよ 
ラに調整しまず。 
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運転ずる前に 


リァシート 

U アへッドレストを格納ずる 

► エンジンびかかっているときに、 
リアへッドレスト格納スイッチ③ 
を押します。 

起さているへッドレストび後方に 
倒れます。 

または 

► それぞれの U アヘッドレストの □ 
ック解除ボタン①を押します。 

へッドレストび後ちに倒れまず。 

リアへッドレストを起こず 

► 手で引き起こします。 

j 注意！ 

いずれかの U アへッドレストを取 
りがしているとをは、スイッチで 
J 格納することはでをません。 

知識 

U アへッドレスト格納スイッチ③ 
を操作したときは、空気圧により 
ヘッドレストを格納するため、同 
時に格納されないことびあります。 


U アへッドレストの脱着 
U アへッドレストを取りかず 

左ちのへッドレストは取り外すことび 
でさまず。 

► ヘッドレストを格納しまず。 

► □ック解除ノブ②を押しなびらへ 
ッドレストを引き上げまず。 

リアへッドレストを取り付ける 

► 切り欠さびあるすせび左側になる 
ように、ヘッドレストの支柱を取 
り付け巧に差し込みます。 


A 


乗車するときは、必ずへッドレスト 
を取り付けてください。衝突時に重 
大なけびをずるおそれびあります。 


U アアーム レスト 



① アー ムレスト 


アームレストを使用ずる 

► アームレスト①を引を出して使用 
します。 

収納するとをは押し込みます。 
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運転ずる前に 




r 分割巧倒式リアシート * _I 

U アシートの左ちいずれか一方、また 
は両方を巧りたたむことびでをまず。 

警告 A 


-大さな荷物を積まないとさは、 
バックレストを起こしてくださ 
し）。荷物び前方に放り出され、 
乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 

. U アシートに人び乗るときは、 
必ずバックレストを起こして 
□ックしてください。事故のと 
を、けびをずるおそれびあり 
ます。 



①リリース八ンドル 


U アシートを巧りたたむ 

► トランク内にある1」 U - ス八ンド 
ル①を手前に引いて□ックを解除 
しまず。 



② 八ンドル 

③ クッション 

④ バックレスト 


► 左ちのヘッドレストを石つとをほ 
い位置にして、すべてのヘッドレ 
ストを格納します。 

► 八ンドル③を引き、クッシヨン③ 
を前方に引を起こします。 

► バックレスト④を前方に倒します。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運起ずる前に 


リァシート 
ま意！ 

U アシートを巧りたたんだ状態でフ 
□ントシートを後方に動かずとさ 
は、 U アシートクッシヨンに当たら 
ないよラにして<ださい。シートを 
損、傷するおそれびありまず。 



③ クッション 

④ バックレスト 


U アシートを元に戻ず 

► バックレスト④を元の位置に戻し 
て確実に□ックします。 

► クッシヨン③を元の位置に戻して 
確実に□ックしまず。 



⑥□ックインジケーター 

ま意！ 

□ ックインジケーター⑥び見えて 
いるときはバックレストび□ック 
されていません。□ックインジ 
ケーターび見えなくなるように、 
バックレストを確実に□ックして 
ください。 
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運転ずる前に 


ドア 



を’アの開閉 


①ドア八ンドル 

車かか5ドアを開< 

► ドア八ンドル①を引をます。 

車かか5ドアを閉じる 

► ドア八ンドル①をちって確実に開 
じます。 



② ドア レバー 

③ イン ナー グリップ 


車内か6ドアを開く 

► ドアレバー②を矢印の方向に引を 
まず。 

車内か5ドアを閉じる 

► インナーグ U ップ③ををって確実 
に閉じまず。 

知識 

ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告マークび表 
示されます （10- 已）。 


警告 A 


-ドアは確実に閉じてください。 
ドアの閉じかたび不完全（半ド 
ア)な場合、走行中にドアび開く 
おそれびありまず。 

-ドアを開くとさは、周囲のま全 
を十分確認してください。 

-同乗ちびドアを開くとさは、を 
険びないことを運転ちび確認し 
てください。 


ま意！ 

-車から離れるときは、エンジン 
を停止し、必ずドアを施綻して 
ください。 

-ドアを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよ5にま意してくだ 
さい。車の周りにテ供びいると 
さは、特にま意してくだごい。 
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運転ずる前に 


ドア 

ィージーエントリー* 

運転席への柔り降りを容易にずるた 
め、なのいずれかの操作をずると、ス 
テア U ングび上方に移動しまず。 

* エンジンスイッチからキーを巧く 

* エンジンスイッチび0か1の位置の 
とさに運転席ドアを開く 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ステアリングは、運転席ドアを閉じて 
次のいずれかの操作をすると、元の位 
置に戻りまず。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 


• エンジンスイッチび0の位置のと 
をは1の位置にする 


• エンジンスイッチび1の位置のと 
をは吕の位置にする 


この機能の設定と解除については （4- 
3已）をご覧ください。 


知識 

イージーエント U —の作動を停止す 
るとをは、ステア U ング調整レバー 
ろ、シー トメモ U — 機能のポジション 
スイツチを操作してください。 
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運転ずる前に 


ドア 



①ドア レバー 
③□ックノブ 


ドアを解綻ずる 

► ドアレバー①を矢印の方向に引を 
ます。 

□ックノブ②び上びり、ドアび解 
錠され、開さまず。 

ドアを施綻ずる 

► □ックノブ②を矢印の方向に巧し 
;1^^みます。 


知識 

助手席ドアと U アドアは、開いて 
いるとさに□ックノブを押し込ん 
でひら閉じると施錠ごれます。 

を意！ 3 

• 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してく 
ださい。 

• □ックノブび完全に下びってし、 

ないドアびあるとをは、そのド 
アを確実に閉じてから□ックノ 
ブを押し込んでくだごい。また、 
外部からドア八ンドルを引し、 

て、ドアび確実に施錠されてし、 

ることを確認してくださし、。 


-□ックノブび下びっていてち、 
車内のドアレノ（一を弓 I くとドア 
は開をます。テ供を柔せている 
ときは特にま意してください。 
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運起ずる前に 


ドア 

ドア□ツクスイッチ 



①解錠 
® 施錠 


車内から、すべてのドアとトランクを 
解錠/施錠することびでさます。 

解錠ずる 

► 解錠スイッチ①を押しまず。 

施錠ずる 

► 施錠スイッチ霞を押しまず。 

なのような場合はドア□ックスイッチ 
で解錠/施錠することはでさません。 

• U モコン操作で施錠しているとき 
-助手席ドアび開いているとさ 


ま意！ 

-ドア□ックスイッチで施錠した 
ときは、各ドアの□ックノブ 
(3-27) が完全に下びっている 
ことを確認してください。 

• □ックノブが下びっていてち、 
車内のドア レバーを 引<とドア 
は開きます。テ供を乗せている 
とさは特にミ主意してください。 


知識 

-運転席ドアび開いているとさに 
ドア□ックスイッチを操作する 
と、他のドアとトランクが解錠 
/施錠されまず。 

-ドア□ックスイッチで施錠して 
あるとさに車内からフ□ントド 
アを開くと、他のドア、トラン 
クも解錠されます。 

-ドア□ックスイッチで施錠した 
とさは、燃料給油フラップは施 
錠されません。 

-ドア□ックスイッチや車連感応 
ドア□ックなどにより車が施錠 
されていても、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグが作動 
ずるとドアは自動的に解錠され 
ます。 
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運転ずる前に 


車速感応ドア□ック 

速度び約]已 km / h じ(上になると、ド 
アとトランクを自動的に施綻します。 

この機能の設定と解除については （4- 
33) をご覧ください。 


ドア 


ま意！ 

車連感応ドア□ツクを設定した状 
態で、車を押したり、タイヤ交換 
などで車を持ち上げるとをは、エ 
ンジンスイツチを0の位置にして 
ください。タイヤび回転すると施 
錠ごれ、車外に閉め出されるおそ 
れびあります。 


知識 

• 車速感応ドア□ックで施綻ごれ 
たドアをドア□ックスイッチで 
解錠すると、ドアを開くかエン 
ジンをかけ直すまで、車速感応 
ドア□ックは作動しません。 3 

• 車速感応ドア□ックで施綻され 
ているときに車内ひらフ□ント 
ドアを開くと、他のドア、トラ 
ンクち解錠されまず。 

-ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
されていてを、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグび作動 
ずるとドアは自動的に解綻ごれ 
9 〇 
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運転ずる前に 


ドア 


チャイルドプルーフ□ック（リアドア) 



① 設定側 

② チヤイ ル ド プルーフ□ックレバー 


チ ヤイルドプルーフ□ックレバー ③を 
設定側①にしてドアを閉じると、車内 
のドアレバーを引いてち1」アドアを開 
くことびでさなくなりまず。 

子供を柔せるとさに使用して < ださい。 

設定ずる 

► レバー③を矢印方向①に上げまず。 

解除ずる 

► レバー③を下げまず。 

ま意！ 

ドアび施錠されているときは、車 
外からち U アドアを開くことびで 
さません。ドアを解綻してから車が 
のドア八ンドルで開いてください。 


乗降用ランプ 



ルームランフび自動点灯モード （6- 1 7) 
になっていて周囲び暗いとをにドアを 
開くと乗降用ランプ①び点灯します。 

知識 

エンジンスイツチび2が外の位置 
のとさは、ドアを開いたままにす 
ると、約已分をに消打します。 
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運転ずる前に 


エマージェンシーキーで 運輯席ドア 
を解錠/施錠ずる 



ち八ンドル車 
①解錠 
③施綻 


知識 

助手席のドアにはキーシ U ンダー 
はありません。 


ドア 


U モコン操作びでさないとさは、運転 
席のドア八ンドルのキーシ1」ン ダーに 
エマージェンシーキーを差し込み、解 
錠/施錠することびでさまず。 

解綻ずる 

► 車両の前方①にまわしまず。 

施綻ずる 

► 車両のを方②にまわしまず。 

ま意！ 

• エマージェンシーキーで 運転席 
ドアを解顏/施錠してち、他の 
ドア、トランク、燃料給油フ 
ラップは解錠/施錠されません。 

-盗難防止警報システム*装備車 
は U モコン操作で施錠した後に、 
エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解錠して開くと、盗難防 
止警報 システムび 作動します。 

警報を停止するには、キーをエ 
ンジンスイツチに差し込むか、 
キーの HI か ra を押します。 


エマー ジェン シーキーで 車を飽錠ずる 

U モコン操作で施錠でをないとをは、 
liTF の方法で車を施錠してくださし、。 

► 運転席(外のドア、トランクを確 
実に閉じます。 

► ドア□ックスイッチで施綻します。 

► ドア□ックスイッチび作動しない 
とさは、運転席(外のドアの□ッ 
クノブを押し込みまず。 

► 運転席ドアを閉じ、エマージェンシ 
ーキーで施淀します。 

► ずべてのドア、トランクび施綻さ 
れていることを確認してくださし、。 

注意！ 

ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで施湿した 
とをには、トランクび施銳されて 
いないことびあります。このとさ 
は、完全に車を施錠することはで 
をません。指定サービスエ場に連 
絡してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運転ずる前に 



エンジンをかけた状態でトランク 
を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明 
になったり、中毒死するおそれび 
あります。 


ま意！ 

-トランク内に人を乗せないでく 
ださい。事故のとを、けびをず 
るおそれびありまず。 

-子供などびトランクに閉じ込め 
られないよラにま意して<だ 
さい。 

-強風のとをにトランクを開く 
と、強い風にあおられ、トラン 
クび不意に下びることびありま 
す。風の強し''曰には十分にま意 
してくだごい。 

また、トランクに雪び積ちって 
いるとをち同様にミ主意してくだ 
さし、。 



①八ンドル 


車パか5トランクを開く 

►八ンドル①を引き、トランクを引 
き上げます。 
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運転ずる前に 


注意！ 

-トランクを開いているとをで 
ち、 U モコン操作で施銳してか 
らトランクを閉じると、トラン 
クび施錠されます。キーをトラ 
ンク内に放置しているとキーび 
取り出せなくなりまず。 

-トランクを開くと、補助スフ U 
ングにより手を添えなくて石全 
開になることびありまず。 

-トランクを開<とトランクラン 
プび点灯します。トランクを開 
し、たままにしていると、トラン 
クランプは約] 0分後に消灯し 
まず。 



ち八ンドル車 

① トランク オープナー スイッチ 

② 表示灯 

トランク オープナー スイッチで 
トランクを開< 

停車中に運転席ドアのトランクオープ 
ナースイッチでトランクを開くことび 
でさます。 

► トランク オー プナースイッチ①を 
押します。 


トランクび開いているとさは表示 I 灯 
③び点打し、閉じると消 I 灯しまず。 


トランク ■ 

U モコン操作でトランクを開< 

► キーのを押し続けます。 

注意！ 

-ま全のため、トランクオープ 
ナースイッチは、車び完全に停 
止した状態で操作してください。 

-天井の低い駐車場など、上ちに 
空間のない場所では、開いた卜 
ランクび天井などに当たり損傷 
ずるおそれびあります。 

-トランク オープナー スイッチ、 

または U モコン操作でトランク 
を開< とさは周りに障害物びな 
<、身体や物に当たるおそれび 
ないことを確認してください。 
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運転ずる前に 





①グリップ 


トランクを閉じる 

► トランク内側のグ U ップ①に手を 
かけてトランクを下げ、次にトラ 
ンクをが側から押さえまず。 


ま意！ 

-トランクび確実に閉じているこ 
とを確認してください。 

-トランクを閉じるときは、身体 
や物び挟まれないよラにミ主意し 
てください。車の周りにテ供び 
いるとをは、特にを意してくだ 
さい。 

-トランクを閉じるとさは、トラ 
ンクマットのフック （3-3 巨） 
び U アウインドウ下側のトラン 
クの縁にかかっていないことを 
確認して<ださし、フックを損 
傷するおそれびあります。 


知識 

トランクび完全に閉じていない状態 
で走行すると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告マークび表お 
されます （10- 已）。 
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運転ずる前に 




エマー ジ王 ンシーキー でのトランク 
のお綻 



① キーシリンダー 

③エマージェンシーキーを差し込む/ 
巧 < 位置 

③ 解錠の位置 

④ A ンドル 


U モコン操作でトランクを開いたり、 
解錠できないときはエマージェンシー 
キー (3-11) で解錠します。 

► トランクのキーシ U ンダー①にエ 
マージェンシーキーを差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解湿の位 
置③にまわしまず。 

► 八ンドル④を引いてトランクを開 
をまず。 

► エマージェンシーキーを③の位置 
にまねして巧をまず。 

知識 

エマージェンシーキーでトランク 
を解綻してち、ドアと燃料給ミ由フ 
ラップは解除されません。 


を意！ 

-盗難防止警報システム装備車は、 
エマージェンシーキーでトラン 
クを解綻して開くと、盗難防止 
警報システムび作動しまず。 

警報を停止するには、キーをエ 
ンジンスイツチに差し込むか、 
キーの！！ g か ra を押します。 

• エマー ジェン シー キーで解銳し 
たとさはトランクを閉じると卜 
ランクは施錠されます。トラン 
ク内のキーの閉じ込みにミ主意し 
て < ださし、。 

. 貴重品は絶巧に車内やトランク 
内に置いたままにしないでくだ 
さい。盗難のおそれびありまず。 
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運転ずる前に 




「トランク下の収納スぺース 



① トランクマット 

② フック 

トランクマットの下に車載工具や 
ジャッキ、輪止めなどを収納してい 
ます。 



①トランクに荷物を積んだ状態 
③ U アシートを折りたたんで荷物を積ん 


だ状態（分割可倒式1」アシート装備車) 


トランクマットを開< 

► フック②を矢印のち向に起こして 
トランクマット①を持ち上げます。 

► トランクマット①を支えなびら、 
フック②を U アウインドウ下側の 
トランクの縁にかけまず。 


荷物の積み方は車の走行ま定性に大を 
く影響します。荷物はできるだけトラ 
ンクに積み、(下の点にミ主意してくだ 
さい。 

-重量び偏らないよ5均等に積んで 
ください。 

-重い物は車の中む近く（トランク 
の前方）に積み、確実に固定して 
ください。確実に固定でさていな 
いと、急ブレーキ時などに荷物び 
動を、トランク内部を損傷するお 
それびありまず。 

-燃料を入れた容器やスプレー伍な 
どを積まないでください。引火や 
爆発のおそれびあります。 

. 荷物の重量び、制限重量 （9-1 已） 
を超えないよラにしてください。 

-荷物は後席バックレストまたは前 
方に倒したシートクッシヨン、前 
席バックレストに接ずるようにし 
て < ださい。 
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-荷物はでさるだけ乗車していない 
シートの後ちに積んでください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高く積み上げないでくだごい。 

-ウインドウに荷物び当たらないよ 
ラにしてください。ウインドウガ 
ラスを損傷したり、 U アデフォッ 
ガーの熱線やアンテナなどを損傷 
するおそれびありまず。 


運転ずる前に 




荷物固定用リング* 



①巧物固定用リング 


荷物固定用のアクセヴリーは、ダイム 
ラー.クライスラー社の巧奨品の使用 
をお勧めしまず。詳し<は指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 

荷物固定用 U ングを使用ずる 

► トランクマットのス U ットを通し 
て、荷物固定用1」ング①を使巧し 
ます。 


を意！ 

. 4個の荷物固定用 U ングに均等 
に力びかかるよラにして荷物を 
固定してくださし、。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力び 3 

かひらないよ5にま意してくだ— 
さい。荷物固定用 U ングを損傷 
ずるおそれびあります。 

. 伸縮率 7% li (下および耐荷重張 
力71 4 k 旨(己 OOdaN 似上の擦 
れに強く丈夫な□ープやスト 
ラップ、ネットを使用してくだ 
さい。 

-固定する□ープやネットび荷物 
の角にかからないよラにしてく 
ださい。 

-鋭い角のある石のは、角の部分 
にカバーをしてくださし、。 

-締め付けストラップは、荷物の 
上で交差するよラにかけてくだ 
ごい。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運起ずる前に 



-ボンネットから炎や煙び見えた 
とをは、ボンネットを開かない 
でください。火傷をずるおそれ 
びあります。 

-走行中はボンネット□ック解除 
レバーを引かないでください。 
ボンネットび開いて事故を起こ 
ずおそれびあ0ます。 

. エンジンスイッチからキーを抜 
いているとさでち、を却水の温 
度び高い場合にはエンジンファ 
ンなどび自動的に回転すること 
びあります。エンジンフアンな 
どの回転部分には身体や物を近 
付けないでください。 


エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかひっているとさ、 
エンジンスイッチび吕の位置の 
とさは、エンジンルーム内には 
手を触れないでください。 

イグニッシヨンシステムやキセ 
ノンへッドランプのバルブソ 
ケットや配線には、高電圧の発 
生部分や高温部分、回商してい 
る部分びあり、それらに触れる 
と非苗に危険です。 


r ボンネット①□ックを解除ずる 



ちパンドル車 

① ボンネット□ック 解除 レバー 


► 運転席側のインストルメントパネ 
ル下にあるボンネット□ック解除 
レノ く一①を手前に弓 I きます。 
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運転ずる前に 




r ボンネツトを開く 



③□ック解除ノブ 

► ラジェターグ U ルから突を出した 
□ ック解除ノブ②を手前に引さな 
びら、をう一方の手でフ□ントグ 
U ルの下部を持ち上げてボンネッ 
卜を押し上げまず。 


r ボンネツトを開く （ C 已己 AMG ) I 



③ レバー 

► ボンネットのずさ間に手を入れ、 
レバー③を押し上げなびらボンネ 
ットを持ち上げまず。 


を意！ 

-ワイパーアームを起こしたまま 
ボンネットを開かないで<ださ 
しんボンネットとワイパーび接 
触し、損傷ずるおそれびあり 
ます。 3 

-ボンネットを開<とさは、□ッ 
ク解除ノブだけを持ったり、グ 
U ルに手をかけて引き上げなし、 

でください。□ック解除ノブび 
破損したり、グ U ルで手にけび 
をするおそれびあります。 

-強風のとをにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネット 
び不意に下びるおそれびありま 
ず。風の強い曰には十分にま意 
してください。 

また、ボンネットに雪び積ちっ 
ているときを同様にま意してく 
ださい。 
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運起ずる前に 


ボンネット 


ボンネットを閉じる 



► ボンネットを引さ下げ、矢印の位置 
に手を置いて、軽く反動をつけて開 
じます。 

完全に閉じなかったとさは、をう 
一度ボンネットを開さ、同じ方法 
で少し強めに閉じます。 


警告 A 


走行前に、ボンネットび確実に 
□ックされていることを確認して 
ください。走行中にボンネットび 
開くと事故を起こすおそれびあり 
ます。 


ま意！ 

-ボンネッ h を閉じるとさは、グ 
U ルに手をかけないでくださ 
し、。手にけびをずるおそれびあ 
ります。また、グ U ルの前に手 
をかけないで<ださい。ボン 
ネットび□ックずるとさに□ッ 
ク解除ノブび突を出て、けびを 
ずるおそれびありまず。 

-ボンネットを閉じるとさ、矢印 
じ(がの部分を押さえて閉じると 
ボンネットび凹むおそれびあり 
ます。また、閉じるときに手を 
挟まないよ5にミ主意して<だ 
さい。 

• エンジンルーム内に物を置いた 
ままボンネットを閉じると、ボ 
ンネッ h び変形ずるおそれびあ 
0ます。 

知識 

ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行すると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに警告マー 
クび表示されます （10- 已）。 
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運転ずる前に 


ボンネット 


ボンネットを垂直に開く 



④□ックボタン 


を直位置まで開く 

► ボンネット左側支柱下部(矢印）に 
ある□ックボタン④を押しなびら、 
ボンネットを押し上げて垂直の位 
置にしまず。 

□ ックボタン④び支柱上部に移動 
し、□ツクされまず。 


垂直位置か5閉じる 

► ボンネットを押し上げなびら支柱 
上部に移動した □ ックボタン④を 
押し、□ックを解除してボンネッ 
卜を閉じます。 

知識 

垂直に開いたボンネットは、支柱 
上部に移動した □ ックボタンを押 
さなくてち通苗の開く位置まで下 
げることはでさまずび、その位置 
から閉じることはでをません。 

一度、垂直に開を、□ックボタン 
を押しなびら閉じてください。 
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運起ずる前に 


■ I 11| 11111 



① 燃料給油フラップ 

② ホルダー 


燃料給油フラップを開く 

► 燃料給油フラップ①の矢印の位置 
を押します。 


キャップを夕1•ず 

► キャップを反時計回りに少しゆる 
めて、タンク内の圧力を抜いてか 
日がします。 

► キャップを燃料給油フラップの 
裏側にあるホルダー②に差し込 
みまず。 


キャップを取り付ける 

► キャップを時計回りにいっぱいに 
まわします。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップを押しまず。 
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運転ずる前に 


警告 A 


-エンジンをかけたまま給ミ由しな 
いでください。火災び発生する 
おそれびあ D ます。 

-周囲にガソ U ンびあるとさやガ 
ソ U ンのないびするとさは、み 
して火気を近付けないでくださ 
し、乂災び発生するおそれびあ 
りまず。 

-肌やを服にガソ U ンび付着しな 
いよラにを意してください。ガ 
ソリンび肌に直接触れたり、気 
化したガソ U ンを吸い込むと、 
健康を害するおそれびあります。 


ま意！ 

-燃料は無銘プレミアムガソリン 
を使巧してください（9-10)。 

• 給油ノズルび最ネ如こ自動停止し 
た時点で給油を停止してくださ 
し、。燃料を入れすぎるとエンジ 
ンび不調になったり、停止する 
おそれびありまず。 

-燃料をこぼさないようにま意し 
て < ださし、。 

燃料び車の塗装面に付着したと 
きは、すぐに巧き取ってくださ 
し、。塗装面を損傷するおそれび 
あります。 


知識 

-燃料給ミ由フラップの裏側に、夕 
イヤ空気圧ラベルび貼付して 
ありまず。タイヤ空気圧ラべ 
ルの見かたについては （8-18) 
をご覧ください。 

-燃料給ミ由フラップは、リモコン 
操作での解錠/施錠に連動して 
解綻/施錠ごれまず。 


燃料給油 □ ■ 

フラップが開かないとさ 

► フラップを手動で解綻ずることは 
でさません。 

► 車び解湿されているとさにフラッ 

プび開かない場合は、ずみやかに 3 
最寄りの指定サービスエ場で点検 — 
を受けてくださし、。 
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運転ずる前に 


盜難防止警報システム 


を難防止警報システム 



①表示な 


盗難防止警報システムび待機状態のと 
をに、ドア、トランクび開けられるか 
ボンネットの□ックび解除されると、 
サイレンと非當点滅巧による警報び作 
動します。 

システムを待機が態にずる 

► U モコン操作で車を施錠します。 

表示巧①び点滅し、約10秒後に待 
機状態になります。 

システムび待機状態のとをは、表示 I 灯 
び点滅を続けまず。 

知識 

U モコン操作で施錠した後、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアや卜 
ランクを解錠して開くと、警報び 
作動しまず。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ま意！ 

-システムを待機状態にするとを 
はボンネットび確実に閉じてい 
ることを確認してください。ボ 
ンネットのロックび解除された 
状態でシステムを待機状態にし 
てボンネットび開けられてを警 
報は作動しません。 

-待機状態のとさに車内からドア 
を開いたり、ボンネット□ック 
解除 レバーで ボンネットの□ッ 
クを解除ずると警報び作動しま 
ず。車内に人びいるときは待機 
状態にしないでください。 

-待機状態にして石、表示灯①び 
点滅しない場合は、システムび 
故障しています。ずみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 
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運転ずる前に 


システムの待機状態を解除ずる 

► U モコン操作で解錠します。 


警報の作動 


システムび待機状態のとを、し i (下のよ 
5な状況を感知ずると警報び作動し 
ます。 

-ドアび開けられたとを 
* トランクび開けられたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とを 

警報び作動すると、サイレンび約30 
秒間鳴り、非當点滅灯び通常の約2倍 
の速さで約已分間点滅しまず。また、 
) レームランプび約已分間点灯します。 


盗難防止警報システム 

警報が作動したとを①解除ち法 

► キーの！! g か ra を押すか、エンジ 
ンスイツチにキーを差しまず。 

知識 3 

ドア、トランクなどを開くか、ボ— 
ンネツトの□ツクを解除して警報 
び作動したとさは、それらをずぐ 
に閉じてち、警報は解除されません。 
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運転ずる前に 


ウインドウ 


パワーウインドウ 


「ドアウインドウの開閉 



運転席ドア(ち八ンドル車） 

①フ□ントドアウインドウスイッチ 
® セーフティ スイッチ 
感リアドアウインドウスイッチ 


ドアウインドウスイッチは各ドアにあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウを開閉するスイッチびあります。 

エンジンスイッチが1か2の位置のと 
をに、ドアウインドウを開閉すること 
びでさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチを深く押ずと、自動で開 
さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きます。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいに引<と、自 
動で閉じまず。 


知識 

-ドアウインドウび自動で開閉し 
ているとさに、スイッチを操作 
ずると、その位置で停止します。 

-ドアウインドウは、車外からリ 
モコン操作で開閉ずることびで 

きます(3-9)。 

-ドアウインドウには挟み込み防 
止機能がありまず。ドアウイン 
ドウび自動で閉じているとさに 
挟み込みなどの抵抗びあると、 
ドアウインドウびただちに停止 
し、その位置から少し下降し 
ます。 

-運転席のドアウインドウは、挟 
み込み防止機能び作動してから 
約目秒じ(内に再度閉じたときは 
挟み込みを感知しません。 


3-46 











運乾ずる前に 


注意！ 

-ドアウインドウを閉じるときは、 
身体や物が挟まれないよラにま 
意してください。挟まれそラに 
なったとさは、ただちにドアウ 
インドウスイッチでドアウイン 
ドウを開いて < ださい。 

-ドアウインドウを開 < とさは、ド 
アウインドウに身体を寄りかけな 
いで<ださい。ドアウインドウと 
ドアフレームとの間に身体び引さ 
込まれて、けがをするおそれびあ 
ります。 

-挟み込み防止機能には、挟み込 
みを感知しない範囲がありま 
す。ドアウインドウを閉じると 
さは十分ま意してくださし、 


セーフティスイッチ 

U アドアのスイッチによるリアドアウ 
インドウの開閉がでさな<なります。 

子供びリアシートに乗るとさなどに使 
用して < ださい。 

セーフティスイッチを設定ずる 

► スイッチ③をちに動かします。 

セーフティスイッチを解除ずる 

► スイッチ®を左に動かしまず。 

知識 

セーフティスイッチの位置にかか 
わらず、運転席ドアのスイッチを 
操作すると、リアドアウインドウ 
が開閉します。 


パヮーウィンドゥ ■ 


ドアウインドウが自動で開閉しない 
とき _ 

バッテ U —あびりやバッテ U —の交換 
などで、一時的に電源び断たれたとを 
は、ドアウインドウび自動で開閉でさ 
な < なることびあります。 3 

このときは、スイッチを軽く引いて全 
閉にし、そのまま2秒じ(上保持してく 
ださい。この操作を他のドアウインド 
ウでち行なってください。再び、ドア 
ウインドウび自動で開閉でさるよ5に 
なります。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
ください。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 


スライデイングルーフ 


警告 A 


柔員全員びシートベルトを着用し 
てください。シートベルトを着用 
していないと、車び横転したとを 
にスライ デイ ング ルーフの 開□部 
から車外に放り出されて、致命的 
なけびをするおそれびあります。 


スライディングルーフを開閉ずる 



① 開く 

② 閉じる 

③ チルトアップ 

④ チルトダウン 


エンジンスイツチび1か2の位置のと 
をに操作でさます。 

スライディングルーフを開く 

► ①の方向に軽く押しまず。 

押している間だけ開をます。 

①の方向に強く押すと、自動で開き 
ます。 

スライディングルーフを閉じる 

► ③の方向に軽く押します。 

押している間だけ閉じます。 

③の方向に強く押すと、自動で閉じ 
ます。 


オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


スライディングルーフをチルトアッ 
プ/チルトダウンずる 

スライディングルーフをチルトアップ 
ずる 

► ③のち向に軽く巧しまず。 

押している間だけチルトアップし 
まず。 

③ の方向に強く押ずと、自動でチ 
ルトアッフしまず。 

スライディングルーフをチルトダウン 
ずる 

► ④の方向に軽く引をます。 

引いている間だけチルトダウンし 
まず。 

④ の方向に強く引くと、自動でチ 
ルトダウンしまず。 


ま意！ 

-走行中はスライデイングルー 
フから身体を出さないで くだ 
さい。けびをずるおそれびあ 
りまず。 


-スライディング ルーフには 挟み 
込み防止機能びありまずび、ス 
ライディング ルーフを 閉じると 
きは、身体などを巧まないよう 
にま意してください。特に子供 
には ま意してください。 

-スライディング ルーフに 身体な 
どび挟まれそラになったとさは、 
スライディングルーフスイッチ 
を 操作して、スライディング 
ルーフを 開いてくださし、。 

-スライディング ルーフの 開□部 
に腰をかけたり、荷物を載せた 
りして大きな力を加えないでく 
ださい。スライディングルー フ 
を損傷するおそれびあります。 


スライディングルーフ ■ 

-車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライ 
ディングルーフび完全に閉じて 
いることを確認してください。 

-スライディングルーフの開□部 
から、物を出し入れしないでく 3 
ださい。スライディングルーフ 
のシール部を損傷するおそれび 
ありまず。 

-降雨後や積雪後にスライディン 
グルーフを 開く とさは、ルーフ 
上の水や雪などを取り除いてく 
ださい。車内に水や雪などび入 
るおそれびありまず。 

-スライディングルーフ上に雪や 
氷び付いた状態で操作しないで 
ください。スライディングルー 
フを損傷ずるおそれびあります。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 


知識 

-スライディングルーフは車外か 
ら U モコン操作で開閉すること 
びできまず（3-9)。 

-スライディングルーフび自動で 
開閉またはチルトアップ/チル 
トダウンしているとさに、ス 
イッチを操作ずると、その位置 
で停止します。 

-スライディングルーフには挟み 
込み防止機能びあります。スラ 
イディングルーフび自動で閉じ 
ているとさやチルトダウンして 
いるとをに挟み込みなどの®お 
びあると、スライディングルー 
フびただちに停止し、その位置 
から少し開をまず。 


• エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、エンジンスイッチからキー 
を抜いてから約已分間は、スライ 
ディングルーフを操作でをます。 
約已分じ(内にフ□ントドアを開く 
と、スライディングルーフの操作 
はでをな < なります。 

-スライディングルーフを開いて 
走行しているとを、走行風の影 
響などで空気の振動を感じる場 
合は、スライディング ルーフの 
開度を変えるかドアウインドウ 
を少し開くと、解消することび 
あります。 

-スライディング ルーフび 自動で 
開開しないとをは、スライディ 
ング ルーフを U セットして<だ 

ごい （3 -已4)。 


サンシエード 



①ヴン シェー ド 
③グリップ 

► グ U ップるを持って開閉しまず。 

スライディング ルーフを 開くと、連 
動して開をまず。 

ま意！ 

スライディング ルーフを 開いてし、 
るとさに、サンシェードとルーフ 
内張りの間に身体や物び挟まれな 
いよラにミ主意してください。 
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運転ずる前に 


自動チルトアップ機能* 

スライディングルーフを開いた状態 
で、エンジンスイッチを0の位置にず 
るか、エンジンスイッチからキーを抜 
いたとさは、じ(下のとをにスライディ 
ングルーフび自動で閉じ、チルトアッ 
プした状態で止まります（レインセン 
サー装備車のみ)。 

-降雨などによりレインセンサーび 
雨滴を感知したとを 

-外気温度び極端に高い、またはイ氏 
し、とを 

-バッテ U — 電圧びお下したとさ 

• エンジンスイッチを0の位置にし 
てから、約] 2時間び経過したとき 


ま意！ 

-自動チルトアップ機能は、エン 
ジンスイッチび1方、吕の位置の 
とをやスライディングルーフび 
チルトアップしているとをは働 
きません。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
してから約30秒間は、自動チ 
ルトアップ機能は働さません。 

-自動チルトアップ機能でスライ 
ディングルーフび閉じていると 
さに挟み込みなどの抵抗びある 
と、挟み込み防止機能び働さ、 
スライディングルーフび停止 
し、その位置から少し開いた状 
態になり自動チルトアップ機能 
び解除されます。 

• 濡れたタオルなどでフ□ントウ 
インドウを巧くと、スライデイ 
ングルーフび閉じることびあり 
ます。 


スライデイングルーフ^ 

知識 

レインセンサーに雨滴びかからな 
いとをは、自動チルトアップ機能 
は働をません。 

3 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 


スライディングルーフがスイッチで 
閉じないとを 

バッテ1」一あびりを起こしたり、スラ 
イディングルーフび故障してスイッチ 
で閉じることびできないときは、手動 
で閉じまず。 


注意！ 

手動で閉じるときは、スライディ 
ングルーフスイツチに触れないで 
ください。万一、スライディング 
ルーフび作動するとけびをずるお 
それびありまず。 


知識 



①凹部 


► エンジンスイッチからキーを抜を 
ます。 

► フ□ントドアを開さます。 

► 付属のクランクレンチと、ドライ 
バーなどを用意しまず。 

► ルームランプレンズ中巧にある凹 
部①にドライバーなどを差し込 
み、レンズを引を起こして取りが 
します。 

知識 

ドライバーなどの先端を巧切れな 
どで覆ラと、レンズやルーフ内張 
りの損傷を防ぐことびでをます。 


バッテ U — びあびっていないにを 
かかわらず、スライディングルー 
フび動かないとさは、ヒューズ切 
れび考えられまず。該当ヒューズ 
を点検してください。 
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運転ずる前に 


スライディング ルーフ 



© ノブ 

③ ルームランプユニット 

► 左ちのノブ③を押してルームラン 
フユニット③を取り外します。 

注意！ 

ランプは取り外さないでくださし、。 


► クランクレンチ④を手動駆動部 
(六角ボルト）⑥に止まるまで差し 
込んでクランクをまわします。 

スライディング ルーフを 閉じる 

► 時計回り（ち）にまわしまず。 

チルトダウンずる 

► 反時計回り（左）にまわします。 


ま意！ 

-クランクレンチは止まるまで 
奥に差し込み、操作時は手動 
駆動部に押し付けるよラにし 
なびら、ゆっくりとまねして 
<ださい。確実に差し込まれ 3 
てし'!なし'(と、手動駆動部を損 
傷したり、けびをするおそれ 
びあります。また、無理にま 
わずと、手動駆動部を損傷す 
るおそれびあります。 

-クランクレンチで容易に手動 
駆動部びまわせないときは、 
スライデイン グルー フの レー 
ル部分に異物びかみ込んでし、 

ることびあります。無理に動 
かさずに、異物を取0除<か、 

指定サービスエ場で点検を受 
けてくださし、。 



④ クランクレンチ 

⑤ 手動駆動部(六角ボルト) 
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運転ずる前に 


スライディングルーフ 

スライディングルーフのリセット 

L ソ下のとさは、スライディングルーフ 
び自動で全開しないことびあります。 
スライディングルーフの U セットを行 
なつて< ださし、。 

-バッテ U —あびりやバッテ U —交 
換などで電源び断たれたとさ 

-スライディングルーフを手動で開 
じたとさ 

• スライディングルーフびスムーズ 
に作動しないとを 

. スライディングルーフを修理した 
とを 


スライデイングルーフを U セットずる 

► エンジンスイッチからキーを抜を 
ます。 

► ヒューズー覧 （9-7) を参考に、 
スライデイングルーフのヒューズ 
を取り外します。 

► 再度、上記のヒューズを差し込み 
ます。 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 


► スイッチを③の方向 （3-48) に押 
して、スライディング ルーフを 完 
全にチルトアップし、そのまま約 
2秒 liLh 保持しまず。 

► スライディング ルーフび 自動で開 
閉することを確認します。 

自動で開閉しないとをは、再度 U 
セット操作を行なってください。 
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運乾ずる前に 


ル—ムニフ— 


警告 A 


S ラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 


ルーム5ラー 
ルームミラーを 調壁ずる 


ルーム三ラーの調整 



①センサー 

※車種や仕様により、ルーム云ラーの形状やセ 


ンヴー①の位置び異なります。 


► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 

ま意！ 

ドアミラーには死角があります。 
車線変更をするとさは、ルーム三 
ラーで後方を確認ずるだけでなく、 
必ず肩ごしに直接斜め後方を確認 
してください。 
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運転ずる前に 


ルーム5ラー 
自動防眩機能 

周囲び暗く、エンジンスイッチび1か 
2の位置のとさ、ルーム云ラーのセン 
サー①び後続車のライトを感知する 
と、自動的にルームミラーの色の濃 
度び変わり眩しごを防止します。 


知識 

• ルーム云ラーのセンサーに後方 
からのライトび当たらないとさ 
は自動防眩機能び作動しないこ 
とびあります。 

-セレクターレバーび ra に入つ 
ているとさやフ□ントルームラ 
ンプび点打しているとをは自動 
防に機能び解除されまず。 

-ルーム S ラーと連動して運転 
席側のドア S ラーち防眩にな 
りまず。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ま意！ 

-云ラーのガラスび破損すると、 
液体び漏れ出ずことびありま 
す。この液体は物を腐食させる 
性質びありまずので、皮膚や目 
に直接触れないよラミ主意してく 
ださい。 

-万一、液体び目に入ったとさや 
皮膚に付いたとさは、ただちに 
清潔な水で十分に洗い流し、医 
師の診断を受けてください。 

- 液体び車の塗装面に垂れたとを 
は、ただちに水で湿らせた巧な 
どでおさ取ってください。塗装 
面を損傷するおそれびあります。 


• ルーム S ラーの巧れを取ると 
さにガラスク U —ナーを使用 
ずるとをは、必ず指定サービ 
スエ場に相談してくださし、。 
ガラスク U —ナーによつては、 
ルーム S ラーび変色ずるおそ 
れびあります。 

* 電動ブラインド* (6-22) を使 
用しているとさなど、ルーム云 
ラーのセンサーに後続車のライ 
卜び当たらないとをは、自動防 
眩機能び作動しないおそれびあ 
ります。十分ま意して走行して 
ください。 
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運転ずる前に 




ドア巧一 


ドアミラーのち度調藝 



ち八ンドル車 
①調整スイッチ 

③助手席側ドア云ラー選択ボタン 
③運転席側ドア吉ラー還択ボタン 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
さに調整でをます。 

ドアミラーのち度を調整ずる 

► 調整したい側のドアミラー選択ボ 
タン③または③を押しまず。 

► 調整スイッチ①を操作してドアミ 
ラーの角度を調整しまず。 


警告 A 


S ラー類は必ず走行前に、後方が 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれがあります。 


知識 

-ドア 三ラーにはヒーターび 装着 
されています。外気温度が下が 
ると自動的に温められ、凍結を 
防ざます。 

- ><モリー付パワーシート装備車 
のドア S ラーの角度は、運転席 
シートやステアリングの位置と 
併せて記憶 （3-18) させるこ 
とがでさまず。 


-運転席側ドア S ラーは、ルーム 
ミラーに連動して防胺になりま 

ず （3 -已6)。 
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運転ずる前に 


ドア5ラー 
ま意！ 

-ドア S ラーに写った像は実際よ 
りち遠くにあるように見えま 
す。ドア云ラーで後方を確認 
するとをは十分ま意してくだ 
さい。 

-ドア ミラー には死角びありま 
す。車線変更をずるときは、 
ルーム S ラーで を後方を確認 
し、肩ごしに直接斜め後方をお 
認してくださし、。 

-ドア S ラーは車体の側面か5突 
き出ていまず。すれ違いや車庫 
入れのとさ、また、歩行ちなど 
に十分ミ主意してくださし、 

-ドア云ラーのミちれを取るとさに 
ガラスク U —ナーを使用する場 
合は、必ず指定サービスエ場に 
ごネ目談ください。ガラスク U — 
ナーによつては、ドア云 ラーび 
変色ずるおそれびあります。 


ドア S ラーの格納/展開 



ち八ンドル車 

④ 格納スイッチ 

⑤ 展開スイッチ 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに操作でさまず。 

ドア S ラーを格納ずる 

► 格納スイッチ④を押しまず。 

ドア S ラーを 展開ずる 

► 展開スイッチ⑥を押しまず。 


ま意！ 

-ドアミラーは手で格納したり、 
展開しないでください。ドア云 
ラーを損傷するおそれびあり 
ます。 

* 走行^するとをはドア云ラーを走 
行時の位置にして < ださい。 

-ドア云ラーを格納/展開してい 
るとさは、身体や物び挟まれな 
いよラにミ主意してください。車 
の周りにモ供びいるとさは、特 
にを意してくださし、。 

-洗車機を使用するとをはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
云ラーを損傷するおそれびあり 
ます。 

-走行時はドア S ラーび完全に展 
開していることを確認してくだ 
さい。後方視界びおなでをなく 
なるおそれびありまず。 
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運転ずる前に 




助手席側ドア5ラーの 
パーキングヘルプ機能* 



ち八ンドル車 
①調整スイッチ 

③助手席側ドア5ラー選択ボタン 
③運転席側ドア吉ラー還択ボタン 
⑥メモ U — スイッチ 


セレクターレパーを13に入れたとさ 
に、助手席側ドアミラーの角度びあら 
かじめ記憶されていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にします。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
作動します。 

► 助手席側ドア S ラー選択ボタン② 
を押しまず。 

► セレクターレバーを13に入れます。 

助手席側ドア云ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻ります。 


知識 

運転席側ドア云ラー選択ボタン③ 

び押されているとをは、助手席側ド 
ア S ラーの角度は変わりません。 

3 


-セレクターレバーを13から他の 
位置に入れて数秒経過したとを 

-走行速度び約] Okm / hliLh になった 
とさ 

-運転席側ドア S ラー選択ボタン③ 
を押したとさ 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運転ずる前に 


ドア5ラー 

助手席側ドア S ラーのち度の記憶 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③ 
を押します。 

► 調整スイッチ①で、後退時に後方 
を確認しやすい角度に助手席ドア 
S ラーを調整します。 

► メモ U - スイッチ⑧を押し、約3 
秒じ(内に調整スイッチ①のいずれ 
かの方向を押しまず。（このとさド 
ア S ラーは動さません）。 

このとをの角度に記憶されまず。 

ドア S ラーび動いたとさは最初か 
らやり直してくださし、。 

► 調整スイッチ①で、走行時の角度 
に助手席ドアミラーを調整します。 


ま意！ 

走行する前に、必ずドアミラーの 
角度を後方び十分確認でさるよラ 
に調整してください。 


知識 

* 元のミラー角度よりち上向さの 
角度を記憶させることはでさま 
せん。 

-助手席側ドア S ラーび後退時の 
角度になっているとをに、助手 
席側ドア云ラーの角度を調整す 
ると、調整した角度び新たに記 
憶されまず。 
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運乾ずる前に 


I ■ 


ま意！ 

-ステア U ングをいっぱいに切っ 
た状態を長く保持しないでくだ 
さい。ステア U ング装置を損傷 
するおそれびあります。 

• 故障などでエンジンを停止して 
けん引するとさは、十分ま意し 
てください。エンジンび停止し 
ていると、通苗のとをに比べて 
ステア U ング操作に非苗に大を 
な力び必要です。 


ステアリング位置の調舊 
(手動式*) 



①□ック解除八ンドル 


ステア U ング 


警告 A 


-ステア U ング位置は、必ず走行 
前に調整してください。走行中 
に調整ずると、車のコント □— 
ルを失い、事故を起こずおそれ 
びあ0ます。 

-運転中はステア U ングのパッド 
部を持たなし'!でくださし、万一 
のとさ、エアバッグの作動を巧 
げるおそれびあります。 

-ステア1」ングのパッド部に力 
バーをしたり、エアバッグの上 
にバッジ、ステッカー、才一 
デイ オの 1」 モコ ンなどを貼り付 
けないでください。エアバッグ 
の作動を妨げたり、作動時にけ 
びをずるおそれびありまず。 


► ステア U ング下の□ック解除八ンド 
ル①を手前に引さ、ステアリングを 
前後上下に動かして正しい位置に 
調整します。 

► □ック解除八ンドル①を前方に巧し 
て固定しまず。 

調整後はステア U ングび確実に固定 
していることを確認してくだごい。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運転ずる前に 


I 


ステアリング位置の調整 
(電動式*) 

警告 A 


子イ共だけを車内に残して車から離 
れないでください。エンジンス 
イッチからキーび巧いてあってち、 
運転席ドアび開いていると、ステ 
ア U ング調整レバーを操作するこ 
とでステア U ングび動を出し、ス 
テア U ングに挟まれるおそれびあ 
りまず。 



③ステア1」ング調整レバー 

③ 前後位置の調整 

④ 上下位置の調整 


エンジンスイツチび1か吕の位置のとさ、 
または運転席ドアび開いているとをにス 
テア1」ングの位置を調整できまず。 

前後位置の調壁をずる 

► レバー③を③のち向に操作します。 

上下位置の調壁をずる 

► レバー③を④のち向に操作します。 

知識 

電動式ステア U ングの位置は、運 
転席シートの位置やドア云ラーの角 
度と併せて記憶 (3-18) されます。 


オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


II ■ 


メーター パネル 


各部の名称 


の© ⑤ ® ©© @ ® ①④ ® 



@@@ @ ⑩ 
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運転ずる前に 


II 



名称 

ぺージ 

① 

メーター照度調整ノブ 

3-目已 


/ U セットボタン 


② 

エンジン冷ま P 水水温計 

3-目已 

③ 

ESP 表示灯 

3-6 已 

④ 

方向指示表ホ灯 

3-66 

⑤ 

マルチフアンクシヨン 

3-66 


ディスプレイ 


⑧ 

ABS 警告打 

3-66 

⑦ 

シートベルト警告打 

3-67 

⑨ 

エアバッグシステム警告打 

3-67 
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名称 

ぺージ 

⑨ 

燃料計 

3-67 

⑩ 

燃料残量警告灯 

3-巨谷 

⑩ 

エンジン警告灯 

3-68 

⑩ 

八ィ ビーム 表示灯 

3-巨谷 

⑩ 

タコ メーター 

3-目白 

⑩ 

ブレーキ警告灯 

3-69 

⑩ 

ス ピー ド メーター 

3-69 

⑩ 

へッ ドランプ表示打 
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運転ずる前に 


II ■ 


① メーター照度調藝ノブ 
/リセットボタン 

r ⑤ エンジン冷却水水温計 1 

エンジン冷却水の温度を表 ZK します。 

③ ESP 表示な 

回 


メーターの 照度を調壁ずる 

周囲び暗いとさに日月るさを調節でさ 
9 〇 

► ノブ①を時計回りにまわすと明る 
<なりまず。 

► ノブ①を反時計回りにまわすと暗 
<なりまず。 

トリップメーターや各種設定をリセッ 
卜ずる 

► ボタン①を押します。 

詳しくは （4 -已、 18) をご覧くださしん 


知識 

-指定の冷却水を適切な;居合比で 
使用しているとさは、約] 20で 
までは オーバーヒー トは起こし 
ません。 

-暑い曰や上り坂び続くとをなど 
に、 ] 20で付近をおすことびあ 
りまずび、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに;令却水に関す 
る故障/警告メッセージ (10- 
7) び表おされない限り、問題 
ありません。 


エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し（点I灯しないとさは表お巧び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 3 
打します。じ(下のよラなとさに点好/ — 
点滅します。 

- ESP の機能を解除したとをに点灯 
します。 

- ESP び作動したとさに点滅します。 

エンジンスイッチを2の位置にしてち 
点I灯しないとさは、すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けてくださし、。 

詳しくは （已 -39) をご覧ください。 

知識 

ESP の機能を解除しているとをに 
タイヤの空転や横滑りを感知ずる 
と、 ESP 表示灯び点滅しますび 
ES 円ま作動しません。 
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運転ずる前に 


II 


④ち向指示表示口 Q 圃^ 


⑥マルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ 


⑥ ABS 警告口 



方向指示打や非當点滅巧を作動させた 
とさに点滅しまず。 


各種設定画面や故障/警告メッセー 
ジなどを表おしまず。 


エンジンスイツチを吕の位置にすると 
点灯し、エンジン始動後にミ肖好しまず。 


詳しくは（已-吕7,28)をご覧くださし、 


マルチフアンクシヨンデイスプレイは 
じ(下のとをに点 I 灯しまず。 

* 運転席ドアを開いたとを（約30秒 
をに消打） 

-エンジンスイッチを1か吕の位置に 
したとを 

- U セットボタンを押したとを（約 
30秒後に消打） 

• 車がランプを点打したとさ 

• U モコン操作で解綻して□ケイ 
夕ーライテイング （3-11) び作動 
したとを（約30秒後に消打） 

詳しくは （4-1 〜）をご覧くださし、。 


点 I なしないとをやエンジン始動後に消 
灯しないとを、走行中に点灯したとさ 
は A 日 S に異常びあります。通常のブ 
レーキ時の制動力は確保されまずび、 
A 曰 S 、 曰 AS 、ESPI ま作動しません。 

いつちより慎重に運転し、すみやかに 
指定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
ごい。 

詳しくは（已 -3 巨）をご覧ください。 

ま意！ 

A 巨 S 警告好び点灯したときは 
ESP、 日 AS を作動を停止します。 
指定ヴービスエ場で点検を受けて 
ください。 
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運転ずる前に 


II ■ 


⑦シートベルト警告打 



⑨エアバッグシステム 
警告な 


SRS 


r ⑨燃料計 

燃料の残量を表おします。 


エンジンスイツチを吕の位置にすると 
点巧し、数秒後に消巧しまず。 

また、運転席の乗員びシートベルトを 
装着していないとさは、数秒間警告音 
び鳴りまず。 

エンジンスイツチを2の位置にしてを 
点灯しないとをは、すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けてください。 

詳しくは（吕-9)をご覧くださし、。 


エンジンスイッチを1の位置にすると 
数秒間点好しまず。また吕の位置にず 
ると点灯し（点巧しないとさは警告Iな 
び故障していまず）、エンジン始動後 
に消灯します。 

消なしなひったり、走行中に点打し 
たとをは、エアバッグシステムや 
シートベルトテンシヨナー、助手席 
の柔員検知機能/チャイルドセーフ 
ティシート検巧システム*の故障び 
考えられまず。ただちに指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

詳しくは(吕 -11) をご覧ください。 


燃料タンク容量は約白 2U ットルです。 

注意！ 

給油のとをはエンジンを停止して 
<ださい。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運転ずる前に 


メーター パネル 
⑩燃料残量警告口 

燃料の残量び少なくなると点灯しまず。 

警告巧び点灯したとさの残量は約8 
リツトルに已已 AMG は約] 0 U ツト 
ル)です。 

知識 

-走行前に燃料の残量び十分ある 
ことを確認してください。高速 
道路や自動車専用道路などでの 
燃料切れは道路交通法違反にな 
ります。 

. 車種や仕様により、燃料残量び 
少なくなると、マルチファンク 
シヨンデイスプレイに警告マー 
クび表示されることびありまず 

(4-38) 〇 


⑩エンジン警告灯 


回 


エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点打しないとをは警告灯び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
灯します。 

消巧しなかったり、走行中に点灯した 
とさは、エンジンの制御システムに異 
常びあります。ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


知識 

走行中にエンジン警告灯び点灯ずる 
とエンジンびエマージェンシーモー 
ドになることびありまず。エ7— 
ジェンシーモードではエンジンの回 
転数び制限され、アクセルペダルを 
踏んでをエンジンの回転び上昇しな 
くなります。この場合、低速で走行 
でさることちありますび、ただちに 
を全な場所に停車して、指定サービ 
スエ場に連絡してくださし、。 


⑩八イビーム表示な 团 

へッドランプを上向さで点打したとさ 
に点好しまず。 

詳しくは（已-吕已）をご覧ください。 
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運転ずる前に 


⑩ タコメーター 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

ま意！ 

指針びレッドゾーン（赤色表示部） 
に入らないように運転してくださ 
し、。エンジンを損傷ずるおそれび 
友0ます。 

知識 

指針びレッドゾーンに入るとエン 
ジンを保護ずるため、一時的に燃 
料の供給を停止します。このとを、 
軽い振動びあったりアクセルぺダ 
ルを踏んでち加速しな<なりまず 
び、異苗ではありません。 


⑩ ブレーキ 警告 灯 


画 


エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点なしないとをは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

またじ(下のよラなとさに点打します。 

-ブレーキ液び不足しているとを 

-パーキングブレーキを解除していな 
し)とを 

ま意！ 

•ブレーキ液び不足して点灯した 
ときはブレーキシステムに漏れ 
びあることび考えられます。巧 
全な場 P 斤に停車して、指定サー 
ビスエ場に連絡してくださし、。 

-パーキングブレーキを解除して 
ち消灯しないとをは、ただちに 
指定サービスエ場で点検を受け 
てくださし、。 


メーター パネル 

⑩スピードメーター 

車の走行连度を表示しまず。 

饭へッドランプ表示な 

へッドランプび点なしたとをに点巧し 
ます。 

詳しくは（已-吕吕）をご覧ください。 
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ンディスプレイ 


ステア IJ ングスイッチ 

4-2 

故障表示 

4-14 

メイン画面一覧 

4-3 

各種設定 

4-16 

車両情報 

4-4 

卜 U ップコンピュー ター 

4-36 

オーディオ 

4-13 

電話 

4-39 

ナビゲ—シ ヨン. 進行ち向ち位表示 




4-13 




4 


4-1 




ンディスプレイ 


ステア U ングスイッチ 



C 180/ C 200 


※上記の内容は取扱説明書作成時点の6ので、 


名称 

① マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

② 設定スイッチ/音量スイッチ 
n サブ画面表示中に、設定項 
B 目を選がしたり、機能の才 

ン/オフを選択します。 

各メイン画面とオーディ 
才画面表示中に操作ずる 
と、音量を調節でさます。 

③ 通話開始/終了スイッチ(電話） 

W 電話を受信/切断するこ 
因 とびでをます。 

④ 表示切り替えスイッチ 

國 メイン画面を選択します。 

固 

⑤ スク□—ルスイッチ 

E9 選択したメイン画面内の 
区3サブ画面を切り替えます。 


予告なく変更されることびあります。 


警告 A 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イを操作ずるとさは、萬に周囲の 
状況に注意してください。 


ま意！ 

走中にステアリングのスイッチを 
操作するとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまねしな 
びらスイッチを操作すると、事故を 
起こずおそれがあります。 


※電話の操作については、別冊 「Audio 
20取扱説明書」まには「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー取扱説明書」を 
お読みください。 
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ンディスプレイ 


メイン画面-^ 


メイン画面一 



⑤ 

B 

己 




(マルチフ7ンクシ a ンコント□-ラ "^ psaw ) 



同 ®*' l 麗疆き壬に 



※マルチファンクションディスプレイに表示されるメッセージや表記などは、仕様-装備に 
より異なることがあります。また、予告なく変更される場をがあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイで 
は、車の情報や故障の表示および各種 
の設定をすることがでさます。 
li (下のよラに主要な機能び7種類あ 
ります。 


① 

車両情報 

4-4 

② 

オーディオ 

4-13 

③ 

ナビゲ—シ ヨン. 

進行方向方位表お* 

4-13 

④ 

故障表お 

4-14 

⑥ 

各種設定 

4-16 

⑥ 

卜1」ッでンピューター 

4-36 

⑦ 

電話 

4-39 


4 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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車両情報 


ンディスプレイ 



① 

車両情報^イン画面 

(トリップ^ーター/オド方一夕一） 

③ 

車両情報サブ画面 
(外気温度表示/走行速度表示/ 
時計表示/可変スピードリミッタ 
一の設定速度表示/シフト位置表 
示/ギアレンジ表示/ギア表示* 

/走行モード表示/シフトアップ 
マーク*) 

③ 

走わ速度/外気温度表画面 

④ 

乂 ン了ナンスインジケーター画面 

⑥ 

エンジンオイル量点検画面* 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることがあ0まず。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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ンディスプレイ 





①トリップ一夕一 
③オド;一夕一 


車両情報メイン画面を表示させる 

► IMI または 面！ をキ甲して、車両情報 
_><イン画面を表示させまず。 


トリップメーター 

リセット後の走行距離を表示します。 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を表 
7K しよ9 〇 

トリップメーターをリセットずる 

(0.0 に戻ず） 4 

► リセットボタン （3-6 已）を、表示 
び日.日になるまで押し続けます。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


車両情報サブ画面 



①外気温度表示/走行速度表示 
©時刻表示/可変スピードリミッター 
の設定速度表 TJX 

@シフト位置表示/ギアレンジ表示/ 
ギア表示* 

® 走巧モード表示 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 


外気温度表示/走行速度表示 

外気温度または走行速度を表示します。 

表示の切り誓えは各種設定の ">< 一夕 
一"の"車両情報サブ画面の表示設定 
画面" (4-21) で行ないます。 

時刻表示/可変スピード iJS ッター 
の設定速度表示 

時刻または可変スピードリミッターで 
設定した速度を表示します。 

シフト位置表示/ギアレンジ表示/ 
ギア表示* 

才ートマチックトランス S ッシヨンの 
シフト位置を表示しまず（5-6)。 


また、テイップシフト（已 -9) にした 
とさのギアレンジや、マこユアルギア 
シフト（己- 12) にしたときのギアを 
表します。 


走行モード表示/シフトアップマーク * 

オートマチックトランスクッションの 
走行モード（己- 7) をやマニュアルギ 
アシフトにしたとさのシフトアップマ 
—ク（已 -15) を表示します。 

予告なく変更されることがありまず。 


警告 A 


温度表示び crcLU 上でち、路面び凍 
結してし''ることびありまず。走行 
には十分ま意してくださし、。 

ミ主意！ 

外気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 

知識 

-外気温度をフ□ントバンパー付 
近で測定しているため、温度表 
おは路面からの簡射熱などの影 
響を受けます。したびって、温 
度表示び実際の外気温度と異な 
ることびあります。 

• マルチフアンクシヨンコント □ 
ーラー装備車は、時刻表示を自 
動的に連動させることびでをま 

す (4-23)。 

• 可変スピード U ミッターについ 
ては （已 -48) をご覧ください。 
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ンディスプレイ 


走行速度/か気温度表示画面 1 

'-’点 

80 km / h ( 

20:30 (§ 

ろ 

) - 

一 1 ;| 


①走行速度/外気温度表示 
③時計表お 


走行连度/外気温度表示①は、走行 
连度または外気温度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メー 
ター’’の"車両情報サブ画面の表お設 
定画面’’ （4 -吕 1) で行ないまず。 


走行速度/が気ミ届度表示画面を表示 
させる 

► IMBi または 田11 をキ甲して、車両情報 
メイン画面を表示させます （4- 

已)。 

► ra または0を押して、走行速度 
/外気温度表お画面を表示させまず。 


知識 

-各種設定の"メーター"の"車両 
情報サブ画面の表示設定画面’’ 
(4-21) で"ガイキオン’’を選 
択すると、この画面は走行连度 
表示になります。 

"車両情報サブ画面の表示設定画 
面"で"ソクド’’を選択すると、 4 I 

この画面はが気温度表示になり 
ます。 

. 車両情報サブ画面に可変スピー 
ド U S ッターの設定连度び表お 
されているとをは、走行速度/ 

が気温度表示①の下に時計表示 
③び表示されます。 


走行速度の表示単位を km/h ま 
たは mph に切り替えることびで 

きまず（4-20)。 








車両情報 


ンディスプレイ 


r メンテナンスインジケ-夕-画面 I 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
のしお9 〇 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
倫を行なって < ださい。 


自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備の約] 0曰 
前か約1 ,000km 前になると、エン 
ジンスイッチを2の位置にしたとを 
や走行中に、メンテナンスインジケ 
一夕一画面び自動的に表示されまず。 

画面は数秒後に表お前の画面に戻り 
ます。 

表示中に画面を戻すときは、リセット 
ボタンを押しまず。 

メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でをます。 

手動で表示ずる 

► エンジンスイッチを1か吕の位置に 
しまず。 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させまず (4-5) 〇 

► ra または ra を押して、メンテナ 
ンスインジケーター画面を表おさ 
せまず。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 


表のメッセーシ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよ5に変化し 
ます。 

点検実施前 

ソンテナンス A アトXXニチ" 

ソンテナンス日アトXXニチ" 

ソンテナンス A アトXX km" 

ソンテナンス巨アトXX km" 

点検実施時期になったとき 

ソ:/テナンス A グッ〕ゲ 
ソタナンス巨グッ]ゲ 

実施時期を過ぎたとを 

点検実施時期を過ざたとさは、(下の 
メッセージび表示され、警告音び鳴り 
ます。 

"かサンス A XXニチ巧'' ン]1テイ巧’’ 

ソタナンス日XXニチ 卿 、、 J ]1テイ巧’’ 

ソタナンス A XX km キドン]1テイマス’’ 

ソンテナンス日XX km 巧’'ン]1テイの" 
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ンディスプレイ 


ま意！ 

• メンテナンスインジケーター 
は、エンジンオイル量表おやエ 
ンジンオイル量の警告表示では 
ありません。 

-メーカー指定点検整備を指定の 
時期までに行なわなかった場合 
は、保証などの対象がになるこ 
とびあります。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 


知識 

-ソンテナンス A " "メンテナンス日"は、な 
回のメーカー指定点検整備の内 
容を示すちので、どちらび表示 
されるかは日頃の運転スタイル 
や走行距離などにより異なりま 
す。詳しくは整備手帳をご覧く 
ださい。 

• メンテナンスインジケーター 
画面び自動的に表示される時 
期は、運転スタイルや走行距 
離などにより異なります。 

エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短時間の運転を避ける 
と、次のメーカー指定点検整備 
の実施時期までの走行距離び伸 
びることび态ります。 

-バッテ U —の接続をがしている 
間の経過日数は、加算されま 
せん。 


予告なく変更されることびあります。 


車両情報 ■ 

メンテナンスイン ジケーターの リセット 

メーカー指定点検整備後に、指定サー 
ビスエ場でメンテナンスインジケー 
ターを U セットしてください。 

リセットを、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
(ま]已 ,000 km 、 曰を女で I ま3已已曰 I こ言受 
定されます。いずれか先に達する距離 4 

または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表おしまず。 

ま意！ 

メンテナンスインジケーターの表 
おなどに異當びあるとをは、すみ 
やかに指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださし、。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


[エンジンオイル量点検画面本 



エンシ''ン 
オイルレべ’ル 


ド:'が 

ソクテイ 
チュウ 
ソクテイ A 


シャ U ヨウ 

い 


スイへイジ 


トー 

ノ5カノウ 

山.-.. 


エンジンオイルの量を点検し、表示し 
まず。 

注意！ 

運転前に必ずエンジンオイル量を 
点検してください。 


エンジンオイル量を点検ずる 

► ま全で水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動して、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、約已分待ち 
まず。 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 


► またはを巧して、車両情報 
メイン画面を表示させまず （4 -已）。 

► ra または ra を巧して、エンジン 
オイル量点検画面を表おさせまず。 

" I ンシ''ンオイルレへ''ルソクテイチュクソクテイ；、シ 
ャリョウ スイヘイグノミ カノウ’’と表示され 
ます。 

点検結果に応じて、 L： •(下のいずれかの 
メッセージび 表示されまず。 

知識 

エンジンを停止してからの待ち時 
間び足りないときは、マルチファ 
ンクションディスプレイに"乃グカン 
グユンシュ"と表示されまず。 


※〇已已 AMG じ(外の車種は、エンジンオイ 
ルレべルゲージ （8-8) でエンジンオイル 
量を点検してください。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 
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ンディスプレイ 






このときは、エンジンオイル量は適正 
でず。 


このときは、エンジンオイル量び不足 
していまず。 


このとさは、エンジンオイル量びをす 
ざまず。 


表示ごれる数値にしたびって、エンジ 
ンオイルを補給してください。 

知識 

-巧給ずるエンジンオイル量に応 
じて、表示される数値び変わり 
ます。 

-エンジンオイルの巧給につし、て 
は （8-9) をご覧ください。 


運転を中止して、エンジンオイルの量 
を適正にしてください。 

注意！ 

エンジンオイル量びをすざると、 
エンジンや兰元触媒コンバーター 
を損傷するおそれびあります。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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車両情報 


ンディスプレイ 



このときは、エンジンオイルレベルが 
安定していません。 

約目分ほど待ってから点検をやり直し 
て< ださい。 

再度マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"マチシ''カンシ''ユンシユ"と表示されたと 
さは、約3日分ほど待ってから点検を 
やり直して < ださい。 


ま意！ 

エンジンびかかっているときに、 
マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイルに関する故障 
/警告><ッセージが表示されたと 
きは (10-9) をご覧ください。 


知識 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに"エングンがルレへ''ルイク''こツシヨ 
ンオン"と表示されたときは、エン 
ジンスイツチを2の位置にして 
<ださい。 

-エンジンびかかっているときは、 
エンジンオイル量を点検できま 
せん。マルチフアンクシヨンデ 
ィスプレイに"Iンシ''ンオイルレへ''ルI 
ングンオフノトキ"と表示されます。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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オーディオ 



ンディスプレイ 


/ナビゲーシヨン-進行方向方位表示 




オーディオ（ラジオ、 CD など）の使 
用時にそれぞれの情報を表示しまず。 


オーディオのメイン画面を表示させる 

► MBI または 田11 をキ甲して、才ーディ 
才の イン画面を表示させます。 

才ーディオのイン画面表示中に、0 
または ra を押すと、ラジオの選局や 
CD の選曲などびでさます。 

音量調節 

► ■■ またはをキ甲すと、音量を調 
節でをまず。 

知識 

装備されているオーディオによつ 
て、表示内容び異なることがあり 
まず。 

《詳細については、別冊 [Audio 20取扱 
説日月書」または「マルチフアンクシヨン 
コント□ーラー取扱説日月書」をお読みく 
ださし、。 


ナビ ゲー シ 

3 

ン.進行方向ち位表示: 

お 


マルチフアンクシヨンコントローラー 
* のナビゲーシヨン機能で目的地を設 
定したとをに、ルート案巧をマルチフ 
アンクシヨンディスプレイに表示でき 
ます。 

ルー ト案巧を行なっていないとをは、 

進行方■向の方位が表示されます。 4 

ナビゲーシヨン. 進方向方位表示画 
面を表巧させる 

► WBJ または 田11 をキ甲して、ナビゲ 
ーシヨン-進行方向方位表示画面 
を表示させまず。 

※詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説日月書」をお 
読みください。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることわ';あります。 
* オプションまたは仕様により装備が異なりまず 
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ンディスプレイ 


故障表示 

① 故障件数画面 
(この例では、2件故障びあり 

ます） 

② 故障メッセージ画面の例 

故障や異常び起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示しまず。 

知識 

故障びないとをは、故障表示画面 
は表示されません。 



自動表示機能 

走行中に故障び起をたとさは、故障 
メッセージ画面び自動的に表おされ 
ます。 


画面を切り替えるとをは ra または 
0を押しまず。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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故障メ ツ セージを手動で確認ずる 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さに表示されます。 

► IMBI または 田 II を押して、故障件数 
画面①を表示させまず。 

故障件数び数字で表示されまず。 

► ra または ra を押して、故障メツ 
セージ画面②を順まに表おごせま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面①に戻りまず。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 



ンディスプレイ 




故障表示のリセット 

マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
故障メッセージび表示されているとさ 
は、エンジンスイッチを0の位置にず 
ると、故障メッセージの表おび消え 
9 〇 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンスイッチを1か吕の位置 
にするか、エンジンを始動したとき、 
再び故障メッセージび表示されます。 


を意！ 

-表示される故障や不具合は一部 
の限られた装備についてであ 
り、表示される内容ち限られて 
いまず。故障や異常の表示は運 
転ちを支援するをのです。発生 
した故障に対処して車のま全性 
を確なずる責任は運転ちにあり 4 

ます。 — 

-故障メッセージび表示されたと 
をは、必ず指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

-表示される故障メッセージにつ 
いては （10-3 〜） をご覧くだ 
ごし、。 


予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 



① 

各種設定メイン画面 

4-1 巨 

② 

鼓おクループ選が囲回 

4-17 

③ 

各種設定項目の初期化 
曲を 

4-18 

④ 

各種設定項目の初期化 
元/曲を 

4-18 


ま意！ 

走行中でち設定を変更ずることび 
でさまずび、ま全のため、必ず停 
車中に操作してください。 


[各種設定メイン画面 



セッテイ 
R ホ’タンヲ 
3ヒ‘ヨウオスト 
U セット 
サレマス 


各種設定メイン画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
ィン画面を表示させまず。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあ0ます。 
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ンディスプレイ 




設定グループ選択画面 



設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に ra 
を押して、設定グルーフ選択画面 
を表示させます。 


設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、設定グ 
ループを 選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
0を押ずと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表おさ 
れます。 


設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でをまず。 

► 0または0を押して、設定項目 
画面を選択します。 

► U または D を押して、設定項目 
を選択したり、機能のオン/オフ 
を選択します。 

選択した設定び記憶されます。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


r を種設定項目のネリ期化 



各種設定項目の初期化画面 

各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化する（戻す）ことびで 
をます。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、 


セッテイ 

コウシ''ョウノ 
セッテイニ 
リセット 
サレ7シタ 


各種設定項目の巧期化完了画面 

► 初期化画面の表お中（約曰秒しソ内） 
に、再度 U セットボタンを押します。 

初期化を実行し、上記の初期化完 
了画面び表示されます。 

知識 

-初期化画面び表示ごれてから約 
已秒間1」セットボタンを押さず 
にいると、各種設定メイン画面 
に切り替わります。 

-走行中に初期化操作を行なった 
とさは、ま全のため、初期化さ 
れない項目びありまず。 

予告なく変更されることびあります。 



各種設定項目を初期化ずる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

1色)。 

► U セットボタン （3 -巨已）を約3秒 
間押し続けます。 

左記の初期化画面び表示されます。 




〇〇う 
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※上記の内容は取扱説日月書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 



ンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-16 

② 

鼓おクループ選お囲回 

4-17 

③ 

速度-距離単位設定 
曲を 

4-20 

④ 

ディスプレイ言語設定 
曲を 

4-21 

⑥ 

車両情報サブ画面の 
表术設定画面 

4-21 
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各種設定 


ンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを巧して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

1巨)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に0 
を押して、設定グループ還択画面 
②を表示ごせまず。 

設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、メータ 
一を選択します。 

► ra を押します。 

メーターの最初の設定項目画面び 
表示されます。 


速度.距離単位設定画面 



マルチフアンクシヨンディスプレイの速 
度と走行距離の表示単位の設定びでを 
ます。 


► U または D を巧して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示が km / h 、 km にな 
ります。 

マイル 

表示か mph 、 7イル/ mi に 
なります。 

ま意！ 

1マイル 

( mph ) は約]. 6 km / h で 


す。マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの表示単位びマイル表示に 
なってし''ると、誤って速度を超過 
するおそれびあ0ます。必ず km 
( km / h ) 表示を選択してください。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




ディスプレイ言語設定画面 



ディスプレイに表示する言語の設定び 
でをまず。 

► ra または〇を巧して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホン]、、 

日本語表おになります。 


車両情報ヴブ画面の表示設定画面 



車両情報サブ画面 （4 -巨）に表示され 
る項目の設定びでをます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 



車両情報サブ画面の 


ソ外、、 

表示び走行速度にな 
ります。 

4 


車両情報サブ画面の 

力''イキオン 

表おびが気温度にな 

0ます。 



知識 

車両情報サブ画面の表示を設定ずる 
と、走行速度/外気温度表お画面 
(4-7) の表おも切り替わります。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


ジコク/ヒニチ 




ヒツケ 

トシノ七ッテイ 


08/ 25 周师 a 
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の 
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① 

各種設定メイン画面 

4-1 巨 

③ 

鼓おクルーブ逵択画回 

4-17 

③ 

時刻の設定方法選択 
画面* 

4-23 

④ 

時刻の設定画面（時） 

4-24 

⑤ 

時刻の設定画面（分） 

4-24 

⑥ 

夏時間/を時間設定 
画面 

4-24 

⑦ 

曰付の設定画面（月） 

4-25 

⑨ 

曰付の設定画面（曰） 

4-25 

風 

日付の設定画面（年） 

4-3 已 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることがあ0まず。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

1巨)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
②を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、ジコク 
/ヒニチを選択します。 

► ra を押します。 

ジコク/ヒニチの最初の設定項目 
画面び表示されます。 


時刻の設定方法選択画面* 



マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
時刻表示をマルチフアンクシヨンコン 
卜□ーラー*の時刻に連動させること 
びでをまず。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

マルチフアンクシヨンデ イス 
フレイの時刻表示びマ J レチフ 
アンクシヨンコント □ーラー 
の時刻に連動します。 

オフ 

マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイの時刻表おなどを 
手動で設定します（画面 ④ 
〜⑨)。 


知識 

オンを選択した場合、画面④〜⑨は 
表示されません。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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各種設定 


ンディスプレイ 



時刻の設定画面（分) 


夏時間/を時間設定画面 




マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
時刻表おの「時間」を設定しまず。 

► ra または D を巧して、反転部分 
の数字を修正します。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
時刻表示の「分」を設定しまず。 

► ra または D を押して、反転部分 
の数字を修正しまず。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
時刻表示を夏時間/を時間に連動ずる 
言受定にすることびでをまず。 


► ra または D を巧して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

シ、、ド、ゥ 

時刻表示び夏時間/ 
を時間に連動しまず。 

にュ乃レ 

日本ではこの設定を 
選択して < ださい。 

夏時間/を時間を手 
動で設定します。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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日付の設定画面（月） 



日付の「月」を設定します。 

► ra または D を押して、反転部分 
の数字を修正します。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 



ンディスプレイ 




日付の設定画面（曰） 



Sv 

ヒジケ 

ヒノセツテイ 
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卜 \ 

00 
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巧 0 三 i 
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P 10 


日付の「曰」を設定します。 

► U または D を押して、反転部分 
の数字を修正します。 


日付の設定画面（年) 



日付の「年」を設定しまず。 

► ra または D を押して、反転部分 
の数宇を修正します。 


予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 



① 

各種設定メイン画面 

4-1 巨 

③ 

鼓おクルーブ遺択画回 

4-17 

③ 

へッ ドランプ点打モー 
ド設定画面 

4-27 

④ 

□ケイ ター ライティ 
ンク設定画面 

4-2 谷 

⑥ 

車がランプ消灯遅延 
機能設定画面 

4-29 

⑥ 

ルームランプ消灯遅 
延機能設定画面 

4-30 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

1巨)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
②を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、ランプを 
選択しまず。 

► ra を押します。 

ランプの最ネリの設定項目画面び表 
示されまず。 


へツ ドランプ点灯 モー ド設定画面 



へッドランプの点打モードの設定びで 
さます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

ツネニオン 

苗時点灯モードです。 

エンジンを始動する 
と、へッドランプな 
どび當に点灯します。 4 

に ユ乃レ 

手動点打モードです。 

へッドランプなどを 
点打するときはラン 
フスイッチを操作し 
ます。 

曰本ではこのモード 
に設定してください。 

ま意！ 


設定び當時点灯モードけたオン）の 
とさは、を全のため走行中に設定を 
変更することはでさません。 

このとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"セツテイ A テイシチュウノミカ 
ノウ"と表示されまず。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


知識 

-萬時点灯モードけたオン）は、 
走行中の昼間点灯び義務付けら 
れている諸国に対応していま 
す。日本では手動点 I 灯モード 
(マニュアル）に設定して使用してく 
ださい。 

-萬時点巧モードけたオン）で自 
動的に点 I 灯ずるランプは、へッ 
ドランプ、車幅灯、テールラン 
プ、ライセンスランフです。そ 
の他のランプを点巧するとを 
は、各スイッチを操作してくだ 
さい。 

-萬時点巧モード（ツネこオン）に設 
定したとをにランプスイッチを 
匹3の位置に合わせると、へッ 
ドランプび消好しまず。 


□ケイターライティング設定画面 



周囲び暗いとさに U モコン操作で解錯 
するとランプび点灯ずる機能の設定び 
でをます。 


► U または D を巧して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに、 U モコ 
ン操作で解錠ずると、車幅 
灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプび点打します。 

オフ 

□ケイターライティングは 
作動しません。 


詳しくは （3-11) をご覧くださし、。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 ■ 


車夕 I ■ランプ消な遅延機能設定画面 



周囲び暗いときにエンジンを停止する 
と、車外ランプび点打ずる機能の設定 
びでをます。 

► U または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 


オン 


オフ 


詳しくは 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 


設定内容 

周囲び暗いとさにエンジ 
ンを停止すると、車幅灯、 
フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプが点灯し、ドア 
やトランクを開いて閉じ 
た後、約]己秒後に消灯 
します。 


車外ランプ消灯遲延機能 
は作動しません。 

(己- 26) をご覧ください。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


ルームランプ消な遅延機能設定画面 



ルームランプび自動点打モードで周囲 
び暗いとさにエンジンスイッチからキ 
一を巧くと、ルームランプび点灯ずる 
機能の設定びでをます。 

► ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 


オン 


オフ 


詳しくは 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 


設定内容 

ルームランプび自動点打 
モードで周囲び暗いとを 
にエンジンスイッチから 
キーを抜< と、 ルームラ 
ンプび約] 0 秒間点巧し 
まず。 

ルームランプ消打遅延機 
能は作動しません。 


(6-17) をご覧ください。 
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ンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-16 

② 

鼓おクループ麗択囲巧 

4-17 

③ 

スノータイヤスピード 
リニッター言旋画面 

4-32 

④ 

車速感応ドア□ック 
設定画面 

4-33 



※上記の内容は取扱説日月書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを巧して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

1巨)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に0 
を巧して、設定グループ選択画面 
②を表示ごせまず。 

設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、シャリヨ 
ウを選択します。 

► ra を押しまず。 

シャ U ョウの最巧の設定項目画面 
び表おごれまず。 


スノータイヤスピード U 5ッター設 
定画面 



最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

日本仕様でを設定はでさまずび、法定 
速度を守って走行してくださし、。 


► ra または D を押して、設定内容 
を選択します。 


表示 

設定内容 

240 km/h 


230 km/h 


220 km/h 


21 Okm/h 

最高连度びそれぞ 

200 km/h 

れの速度に設定され 

1 90 km/h 

9 〇 

180 km/h 


170 km/h 


1 eOkm/h 



スノー タイヤス ピー 

オフ 

ド US ッターは 作動 
しませ/ V 。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




車速感応ドア□ック設定画面 



走行速度び約]已 km / hli (上になった 
ときに、ドアとトランクを自動的に施 
錠ずる機能の設定びでさまず。 

► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 


オン 

車速感応ドア□ックび作 
動しまず。 


オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 


詳しくは 

(3-29) をご覧ください。 

4 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 


4-33 













各種設定 


ンディスプレイ 



① 

各種設定メイン画面 

4-16 

③ 

鼓疋クルーブ遺択囲回 

4-17 

③ 

イージーエント1」一 
設定画面本 

4-3 己 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることがあ0まず。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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各種設定 ■ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

1巨）。 


► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
②を表示させまず。 


設定グループを選択ずる 

► u または〇を押して、コンフォ 
—卜を選択しまず。 

► ra を押しまず。 


イージーエントリー設定画面* 



運転席への乗り降りを容易にずるィ 
ージーエント U —機能の設定びでさ 
まず。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 

表示 設定内容 

ステア U ングび上方に移 
。 動しまず。 

イージーエント U —機能 4 

4フ は作動しません。 — 

詳しくは （3-26) をご覧ください。 


コンフォートの設定項目画面び表 
示されまず。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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ンディスプレイ 


トリップコンピューター 



ショー トトリツプ メーター 画面 



①スタートか5の走行距離 （ km ) 

感スタートか5の経過時間 （ h ) 

感スタートからの平均速度 （ km / h ) 

® スタートからの平均燃費 （ km / I ) 

シヨートト U ツプ X —夕一は、エンジ 
ンを始動したときを起点として情報を 
お71^します。 


エンジンスイッチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約4時間 
経過すると、ショートトリップ X —夕 
一は自動的にリセツトされまず。 


シヨートトリツプメーター画面を表の 
させる 

► 國または固を押して、ショート 
トリップ一夕一画面を表示させ 
ます。 


ショートトリップターは、手動で 
U セットすることちでさます。 

ショートトリップ メーターを 手動でリ 
セットずる 

► ショートト U ップ 一夕一画面が 
表示されているときに 、木ーター 
パネルのリセットボタン (3-65) 
を押し続けて、表示をリセットし 
ます。 


知識 

U セツト後、ショートト U ッつ木 
一夕一は、目目目時間経過後、また 
は目，9目目 km 走行後に自動的にリ 
セツトされます。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあ0ます。 
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□ングトリップ メーター 画面 



①リセットからの走行距離 （ km ) 
©リセットからの経過時間 （ h ) 

③リセットか5の平均速度 （ km / h ) 
@リセットからの平均燃費 （ km / I ) 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 



ンディスプレイ 


トリップコンピューター 



□ングト U ップ ><— ターは、トリップ 
^ 一夕一を リ セッ トしたときを起点と 
して情報を表示しまず。 

□ングトリップメーター画面を表示 
させる 

► またはを押して、ショート 
トリップ X — 夕一画面を表おさせ 

ます（4-36)。 

► ra を押して、□ングトリップ X — 
ター画面を表示させまず。 


□ングトリップメーターをリセットずる 

► □ングトリップ x —夕一画面び表 
おされているときに、一夕ーパ 
ネルの U セットボタン （3 -色己） を 
押して、表示をリセットします。 

知識 

リセット後、□ングトリップ X — 4 
ターは、目，9目吕時間経過後、また 
は目目，9目目 km 走行後に自動的にリ 
セツトされます。 


予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


卜 U ップコンピューター 


G 走行可能距離画面 



ソウつウカノウ： 

1 已 0 km 

■ 

A 

‘-ぷ 


f い 

♦苗 

こ ' . 

.* , 

1 


r;: ィ 

.： :ぶ 山: 


現在の燃料残量で走行可能なおよそ 
の距離を計算し、予測値として表示 
しま3。 

走行可能距離画面を表示させる 

エンジンスイッチび吕の位置のとさに 
表示することびでをまず。 

► またはを押して、ショート 
トリップメーター画面を表示ごせ 

ます （4-3 巨）。 

► 0を押して、走行可能距離画面 
を表示ごせます。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 


ミ主意！ 

走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と残り燃料から計算した予測 
値でず。今後の走行状況に応じて 
大さく変動することびありまずの 
で、燃料計を確認し、早めに給油 
してください。 

知識 

燃料残量び少ないとさは、し i (下のマ 
ークび表示されます。 



最寄りのガソ U ンスタンドで給油し 
て < ださし、。 
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ンディスプレイ 



電話画面を表示させる 

► または!^を押して、電話画面 

を表示ごせます。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、 


通話ずる（電話を夏信ずる） 

► 電話びかかってをたとさにステア 
リングの通話開始スイツチ S を 
押します。 

電話を受信することびでをまず。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイッ 
チ^を押しまず。 

電話を切断することびでをまず。 


予告なく変更されることびあります。 


電話 ^I 

メモリーま号による電話の発信 

メモリーしてある電話番号に電話をか 
けることびでをまず。 

► 電話画面表示中に、0または0 
を押して、電話をかける相手先の 
モリー番号を選択します。 

► ステアリングの通話開始スイッ 

チ S を押します。 _ 

電話をかけることができます。 

《詳細については、別冊 rAudio 20取扱 
説明書」または「マルチファンクション 
コント□ーラー取扱説明書」をお読みく 
ださい。 
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エンジンスイッチ 

百-2 

エンジンの始動と停止 

百-4 

オートマチックトランスミッション 

5-6 

マニュアルギアシフト 

百-12 

才ートマチック車の運輯 

已 -1 色 

パーキング□ックの解除 

百-21 

ランプ 

5-22 

方向指示 

5-27 

非常点滅灯 

百-28 

ワイ パー 

百-29 


. 運転ずるとさ 


へッドランプウォッシャー 

百-32 

パーキングブレーキ 

百-33 

ブレーキ 

已 -34 

ABS 

已 -3 色 

BAS 

已 -38 

ESP ®/ 4 ESP ® 

百-3目 

4 MAT に 

己-42 

クルーズコントロール 

百-43 

巧変スピードリミッター 

百-48 

パークト□ニック 

百-已3 
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運転ずるとき 


エンジンスイッチ 



5-2 


作動内容 

キーを差し込む/巧く位置 

:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用ずると 
さの位置 


タツチスタート 

エンジンスイツチを③の位置までまね 
ずと、手を放してち自動的にスタータ 
一びまわり続けます。 


:走行ずるとさの位置 

すべての電気装備び使用で 
をます。 

:エンジンを始動する位置 

エンジンスイツチを③の位 
置までまわして手を放す 
と、自動的にスターターび 
まわり、エンジンび始動し 

CJ^ 9 〇 


















運転ずるとさ 


警告 A 


ごく短時間でち、車から離れると 
さはエンジンスイ ツチ ひら キーを 
抜いてください。また、子供だけ 
を車内に残さないでください。い 
たずらから車の発進、火災などの 
事故び発生ずるおそれびあります。 
また、炎天下では車内びが苗に高 
温になり、熱中症を起こすおそれ 
びあ0まず。 

ま意！ 

• 走行中にエンジンを停止しない 
で<ださい。エンジンブレーキ 
び効かな<なりまず。また、ブ 
レーキやステア U ングの操作に 
非當に大をな力び必要になり 
cf' ^ 〇 


知識 

-セレクターレバーび13に入っ 
ていないとをは、エンジンス 
イッチからキーを巧くことはで 
きません。 

* エンジンスイッチからキーを巧 
かずに⑩の位置で長時間放置し 
ていると、キーびまわせな<な 
ることびあります。このとをは、 
キーをいったん抜さ、再度差し 
てからまわして < ださし、。 

-キーの発信部び覆われていた 
り、ミちれていると、エンジンを 
始動でをなくなります。 


-バツテ U —あびりを防ぐため、 
駐車時はおずエンジンスイツチ 
からキーを抜いてください。 

• エンジンスイッチにエマージェ 
ンシーキーを差すことはでをま 
せん。 


エンジンスイッチ 

ステアリング□ック 
ステア U ングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 

ステア U ングび □ ックされまず。 

ステアリング □ ックを解除ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
みます。 

ステア U ングの□ックが解除され 5 
ます 0 
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運転ずるとさ 


エンジンの始動と停止 


エンジンの始動と停止 


r エンジンを始動ずるとを_ ] 

► パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認してくださし、。 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認してくだごし、。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 


ま意！ 

-エンジンは、セレクターレバー 
び151に入っているとさち始動 
でをまずび、ま全のため、必ず 
セレクターレバーを13に入 
れ、 ブレーキ ペダルを踏んで始 
動してください。 

• 少しでを車を動かずとをはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作にが萬 
に大さな力び必要になります。 


知識 

ランプやエアコンディショナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止しておくと始動性び良くな 
りまず。 
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運転ずるとさ 


エンジンび始動しないとを 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認してくださし、。 

► エンジンスイッチを0か1の位置に 
戻してから再始動して<ださい。 

それでをエンジンを始動でをないとさ 
は、指定サービスエ場に連絡してくだ 
ごい。 


r エンジンを停止ずるとさ_I 

► 完全に停車します。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、パ 
ーキングブレーキペダルを確実に 
踏み込み、セレクターレバーを 
■ a に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆつ<り 
放します。 


エンジンの始動と停止 

を意！ 

水温び高めのとをは、少しの間ア 
イド U ング状態でエンジンを冷却 
してひら、エンジンを停止してく 
ださい。 





運転ずるとさ 


オートマチックトランスミッション 


オートマチックトランスミッション 


[シフト位置表示 



①シフト位置表示 

(ニュートラルに入っている状態) 


エンジンスイッチを 2 の位置にすると 
選択されたシフト位置の表示①が反転 
しま"§。 


セレクターレバー 



③セレクターレバー 


► セレクターレバー®を動かして、 
シフト位置を選択します。 

知識 

エンジンスイツチび 2 の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないと、 
セレクターレノ く一を15■から動かす 
ことはでさません。 

ま意！ 

シフト位置を選択するときは、売 
全に停車して、 ブレーキ ペダルを 
踏んで < ださい。 


シフト位置 


El 

パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置 

■a 

リバース 

後退するとさの位置 

四 

ニユートラル 

動力び伝わらない位置 

押したり、けん引してをらラことで車を移動できまず。 

田 

ドライブ 

走行するとさの位置 

] 速〜己速 （7G-TR0N に装備車は]速〜7速）の範囲で自動的に 
変速します。 
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運転ずるとさ 


オートマチックトランス5ッシヨン 


走巧モード 



①走わ t— 卜表 TJX 

路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
替えることびできまず。 

選択された走行モード①はマルチ 
フアンクシヨンディスプレイに表示 
されます。 



マニュアルギアシフトが装備車 
②走行モード選択スイッチ 

走行モードを選択ずる 
(マニュアルギアシフト非装備車） 

► 走行モード選択スイッチ②を押し 

Cf^ 9 〇 

C モー ド — S モー ドー C モー ドと切 
り替わります。 



マニュアルギアシフト装備車 

③走行モード選択スイッチ 5 

走行モードを選択ずる 
(マニュアルギアシフト装備車） 

► 走行モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

S モード— C モード— M モード —S 
モードと切り替わります。 


※車種や仕様により、走行モード選 
択スイッチの絵柄は異なります。 
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運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 


走行モード 


C モード 

2連から発進します。 S モードより早めにシフトアップび行 
なわれます。ゆるやかな運転や滑りやすい路面を走行すると 
さに適しています。 

セレクターレバーを13に入れたとさは S モードよりゆるやか 
に後退しまず。 

S モード 

] 速から発進します。十分な加速を得たいときに使用します。 
セレクターレバーを13に入れたとさは C モードより力強く 
後退します。 

M モード* 

マニュアルでギアシフトすることびでさます。 

詳しくは（已 -12) をご覧ください。 


警告 A 


選択したモードにより変速特性び 
変わります。必ず路面の状況に 
合ったモードを選択してくださし、。 


知識 


C モードのとさちアクセルペダル 
をいっぱいに踏み込むか、ティッ 
プシフトでギアレンジをI■にし 
たときは]速から発進します。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとさ 


オートマチックトランス5ッシヨン 


テイッブシフト 

オートマチックトランス S ッシヨン 
のギアの変速範囲を変えることによ 
り不必要に変速しないよラにずるこ 
とびでさます。 

走行モードび C モードひ S モードのと 
をにテイップシフトにすることびでさ 
まず。 

警告 A 


滑りやすい路面状況やカーブを走 
行しているとをは、低いギアレン 
ジを選択してエンジンブレーキが 
効くと、駆動輪がグリップを失ラ 
おそれびあります。低いギアレン 
ジを選択するとさは十分ま意して 
<ださい。また、滑りやすい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆 
動系部品を損傷するおそれがあり 
ます。 



①ギアレンジ表示 

選択したギアレンジ①はマルチフアン 
クシヨンディスプレイに表示されます。 


レンジ 



|〇 

1ま〜已速 (7 G - TR 0 N に装 
倫車は1连〜7连)の範囲で 
自動的に変ましまず。 



la 本 

1速〜已连の範囲で自動的 
に変速します。 


且本 

1速〜已连の範囲で自動的 
に変速します。 


〇 

1速〜4まの範囲で自動的 
に変速します。 

5 


1連〜3速の範囲で自動的 
に変速します。 

緩やかな坂道などを走行す 
るとさに使用します。 


且 

1速〜2连の範囲で自動的 
に変速します。 

急な坂道やエンジンブレーキ 
び必要なときに使用します。 


a 

] 速に固定されます。 
エンジンブレーキび最大に 
作用しまず。 



* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずるとを 


オートマチックトランスミッション 
知識 

-ギアレンジ表示の数字は選がし 
たギアレンジを示しており、必 
ずしを実際のギアを示すちので 
はありません。 

-加速時にエンジンの許容回転数 
(レッドゾーン）を超えるよラ 
なとさは、自動的に高いギアレ 
ンジび選がされます。 

-エンジンび暖まっていないとさ 
は、シフト操作を行なってち、 
選択したギアレンジに変わらな 
し、ことびありまず。 


セレクターレ八‘一による操作 



③ほいギアレンジを選択 
③高いギアレンジを選択 


ティッブシフトにずる 

► セレクターレバーび III のとさにセ 
レクターレノ（一を②側に操作しまず。 

そのとをの加速や減速に最ち適し 
たギアレンジび選択されて、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ギアレンジ①び表示されまず。 

あいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

ティッブシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
て保持します。 

ギアレンジ①に"ぴび表示されまず。 

知識 

ティップシフトにしていないとをに 
セレクターレノ（一を③側に操作する 
と、車速やエンジン回転数に応じて 
シフトアップび行なわれまず。 
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運転ずるとさ 


パドルによる操作* 



④ 左側パドル 

(ほいギアレンジを選択) 

⑤ ち側パドル 

(高いギアレンジを選択) 


テイップシフトにずる 

► セレクターレパーび I 田のとさに左 
側のパドル④を引きまず。 

そのとさの加速や減连に最石適し 
たギアレンジび選択されて、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
ギアレンジ①（已 -9) び表示され 
ます。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► 左側のパドル④を引をまず。 

高いギアレンジを選択ずる 
► ち側のパドル⑤を引をまず。 

テイッブシフトを解除ずる 

► ち側のパドル⑥を引しで保持します。 
ギアレンジ①に’’ D’’ び表示されます。 


オートマチックトランス三ッシヨン 
知識 

• テイップシフトにしていないと 
さに、ち側のパドル®を引くと、 

車速やエンジン回転数に応じて 
シフトアップび行なわれます。 

• C 230 スポーツパッケージ/ 

C S8 日スポーツパッケージで 
は、ち側のパドルには" + "、左 
側のパドルには"一"の表示びあ 
りまず。 5 

• C 曰已 AMG では、ち側のパド "" 
ルには " UP"、 左側のパドルに 

は "DOWN" の表示がありまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 


マニュアルギアシフ 


セレクターレバーまたはパドルを操作 
して、マニュアルでギアを選択するこ 
とびでさます。 


警告 A 


路面び滑りやすいとをやカーブを 
走行しているとさは、シフトダウ 
ンによってエンジンブレーキび効 
くと、駆動輪びグ U ップを失うお 
それびありまず。シフトダウンず 
るときは十分ミ主意してくだごし、。 
また、滑りやすい路面状況で駆動 
輪を空転ごせると、駆動系部品を 
損傷するおそれびありまず。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ま意！ 

エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びひかるよラな運転をしなし、 
で < ださし、。 

知識 

• マニュアルギアシフトでは、 
ESP の機能を解除しないで走行 
ずることをお勧めします。 

• エンジンび暖まっていないとを 
は、シフト操作を行なってち、 
選択したギアに変速しないこと 
びあります。 
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運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 


マニュアルギアシフトの選択 



①走行モード選択スイッチ 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの走行モード表示③に "M" 
を表示させます。 



② 走わ t— ド表 TJX 

③ ギア表示 


ギア表示③には選択されているギアび 
表示されます。 


知識 

-マニュアルギアシフトを選択し 
た状態でエンジンを停止する 
と、エンジン再始動時には才一 
トマチックギアシフ 卜に切り誓 
わりまず。このとをは、マニュ 
アルギアシフトを還択ずる前の 
走行モードにモードか S モー 
ド）になりまず。 

-マニュアルギアシフトではギア 日 
表示③に表示される数字は実際— 
のギアをおしています。運転者 
のシフトアップ/ダウン操作 
や、自動的なシフトアップ*/ 
ダウンに応じてギア表示③に表 
示される数字ち変わりまず。 


マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、 C モードか S モードを選択し 
まず。 


》 車種や仕様により、走行 モー ド選 
択スイツチの絵柄は異なりまず。 
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運起ずるとさ 


マニュアルギアシフト 


セレクターレバーによる操作 



④シフトダウン 
⑥シフトアップ 

シフトダウンずる 

► セレクターレバーを④の方向に操 
作します。 

シフトアップずる 

► セレクターレバーを⑥の方向に操 
作します。 


r パドルによる激乍 



⑥ 左側パドル（シフトダウン） 

⑦ ち側パドル（シフトアップ） 

シフトダウンずる 

► 左側のパドル⑥を引さまず。 

シフトアップずる 

► ち側のパドル⑦を引さまず。 


知識 

-シフトダウン操作をしなくて 
を、速度とエンジン回転数に応 
じて、自動的にシフトダウンす 
ることびあります。 

• C 230スポーツパッケージ/ 
C 280スポーツパッケージで 
は、エンジン回転数び上昇し 
レッドゾーンにお付くと、シフ 
トアップ操作をしなくてち自動 
的にシフトアップされます。こ 
のとさ、ギア表示の数字ち変わ 
0まず。 

• シフトアップ/ダウン操作をし 
てち、選択したギアび適切でな 
い場合は、エンジン保護などの 
ため、シフトアップ/ダウンご 
れません。 

. 停車ずると、ギアは]速にシフ 
卜されます。 

-停車時に選択でをるギアは]速 
です。 
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運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 


C 230 スポーツパッケージ/ 
C 280 スポーツパッケージで 
は、キックダウンを行なラこと 
びでをまず。 

また、キックダウンしていると 
さは、シフト操作はでさません。 

C 目曰 AMG では、キックダウン 
を行なラことはでさません。 

C 230 スポーツパッケージ/ 
C 280 スポーツパッケージで 
は、ち側のパドルには" + "、左 
側のパドルには"一"の表示びあ 
りまず。 


シフトアップ表示 （C 已已 AMG) 



エンジン回転数が上昇して、シフト 
アップするタイ S ングになったとさ 
は、シフトアップマーク®が表示され 
ます。 


必要に応じて、シフトアップ操作を巧 
なってください。 


知識 

C 230 スポーツパッケージ / C 
280 スポーツパッケージでは、 日 
シフトアップマークは表示されま — 
せん。 


• C 已目 AMG では、ち側のパド 
ルには " UP"、 左側のパドルに 
は "DOWN" の表示びあります。 

-セレクターレバーを左側に操作 
して保持するか、左側のパドル 
を引いて保持すると、そのとき 
の加速に最ち適したギアが選択 
されます。 
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運転ずるとさ 


才ートマチック車の運転 


才ートマチック車の運輯 


運転ずる前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しい操作をしてくださし、 


才ートマチック車の特 I 性 

クリープ現象：エンジンびかかってい 
ると き、 セレクターレバーび 13、 DI 
LU がに入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくてち車びゆっくり動き出しま 
す。これをク U —プ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
においギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早く加まします。 
これをキックダウンといいまず。 


発進ずる 

► エンジンを始動します。 

► ブレーキ ペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認します。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを走行位置 III に 
入れます。 

警告 A 


アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しないで< 
ださい。車び急発進するおそれび 
ありまず。 

► パーキングブレーキを解除しまず。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆつくり踏み込 
みます。 


ま意！ 

急な坂道で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏んで、 
車び動さ出す感触を確認してから 
パーキングブレーキを解除して発 
進してください。 
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運転ずるとさ 


才ートマチック車の運車5 


通常走巧 

わレクターレバーを ra に入れてホ行 
しまず。アクセルペダルの踏み加減や 
車速に応じて、自動的に変速び行なわ 
れます。 

警告 A 


走行中はセレクターレバーを！3■に 
入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原 
因になったり、トランス云ッシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 


知識 

エンジンび冷えているとをは、よ 
り高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれます。 


素早く加速したいとを 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込 
むと、キックダウンし、素早く加速し 
9 〇 

注意！ 

キックダウンするとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作してくだ 
さい。事故を起こずおそれびあり 
9 〇 


上り坂を走行ずるとき 

► 坂の勾配などに応じて、テイップ 
シフトで 1 氏いギアレンジを選択し 
ます。 

変速の少ない、なめらかな走行び 
でさまず。 

下り坂を走行ずるとき 

下り坂を111で走行ずると、エンジン 
ブレーキの 効さび弱く、速度び出ずぎ 
ることびあります。 

► 坂の勾配などに応じて、テイップ 
シフトで 1 氏いギアレンジを選択し 
ます。 

エンジンブレーキの効さを強 < し 
て走イ了します。 
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運転ずるとさ 


オートマチック車の運乾 

エンジンブレーキ；走行中にアクセル 
ペダルを戻したとさに発生ずるエンジ 
ンの内部抵抗を利用した減連をエンジ 
ン ブレーキと いいまず。低いギアのと 
さほど効さび強 < なります。 


警告 A 


-長い下り坂や急な下りあでは必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。ブレーキペダルを踏 
み続けた0、急ブレーキを繰り 
返すと、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあ0まず。 

• 急激なエンジンブレーキを効か 
せないでください。ス U ップし 
て車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


滑りやずい路面を走行ずるとを 

走行モード（已 -7) を C モードに切り 
曽え、急加速や急減速を適けた運転を 
むびけてくだごい。 


警告 A 


滑りやすい路面では、低いギアレ 
ンジや低いギアを選択ずることに 
よる急激なエンジンブレーキを効 
かせないでください。車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそ 
れび友0まず。 


注意！ 

エンジンの許容回転数（レッド 
ゾーン）を超えるおそれびある場 
合は、低いギアレンジやほいギア 
を選択することはでさません。こ 
のとをは、ブレーキペダルを踏ん 
で減速してから再度操作し、速度 
に応じたエンジンブレーキを効か 
せて < ださい。 


停車ずるとを 

► セレクターレバーを|〇に入れた 
ままブレーキペダルを踏みます。 
やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを la に入 
れます。 


A 


停車中は空ぶかしをしないでくださ 
い。 万ーセレクターレバーび|〇か 
|〇に入ると、車び急発進して重大 
な事故を起こすおそれびありまず。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

-急な上りおでの停車時、後退し 
よラとする車をアクセルペダル 
を踏むことにより停止状態を保 
たないでください。トランス 
S ッシヨンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• 停車中は ブレーキ ペダルを確実 
に踏み、ク U— プ現象（已 -1 巨） 
で車び動かないよラにしてくだ 
さし、 

-セレクターレバーを la に入れ 
るとをは、完全に停車してくだ 
さい。トランスミッションを損 
傷ずるおそれびありまず。 


駐車 

► 完全に停車して、ブレーキペダル 
を踏み込んだまま、パーキングブ 
レーキを確実に効かせまず。 

► セレクターレノ（一を■堂に入れます。 
► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを抜をまず。 

► ブレーキ ペダルから足を ゆつ <り 
放します。 


A 


駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを la に入れ、必ず 
パーキングブレーキを確実に効ひ 
せて、エンジンを停止してくださ 
い。セレクターレバーを la に入れ 
ただけでは十分なブレーキ効果び 
得られず、あ道などで車び動さ出 
ずおそれびあ0ます。 


オートマチック車の運転 

ミち意！ 

-急なあ道で駐車ずるとをは、 
パーキングブレーキを確実に効 
かせてください。さらに輪止め 
をしてください。 

-短時間でを車から離れるとさは、 

モ供だけを車内に残さないでく 
ださい。また、ドアウインドウ 
やスライデイングルーフ*を閉 
じて、施綻してくだごい。 C 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずるとを 


才ートマチック車の運転 

エマージ王ンシーモード 

トランスミッションに異常び発生し、 
自動変速びでさなくなったとさは、自 
動的にエマージェンシーモードに切り 
替わることびあります。 

この場合、しソ下のち法でギアを2速か 
U パースに入れることびでさるよラに 
なり、走行でをる場合びあります。ま 
全な場所まで移動して指定サービスェ 
場に連絡して < ださし、。 


エマージ； L ンシーモー ドでの走行 

► ま全な場所に停車して、セレクタ 
ーレバーを■堂に入れます。 

► エンジンを停止して、約] 0秒間待 
ちまず。 

► エンジンを始動します。 

► セレクターレパーを 田に 入れまず。 

2速ギアに固定され、前進でをます。 
または 

► セレクターレノ（一を|〇に入れまず。 

U バースギアに固定ごれ、後退で 
をまず。 


ま意！ 

-2まや U バースに 変速でをな 
かったり、変连でさてち走行で 
さないとさは、指定サービスエ 
場に連絡してください。 

• エマージェンシーモードで走斤 
ずるとさは、動力性能び大さく 
制限されます。十分にミ主意して 
走行し、指定サービスエ場で点 
検を受けてくださし、。 


5-20 




運転ずるとさ 


パーキング□ックの解除 


セレクターレバーを la の位置から動 
かせないとさは、(下の方法で動かず 
ことびでさまず。 

故障時に車をけん引されるとさなどに 
パーキング□ックを解除します。 


パーキング□ックの解除 ■ 



② コインホルダー 

③ カップホルダー 

④ タブ 

パーキング□ックを解除ずる 

► タブ④を持ってカップ ホルダー③ 
を取りかします。 

► ノブ①を押しなびら、コインホル 
ダー③を引を上げ、左側に取り外 
しまず。 



⑥ドライバーなど 


► ドライバーなど⑥を上図の巧に差 
し込み、矢印の方向に押しなびら 
セレクターレバーを la の位置か 
ら動かします。 

を意！ 

-この方法でセレクターレバーを 
動かせないとさは、指定サービ 
スエ場に連絡してください。 

• セレクターレバーを動かずこと 
びでさたとをでを、指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 
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運転ずるとを 




ンプ 


G ランプスイッチ 


ランプスイッチ①をまわして各位 
置に合わせます。 


位置 

〇 


Auto 


ぶ0こ- 


ち八ンドル車 
①ランプスイッチ 
® フ□ントフすグランプ表示な 
感リアフォグランプ表示灯 



作動内容 

すべてのランプび消打 

周囲の明るさに応じて自動 
的に点打/消打 

車幅I灯、テールランプ、ラ 
イセンスランプやスイツチ 
などの照明び点灯 

車幅I灯などに加え、ヘッド 
ランプび点灯 


[ へツトフンプ_ I 

へツドランプは手動または自動で点灯 
/消Iなすることびでをまず。 

へツドランプび点灯すると、メーター 
ノ (ネルのへツドランプ表お灯^び点 
巧しまず。 

へツ ドランプを手動で点!打ずる 

► ランプスイツチ①を瞧3の位置に 
合わせます。 

へツドランプを自動的に点ぶ[ずる 

► ランプスイツチ①を凹四の位置に 
合わせまず。 

周囲び暗いとを、エンジンスイツ 
チを1の位置にすると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプ 
び自動的に点打します。 


エンジンを始動すると、上記に加 
えてへッドランプち自動的に点灯 
します。 


周囲び明るくなると、ランプは自 
動的に消灯します。 
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運転ずるとさ 


警告 A 


-ランプの点打/消打に関する責 
任は運転ちにあります。ランプ 
の自動点灯機能は運乾ちをす援 
する機能でず。 

-しソ下の状況などではランプは自 
動的に点灯しなかったり、点灯 
していたランプび消巧して事故 
を起こすおそれびあります。こ 
のときは、手動でランプを点灯 
してください。 

〇露の中を走行するとき。 

◊対向車のライトなどにより、 
センサーび正當に作動しない 
とを。 

• ランプスイッチを四 la から瞧3 
の位置にずるとさは、必ず停車 
してください。ランプび一瞬消 
灯して事故を起こすおそれびあ 
0まず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 


ま意！ 

-ランフび自動的に点巧している 
とさは、エンジンスイッチを0 
の位置に戻して運転席ドアを開 
くと、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに 
"ランフ°オフ巧 n キづヌイテクダサイ"と 
表示されます。このとをはラン 
プスイッチをI画の位置にする 
か、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。バッテリー 
びあびるおそれびありまず。 

• ランプスイッチを因3かの 
位置にしたまま、キーを抜し、て 
運転席ドアを開くと、警告音び 
鳴り、マルチフアンクシヨン 
デイスプレイに"ランフ°うケシテクダ 
サイ!’’と表示されまず。このとき 
はランプスイッチをIIの位置 
にしてください。パッテ U —び 
あびるおそれびあります。 

. エンジンを停止した状態で、ラ 
ンフを長時間点打しないでくだ 
さい。バッテ U —びあびるおそ 
れびありまず。 


ランプ 

知識 

• フ□ントウインドウの上部中央 
には明るさを感知するセンサー 
びあります。 このセンサーは、 
レインセンサー*と同じ位置に 
あります （已 -29)。ステッカー 
などを貼付すると、自動的に点 
巧/消巧しな<なります。 

-トンネルなどの暗い場所や悪天 
候のとさなどに、ランプは自動 5 
で点灯ずることがありまず。 
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運転ずるとさ 


ランプ 
フォグランプ 

フ□ントフォグランプを点:打ずる 

► ランプスイッチ①び巨因または^ 
の位置のとき、ランプスイッチ① 
を]段引をます。 

フ□ントフォグランプび点好し、 
フ□ントフォグランプ表示灯②び 
点巧しまず。 

フ□ントフォグランプと IJ アフォグラ 
ンプを点なずる 

► ランプスイッチ①び巨因または^ 
の位置のとを、ランプスイッチ① 
を 2 段引をます。 

フ□ントフォグランプと U アフォ 
グランプび点灯し、フ□ントフォ 
グランプ表示灯②と U アフォグラ 
ンプ表示灯③び点灯します。 


警告 A 


震の中を走行するときは、あらか 
じめランプスイツチを^の位置に 
してへッドランプを点巧してくだ 
ごい。 


ま意！ 

-フォグランプは、震などの悪天 
候で、十分な視界び確保でさな 
いとをじ(夕 W こは使用しないでく 
ださい。対向車やを続車の迷惑 
になります。 

-エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点灯しないで < だ 
さい。バッテ U —びあびるおそ 

I れびありまず。 

I 知識 

ランプスイッチび团团の位置のと 
きは、フオグランプを点灯するこ 
とはでさません。 


A ’ー キングランプ 

暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯します。 

パーキングランプを点打ずる 

エンジンスイッチび0の位置のとを、 
またはキーを差し込んでいないとをに 
点灯させることびでをまず。 

► ランプスイッチを la または0因の 
位置にしまず。 


位置 

作動内容 

I^B 

ち側のノ（ーキングランプび 
点打 

P53 

左側のノ（ーキングランプび 
点打 
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運転ずるとさ 




へッドランプの下向を/上向さの切 
り替え 



①下向き 
③上向き 
③パッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► ヘッドランプび点灯しているとを 
に、コンビネーションス イッチを 
①の位置にしまず。 

へッドランプび下向きになります。 

へッドランプを上向きにずる 

► ヘッドランプび点灯していて、エ 
ンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに、コンビネーションスイッチ 
を②の位置にしまず。 

へッドランプび上向きになります。 

メーター パネルの八イ ビーム 表示 
灯^び点灯しまず。 


パッシングずる 

► エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさに、コンビネーションスイッ 
チを③の方向に引をます。 

引いている間へッドランプび上向 
をになりまず。 

メーターノ （ネルの八イ ビーム 表示 
打^び点好しまず。 

コンビネーションスイッチから手 
を放ずと①の位置に戻ります。 

ミ主意！ 

対向車びあるとをや市街地を走行 
するときは、ヘッドランプを上向 
をにしないでください。 
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運転ずるとさ 




r 車がランプ消灯遅延機能_ ] 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやトランクを開いて閉じて 
から約]已秒後に消好しまず。 

この機能の設定と解除については （4- 
29) をご覧くださし、。 

車がランプ消な遅延機能を一時的に 
解除ずる 

► エンジンを停止した後、エンジンス 
イッチを再度2の位置にしまず。 

知識 

-ドアやトランクを閉じたままに 
するか、開いてそのままにして 
おくと、ランプは点巧してから 
約60秒後に消打し、この機能 
は解除されます。 

• この機能は、エンジンを停止し 
てから約] 0分経過ずると解除 
されまず。約] 0分じ(内ならド 
アやトランクを開<たびにラン 
プび点灯します。 


r コーナ U ングランプ*_ I 

(下のとをに、ち向指示打の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点好しまず。 

• 周囲び暗いとを 

-走行速度び約 40 km / h な下で、エ 
ンジンびかかっているとさ 

-へッドランプを点なしているとさ 

ち向指示灯の点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
た方向のフ □ ントフオグランプび点灯 
しまず。 


セレクターレバーび ra に入っている 
ときは、フ□ントフオグランプは点巧 
しません。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異な D ます 


ステア U ング操作との連動 

ステア U ングを操作すると、操作した 
方向のフ □ ントフォグランプび点灯し 
ます。 

セレクターレバーび ra に入っている 
とをは、ステア U ングを操作した方向 
と逆側のフ □ ントフォグランプび点打 
し弓 0 

知識 

• 点滅させた方向指お巧の方向 
と、ステア U ングの操作方向び 
異なるとさは、方向指示好と同 
じち向のフ□ントフォグランプ 
び点灯しまず。 

• フ□ントフォグランプはゆっく 
り消灯するため、一時的に左ち 
両ちのフ□ントフォグランプび 
点灯することびあります。 

-方向指お巧を点滅ごせて点灯し 
たフ□ントフォグランプは、約 
3分後に自動的に消灯します。 
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運転ずるとさ 



①ち側のち向指お灯び点滅 
③左側のち向指お灯び点滅 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
さに点滅させることびでさまず。 

ち測のち向指示灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の 
ち向に操作しまず。 

左側のち向指示灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを ③の 
ち向に操作しまず。 

ステア U ングを直進の位置に戻すと 
コンビネーションスイッチは自動的 
に戻ります。戻らないとさは手で戻 
して < ださい。 

方向指示灯び点滅しているとをは、 
メーターパネルの方向指示表示 I 灯 □ 
または□ち点滅します。 


ち向指の 

知識 

-方向指示灯を使用しているとを 
に非寓点滅灯スイッチを押す 
と、が苗点滅好に切り替わりま 
ず。再度、非萬点滅打スイッチ 
を押すと、方向指示灯に切り替 
わりまず。 

• コンビネーションスイッチを軽 
く操作すると、ち向指示灯び3 
回点滅しまず。 C 
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運起ずるとさ 





①非常点滅巧スイツチ 


故障などの非當時に、やむを得ず路上 
で停車するとをなどに使用しまず。 

が常点滅:打を点滅させる 

► 非苗点滅打スイッチ①を押します。 
ずべての方向指お巧び点滅します。 
非萬点滅打スイッチ①とメー ター 
パネルの方向指示表示な □□ち点 
滅します。 

が常点滅:打を消むさせる 

► 再度、が苗点滅灯スイッチ①を押 
します。 


ま意！ 

-非常時し U 外は使用しないでくだ 
さい。 

. エンジンを停止して長時間使用 
ずると、ノ（ッテ U —びあびるお 
それびありまず。 

知識 

-非常点滅巧を使用しているとを 
にコンビネーションスイッチを 
左折またはち巧方向に操作ずる 
と、その方向の方向指示'なの点 
滅に切り替わりまず。 

コンビネーションスイッチを中 
立の位置に戻すと、再び非苗点 
滅灯に切り替わりまず。 

. エアバッグび作動ずると、非常 
点滅'灯び自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅打を 
消灯するとをは、非常点滅巧ス 
イッチを押します。 
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運転ずるとさ 





①ワイ バー 作動 モー ドの マーク 
③テイツプ機能/ウオッシヤーの噴射 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
さに作動させることびでをます。 

ワイ八°一を作動させる 

► コンビネーションスイッチをまね 
して、ワイパー作動モードのマー 
ク①をI〜川の位置に合わせます。 

レインセンサー装備車と非装備車 
では作動び異な0ます。 


レインセンサー去 



③レインセン サー 

フ □ン トウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサー③びあります。 


ミ主意！ 

レインセンサーの上にステッカー 
などを貼付しないで<ださい。レ 
インセンサーび正萬に機能しなく 
なります。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運転ずるとさ 


ワイ パー 


レインセンサー装備車 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 

AUTO モード 

レインセンサーび感知した 
雨滴量や走行速度などに応 
じて、ワイパーの作動を自 
動的に切り替えます。 

II 

低速モード 

III 

高速モード 


知識 

コンビネー シヨ ンスイツチび II また 
は III の位置のとをち、停車時または 
ごく低速時での走行時のワイパー 
の作動は、レインセンサーにより 
自動調整されます。 


レインセンサーが装備車 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 

間欠モード 

II 

低速モード 

III 

高まモード 


知識 

停車時またはご < 1 氏までの走行時 
のワイパーの作動は自動的に(下 
のように切り替わります。 

• I の位置のとさ：作動間隔び長 
<なりまず。 

- II の位置のとを：間欠モードに 
なります。 

-川の位置のとを：低速モードに 
なります。 

走行速度を上げると選がしている 
モードの作動に戻ります。 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印 
②の方向に軽く押します。 

ウォッシャー液び噴射せずにワイ 
ノて一び1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび蕭れ 
ているとさだけ使用して < ださし、。 

ウォッシャーを P 責射させる 

► エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチを 
矢印③のち向に深く巧し続けまず。 

その間ウォッシャー液び噴射し、 
ワイパーち作動しまず。 
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運転ずるとさ 


注意！ 

-フ□ントウインドウを巧くとさ 
などは、必ず コンビネーシヨン 
スイツチを0(停止）の位置にし 
て<ださい。ワイパーび動さ、 
けびをずるおそれびあります。 

-ワイパーやウォツシャーを使用 
するときは、歩行をに水しぶさ 
やウォツシャー液びかからない 
よラにミ主意してください。 

-フ□ントウインドウび乾いてい 
るとをはワイパーを使用しない 
でください。ウインドウの表面 
に細かい傷び付くおそれびあり 
まず。フ□ントウインドウびミち 
れてし'!る場合は、必ずウォツ 
シャー液を噴射してからワイ 
パーを使用してください。 

• ウォツシャー液び出なくなった 
とさは、ウォツシャーの操作を 
しないでください。ウォツ 
シャーポンプを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


-エンジンを停止するとをは、お 
ずコンビネーションスイッチを 
0(停止)の位置にしてくださし、 
コンビネーションスイッチの位 
置び II または川のとさにエンジ 
ンスイッチを1の位置にすると、 
ワイパーび作動し、ウインドウ 
び肅れていないとをは傷び付< 
おそれびあります。 

-寒冷時にはワイパーブレードび 
ガラスに貼り付くことびありま 
す。作動させる前に貼り付し、て 
いないことを確認してくださ 
し、。貼り付し、たままワイパーを 
操作ずると、ワイパーブレード 
や モーターを 損傷するおそれび 
あります。 


-雪などび付着しているときは、 
雪などを取り除いてからワイ 
パーを操作してください。作業 
の際には、ま全のため、キーを 
巧いてくださし、。 


ヮィパ- 

知識 

-ワイパーび作動しないとさは、 

別のモードを選択すると作動す 
ることびあります。 

. を季にはウォッシャー液の濃度 
にを意し、を用の純正ウォッ 
シャー液を使用してください。 

• コンビネーションスイッチび I 
の位置のとさは、停車時にフロ 
ントドアを開くとワイパーは停 5 
止しまず。ドアを閉じて、セレ— 
クターレバーを ra か ra にし 
て走行ずると、ワイパーは再び 
作動しまず。 

-ボンネットび□ックされていな 
いとワイパーは作動しません。 

-エンジンびかかっていて、 へッ 
ドランプび点巧しているときに 
フ□ントウインドウの ウォッ 
シャーを約1已回操作ずると、 

へッ ドランプウォッシャーび自 
動的に作動しまず。 


5-31 






運転ずるとを 


へッドランプウオッシャー 



ち八ンドル車 

①へツドランプウオツシヤースイツチ 


エンジンスイッチび2の位置のとさに 
作動させることびでをまず。 

へッドランプウォッシャーを作動させる 

► ヘッドランプウォッシャースイッ 
チ①を押します。 

ウオッシヤー液がへッドランプに 
向けて噴射されまず。 


知識 

• エンジンびかかっていて、 へッ 
ドランプび点丹しているときに 
フ□ントウインドウの ウォッ 
シャーを約]已回操作すると、 
へッ ドランプウォ ッシャ ーび自 
動的に作動します。 

-冬季にはゥォッシャー液の濃度 
にま意し、冬用の純正ウオッ 
シャー液を使用して < ださい。 


ま意！ 

• へッドランプウォッシャーを使 
用ずるとさは、歩行者などに 
ウォッシャー液びかからないよ 
ラにミ主意して < ださい。 

-ヘッドランプには樹脂製レンズ 
を使用してし''るので、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
て<ださい。レンズを損傷ずる 
おそれが友ります。 

•ウォッシャー液び出なくなった 
とさは、 へッ ドランプウォッ 
シャーの操作をしなし'1で<ださ 
し、ウォッシャーポンプを損傷 
ずるおそれがありまず。 
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運転ずるとさ 



パーキングブレーキ 


パーキングブレーキを効かせる 

► ち足でブレーキペダル②を踏みなび 
ら、左足でパーキングブレーキぺダ 
ル①をいっぱいまで踏み込みまず。 

パーキングブレーキを解除ずる 

► 解除八ンドル③を引をまず。 


ち八ンドル車 

①パーキングブレーキペダル 
③ ブレーキペダル 
③ 解除八ンドル 


A 


-モ供だけを残して車から離れな 
いで<ださい。パーキングブ 
レーキを解除して車び動を出し、 
事故を起こすおそれびあ0ます。 

-パーキングブレーキを 効かせた 
まま走行しないで < ださし''。 
パーキングブレーキび 過熱して 
効かなくなったり、乂災び発生 
ずるおそれびありまず。 


バ—十ソソゾレ—丰 

を意！ 

-パーキングブレーキは 完全に停 
車してから効かせてください。 

-急な坂道に駐車ずるとをは、後 
輪の下り側に輪止めをしてくだ 
さい。さらに前輪を歩道方向に 
向けてください。 

知識 

パーキングブレーキを 解除せずに 5 
走行すると、警告音び鳴り、マル~~ 
チフアンクシヨンディスプレイに 
警告メッセージび表おごれまず。 
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運起ずるとを 


ブレーキ 


ブレーキ 


警告 A 


-長い下りあや急な下りあでは必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返すと、ブレーキび効かなく 
なり、停車でさなくなるおそれ 
びあります。 

-ブレーキ ペダルの上に足を置い 
たまま運転しないでください。 
ブレーキ パッドび早く摩耗する 
だけでな <、ブレーキび 過熱し 
て効かなくなったり、义災び発 
生するおそれびあ0ます。 


ま意！ 

-ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからなし、 
よラにして<ださい。ブレーキ 
ディスクを破損ずるおそれびあ 
りまず。 

-水たまりの通過後や洗車直後 
は、ブレーキの効をび悪くなる 
ことびありまず。このよラなと 
をは後続車にミ主意しなびら低速 
で走行し、ブレーキの効をび回 
復するまで、ブレーキペダルを 
数回軽く踏んでくださし、。 

. 必ず純正のブレーキパッドを使 
用してください。純正し i (外のブ 
レーキパッドを使用すると、ブ 
レーキ特性び変わってま全なブ 
レーキ操作びでさな<なるおそ 
れびありまず。 


• ブレーキシステムを改造した 
り、スペーサーやブレーキダス 
h シールドなどを使用しないで 
くだごい。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにブレーキ液またはブレー 
キパッドに関する故障/警告 
メッセージび表示されたとさは 
(10-6) をご覧ください。 
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運転ずるとさ 




知識 

• 長い急な下り坂では、ティップ 
シフトでギアレンジを la 、 
— 、〇にして、エンジンブ 
レーキを効かせてください。ブ 
レーキの過熱や過度の摩耗を防 
ぐことびでをまず。 

• 急ブレーキなどでブレーキに大 
をな負担をかけた後は、ブレー 
キディスクび冷えるまでしばら 
く走行を続けてください。 

-高连道路を走行しているとをな 
どブレーキをひけずに長時間走 
行しているとをは、ブレーキの 
効をび悪くなることびありま 
す。このよラなとをはを続車に 
ま意しなびら、時々ブレーキを 
効かせて < ださい。 


国な1ブレ-キ警告口 

mSiM エンジンスイッチを吕の位 
置にすると点打し（点巧しないとをは 
警告打び故障しています）、エンジン 
始動後に消灯します。 

エンジン始動後ちパーキングブレーキ 
を効かせているとをは、点灯したまま 
になります。 

ノ くーキングブレーキを解除してち消巧 
しないとさや、走行中に点なずる場合 
は、ブレーキ液び不足しています。を 
全な場所に停車し、指定サービスエ場 
に連絡してください。 


を意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液またはブレーキ 
パッドに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは （ 1 0- 巨） 
をご覧ください。 


5 
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運転ずるとを 


ABS 


ABS 


ABS (アンチ□ック.ブレーキン 
グ-システム）は、急ブレーキ時や滑 
りやずい路面でのブレーキ時など、車 
び不ま定な状況になったとさに、タイ 
ヤの□ックを防ぎ、ステアリングでの 
車両の操縦を確保する装置でず。 


警告 A 


- A 日 S はブレーキ操作を補助する 
装置で、無謀な運転からの事故 
を防ぐちのではありません。 

A 巨 S び適切に作動してち、車両 
操縦性や走行ま定性の確保、制 
動距離の短縮には限巧びありま 
す。萬に道路や天候の状況にミ主 
意し、十分な車間距離を保って 
運転して < ださし、。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

- ABS 作動時のま全確なやち険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 

- A 日 S に異萬びあるとをは、ブ 
レーキペダルを強<踏み込むと 
タイヤは□ックします。その結 
果、ステア U ングでの車両操縦 
性び制限され、制動距離び長く 
なるおそれびあ0ます。 


ま意！ 

- ABS は制動距離を短 < する装置 
ではありません。じ(下のよラな 
路面び滑りやずい状況では、 
A 目 S を装備していない車と比べ 
制動距離び長< なることびあり 
ます。 

〇雪の積をった路面や凍結し 
た路面 

〇砂利道などの荒れた路面 

〇石だたみのよラに摩擦係数び 
連続して変化ずる路面 

〇 スノーチェーン 装着時 
-軽く ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでち ABS び作動するとを 
は、路面び滑りやずくなってい 
ます。十分ま意して走行してく 
ださし、。 

-ブレーキ操作をずるとさは、ブ 
レーキペダルをしっかりと踏み 
込んで<ださい。ポンピングブ 
レーキを行なラと制動距離び長 
くなることびありまず。 
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運転ずるとさ 


ABS^H 


知識 

-路面の状況に関わらず、 A 巨 S は 
速度び約 8 km / h を超えると作動 
でさるよラになります。 

- A 日 S に異萬びあると、じ(下のシ 
ステムち正しく作動しなくなる 
ことびありまず。 


ABS の作動 

ABS にはじ(下のよラな特性びありまず。 

- ABS び作動ずると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動ず 
ることびありますび、異當ではあ 
りません。そのままペダルを踏み 
続けてください。 


A 日 S 警舒了 

エンジンスイツチを吕の位 
置にすると点灯し（点灯しないとをは 
警告灯び故障しています）、エンジン 
始動後に消巧しまず。 

消打しなかったり、走行中に点灯した 
ときは、 A 日 S に異常びありまず。 



通苗のブレーキ時の制動力は確保され 
ますびく、 ABS 、 巨 AS 、 ESPI ま作動し 
ません。 5 


〇 ESP 
0日 AS 

- A 巨 S に異當びあると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
A 巨 S または ESP に関する故障 
/警告メッセージび表おされる 
ことびあります。ずみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 

-バッテ U —電圧び低下すると 
ABS び一時的に機能を停止しま 
す。電圧び回復すると、機能を 
元に戻0ます。 


• エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキ ペダルを踏み込むと、ぺダ 
ルびわずかに振動したりモーター 
の音び聞こえますび、これは、シ 
ステムび自己診断をしているとを 
の音で異萬ではありません。 


いつちより慎重に運転し、ずみやかに 
指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

を意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに A 日 S または ESP に関する故障 
/警告メッセージび表示ごれたと 
きは (10-3,4) をご覧ください。 


A 日 S び作動ずると、 ESP 表示打（已- 
39) び点滅しまず。 
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運転ずるとを 




己 AS 


巨 AS (ブレーキアシスト）は、緊急 
ブレーキの操作時に、短い時間で大さ 
な制動力を確保するブレーキの巧助装 
置です。 

巨 AS の操作は、通苗のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

巨 AS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 


警告 A 


- BAS は緊急 ブレーキの 操作を 
補助する装置で、無謀な運転か 
日の事故を防ぐをのではありま 
せん。巨 AS び作動してを制動 
距離の短縮には限界びありま 
ず。また、タイヤのグ U ップび 
失われた状況では効果を発揮し 
ません。 


-日 AS に異苗びあるときを通萬の 
ブレーキは作動しますび、急ブ 
レーキ時には制動距離び長<な 
るおそれびあります。 


. 曰 AS 作動時のま全おなや危険回 
おについては運転者に全責任び 
友0ます。 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに A 日 S または ESP に関する故障 
/警告メッセージび表示されたと 
きは （10-3、 4) をご覧ください。 

知識 

-日 AS に異常びあると、 A 巨 S ち 
正し<作動しな<なることびあ 
0ます。 

- BAS に異苗びあるとをは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に A 巨 S または ESP に関する故 
障/警告メッセージび表示され 
ますび、通甫のブレーキは作動 
します。 

-バッテ U —電圧びお下ずると 
日 AS び一時的に機能を停止しま 
ず。電圧び回復ずると機能ち元 
に戻ります。 
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運転ずるとさ 


ESP/4ESP^H 


1 ESP ® / 4 ESP ® 

1 

m 

ESP (エレクト□ニック-スタビ U 


ティ.プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不ま定な状況 
になったときに、車両操縦性や走行ま 
定性を確保するシステムでず。 

4 MAT に車には 4 ESP び装備されてい 
まず。 4 ESP は4輪駆動システムのた 
めに専用に開発された ESP です。 


ESP 表示口 

エンジンスイッチを吕の位 
置にずると点巧し（点打しないとさは 
表示灯び故障しています）、エンジン 
始動後に消灯します。発進時または走 
行中に点滅したとさは、 ESP または 
A 日 S び作動していまず。 

また、 ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除 （已 -41) しているときは点 
打したままになります。 


A 


. ESP は車両操縦性や走行を定性 
を高めるシステムで、無謀な運 
転からの事故を防ぐ石のではあ 
りません。 ESP び作動してち、 
車両操縦性や走行ま定性の確な 
には限界びあります。また、夕 
イヤのグ U ツプび失われた状況 
では効果を発揮しません。 

- ESP 作動時のま全確なや危険回 
避については運商ちに全責任び 
あ0ます。 


注意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ESP に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたとさは （ 1 0-4) 
をご覧 < ださし、。 


警告 A 


ESP 表示打び点滅したときは、夕 
イヤび空転しているか、車び横滑 
りしています。アクセルペダルを 
踏む力を少しゆるめて<ださい。 

また、慎重に運転ずるととちに、 

しソ下の操作は絶対に行なわないよ 
ラにして < ださい。 

-急八ンドル 5 

* 急ブレーキ 
-急発進、急加速 
. 急激なエンジンブレーキ 
. ESP の機能の解除 
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運転ずるとを 


ESP / 4 ESP 
ま意！ 

-車輪を上げてけん引されるとを 
は、エンジンスイッチを吕の位 
置にしないでください。 ESP び 
作動し、接地している車輪のブ 
レーキび作動します。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそ 
れびあります。 

-ダイナモ メーターを 使用して 
パーキングブレーキをテストず 
るとさは、エンジンスイッチを 
2の位置にしないでください。 
ブレーキシステムや駆動系部品 
を損傷するおそれびあります。 


ESP び故障ずると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障 
/警告メッセージび表おされ、 
エンジンの出力び低下ずること 
びあります。走行び困難なとを 
は、すみやかにま全な場所に停 
車し、指定サービスエ場に連絡 
してくだごい。 


• 4 MAT に車でダイナモテストを 
行なラとをは、2軸シャシーダ 
イナモのみを使用してください。 


知識 

-指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、 
ESP び作動することびあります 
(走行中に表示灯び点滅したま 
まになりまず）。 

- A 日 S び故障したときは 、 ESP 
の機能它解除されまず。 
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運転ずるとさ 


II II I 


ESP オフスイッチ 
警告 A 


- ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさは、必ず路面の 
状況に応じた速度で慎重に運商 
するととをに、 Li (下の操作は絶 
巧に行なわないよラにしてくだ 
さい。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加连 
〇急激なエンジンブレーキ 

- ESP の機能を解除する必要びな 
くなったときは、 ESP を巧機状 
態にしてください。車び不ま定 
な状況になったとをに、操縦を 
定性や走行ま定性を確保するこ 
とびでをません。 



① ESP オフスイッチ 


ESP オフスイッチは、 ESP の機能を 
解除するためのスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行する 
とをや、スノーチェーンを装着してし、 
るときなどは、 ESP の機能を解除した 
ほラび走行しやずい場合びあります。 

ESP ①機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとをに、 
ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP の機能び解除され、 ESP 表お 
灯び点灯したままになりまず。 

ESP を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているとをに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押しまず。 


ESP び待機状態になり、 ESP 表示 
巧び消巧しまず。 


知識 

エンジンを始動したとを、 ESP は 
常に待機状態になります。 
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運転ずるとを 


^H4MAflC 


4 MAT には、滑りやすい路面での発 
進時や加速時の走行安定性を向上さ 
せ、車両操縦性を確保しよラとする4 
輪駆動システムです。 


A 


- 4 MAT には車両操縦性や走行ま 
定性を高める装備で、無謀な運 
転からの事故を防ぐちのではあ 
りません。 4 MAT に車でち、車 
両操縦性や走行ま定性の確保に 
は限巧びあります。 

-運転時のま全確保や危険回週に 
ついては運転ちに全責任びあり 
9 〇 


ま意！ 

• 4 MATIC 車をけん引ずるとを 
は、駆動装置などを損傷するお 
それびありまずので、し i (下の事 
項を巧ってください。 

◊車両運搬車などを使用し、4 
輪を持ち上げた状態で搬送 
して < ださい。 

◊フ□ントまたは U アをつり 
上げてけん引するときは、 
プ□ペラシャフトを取り外 
してください。また、エン 
ジンスイツチを0の位置にし 
てください。 ESP び作動し 
て接地しているタイヤにブ 
レーキびかかります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


• 4 M AT に車であってち雪道や凍 
結路などでは、ウインタータイ 
ヤやスノーチェーンを装着し、 
速度を控えめにし、車間距離を 
十分取って運転してください。 
スノーチェーンは後輪に装着し 
て < ださい。 

- 4 MAT に車でダイナモテストを 
行なラとをは、2軸シャシーダ 
イナモのみを使用してください。 
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運乾ずるとき 


クルーズコントロール 


クルーズコント□ールは、アクセルぺ 
ダルを踏まなくてち、設定した速度を 
自動的に維持して走行することびでさ 
まず。 

設定できる速度は約 30km/h な上です。 


警告 A 


. 車の走行速度や先行車との車間 
距離の確保など、クルーズコン 
卜□ール使用時の安全確保や危 
険回適については運転をに全責 
任びあります。 

-じ(下のよラな場合はクルーズコ 
ント□ールを使用しないで<だ 
ごい。車のコント□—ルを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 

◊急な下り坂、急カーブ、巧び 
りくねった道路 

〇加減連を繰り返すよラな交通 
状況や交通量のをい道路 

0雨で磊れた路面や積雪路、凍 
結路などの滑りやすい路面 

◊降雨時や降雪時、濃震時など 
視界び確保でさない場合 


クルーズコント □ —ル 

を意！ 

• クルーズ コント □ー ルは、主に 
高速道路や自動車専用道路で使 
用ずることを想定したをので 
ず。市街地では使用しないで< 
ださい。 

-指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、ク 
ルーズコント□ールび誤作動す 
るおそれびありまず。 5 

• マルチフアンクシヨンデイスプ— 
レイにクルーズコント□ールに 
関する故障/警告メッセージび 
表示されたとをは （10-10) 

をご覧ください。 

-急な上りあでは、 クルーズ コン 
卜□ールび連度を維持ずるた 
めにシフトダウンずることびあ 
りますび、設定したま度を維持 
でさないことびあります。 

このよラなとをは、アクセル 
ペダルを踏んで加速して < だ 
さい。 
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運起ずるとさ 


クルーズコントロール 


ま意！ 

-急な下り坂などで信性びついた 
とをは、连度を維持ずるために 
自動的にブレーキを効ひせるこ 
とびありまずび、設定速度を維 
持でをないことびあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、おいギアレンジ 
や低いギアを還択し、エンジン 
ブレーキの効さを強くして、減 
速してくだごし、。 

ただし、路面び滑りやすいとを 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。ス U ッ 
プして車のコント□ールを失 
し、、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

• 自動的にブレーキを効ひせてい 
るとさは、ブレーキペダルび巧 
に引さ込まれます。ブレーキぺ 
ダルの下に足を置いていると挟 
まれたり、ブレーキの作動を巧 
げるおそれびあります。 


クルー ズコント□—ルの使いち 



①〜⑥レバーの 操作でま 
⑥表示灯 


可変スピードリミッター（已 -48) と 
同じレバーを使用します。 

レノ（一の表示灯⑥び消灯しているとを 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 

レノ（一の表示灯⑧び点打しているとさ 
は、巧変スピード U ミッターを操作で 
をる状態です。レバーを⑥のち向に押 
ずと表示打⑥び消I灯し、クルーズコン 
卜□ールの操作びでさる状態に切り誓 
わりまず。 
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運転ずるとさ 


クルーズコント □ —ル 


クルーズ コント □ー ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び消打している 
ことを確認しまず。 

点口しているときは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を消打さ 
せます。 

► 希望の速度まで加速、または減速 
します。 

► 希望の速度に達したとを、レバー 
を①ひ②のち向に操作しまず。 

そのとをの速度に設定されます。 
または 

► レバーを④の方向に引きます。 

記憶されている設定速度に設定され 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスフレイに 
設定速度び数秒間表示されまず。 

アクセルペダルから足を放すと、設定 
した速度を維持するように走行します。 


※車種や仕様により、設定速度び記憶 
されていないときにレノ（一を④の方 
向に引いたときは、そのとさの速 
度に設定されまず。 


A 


記憶されている設定速度に再度設 
定するとをは、周囲びま全な状況 
であることを確認してくださし、。 
走行中の速度と設定速度に大さな 
差びあると、急加连や急減速して 
事故を起こずおそれびあります。 


知識 

• クルーズコント□ールの設定ま 
度の表江^と、スピードメーター 
およびマルチファンクシヨン 
ディスプレイの速度表示には、 
若干の誤差び生じることびあり 
ます。 

-約 30 km/hLi (下の速度で走行し 
ているとさや ESP オフスイツチ 
で ESP の機能を解除してあると 日 

さ、速度び記憶されていないと — 
きにレバーを④にち向に引いた 
とさはクルーズコント□ールを 
設定することはでをません。こ 
のときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに ’’---km/h" び 
数秒間表示されまず。 

• クルーズコント□ールの設定连 
度は記憶されまず。ただし、エ 
ンジンスイツチを一度0か1の 
位置にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 
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運起ずるとさ 


クルーズコント □ —ル 
設定速度を上げる 

► レバーを①のち向に上げて保持し 
ます。 

► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に設定速度び数秒間表示されます。 

設定速度を下げる 

► レバーを③のち向に下げて保持し 
ます。 

► 希望の速度になった日手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に設定速度び数秒間表おされます。 


知識 

• レバーを ①か②のち向にごく短 
時間操作すると、 ] km / h 単位 
で速度の設定びでさます。 


-レバーを③の方向に下げて減速 
しているとさには、シフトダウ 
ンしたり、自動的にブレーキを 
効かせることびあります。 

ま意！ 

自動的に ブレーキを 効かせている 
とさは、 ブレーキ ペダルび奥に引 
さ込まれます。 ブレーキ ペダルの 
下に足を置いていると挟まれたり、 
ブレーキの 作動を妨げるおそれび 
あります。 


一時的に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げる 
とさは、アクセルペダルを踏んで速度 
を上げてください。アクセルペダルひ 
ら足を放ずと、元の設定连度に戻り 
まず。 
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運転ずるとさ 


クルーズコント□-ルの設定を解除 
ずる 

► レバーを③の方向に押します。 

次の操作をしたとを石解除されます。 

► ブレーキ ペダルを踏んだとを 
► レバーを ⑥の方向に押したとき 

このときはレノ（一の表示巧⑥び点な 
し、巧変スピード US ッターの操作 
びでをる状態に切り替わりまず。 


知識 

• クルーズコント□ールの設定速 
度は記憶されます。ただし、エ 
ンジンスイッチを一度0ひ1の 
位置にすると、記憶された速度 
は消去されます。 

-け下のとさは、クルーズコント 
□ールび自動的に解除されます。 
◊セレクターレバーを！ ¢1 に入 
れたとを 

〇 ESP び作動したとを 
0 ESP オフスイッチで ESP の 
機能を解除したとを 
〇走行速度び約 30km/hLi (下に 
なったとさ 

このとをは確認音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に"クル-ス ''] ント□-ルオフ"と表おされ 
ます。 

また、パーキングブレーキを効 
かせたときち自動的に解除され 
ます。 


クルーズコント □ —ル 
警告 A 


クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを ui に入れてち解除されま 
すび、走行中はセレクターレバーを 
1¢■に入れないでください。エンジ 
ンブレーキび効かないため、事故を 
起こしたり、トランスミッションを 
損、傷するおそれびありまず。 
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運転ずるとさ 


可変スピ—ドリミツタ- 


巧変スピードリミッター 


可変スピード US ッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてち、設定した速度を超えな 
いよラに走行することびでさます。 

設定できる制限連度は 30km/h から 
210km/h、または2已 Okm/h の間でず。 

ただし、車の最高速度 iiLh に制限速度 
を設定してち、車の最高速度しソ上の速 
度で走行ずることはでをません。 


》車種や仕様により設定でさる制限 
速度び異なる場合びあります。 

》設定でさる速度は予告なく変更さ 
れることびありまず。 


警告 A 


-走行時は法定速度を遵守して< 
ださい。巧変スピード U ミツ 
ター使用時のま全確保や危険回 
避については運転ちに全責任び 
友0ます。 


-運転を交化するとさは、必ず交 
代ずる運転ちに、可変スピード 
U 云ッターの機能と設定した制 
限速度を伝えて < ださい。 

可変スピード U 云ッターの機能 
を知らずに運転ずると、アクセ 
ルペダルを踏んでち速度び上び 
日ず、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 


. 可変スピード U ミッターはブ 
レーキペダルを踏んでち解除で 
きません。 

-巧変スピード U 云ッターは設 
定した制限速度じ(上に加連す 
る必要のないとさに使用して 
<ださい。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

-巧変スピード US ッターの設定 
速度の表示と、スピードメー 
ターおよびマルチファンクシヨ 
ンディスプレイの速度表示に 
は、若干の誤差び生じることび 
ありまず。 

• マルチファンクシヨンディスフ 
レイに可変スピー•ド U ミッター 
に関する故障/警告メッセージ 
び表示されたときは (10-10) 
をご覧 < ださい。 


急な下り±反などで信性びついた 
とさは、ま度を維持ずるために 
自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありますび、設定速度を維 
持でさないことびありまず。 

このよラなとさは、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、おいギアレンジ 
や低いギアを選択し、エンジン 
ブレーキの効をを強< して、減 
连してくださし、。 

ただし、路面び滑りやずいとを 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。ス U ッ 
プして車のコント□ールを失 
し、、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

自動的にブレーキを効かせてし、 
るとをは、ブレーキペダルび奥 
に引さ込まれます。ブレーキぺ 
ダルの下に足を置いていると挟 
まれたり、ブレーキの作動を巧 
げるおそれびあります。 


可変スピードリミッター ■ 

知識 

• スノータイヤスピード1」云ッ 
夕一 （4-32) を設定していると 
きは、巧変スピード U ミッター 
で設定でさる制限速度は、 ス 
ノー タイヤスピード I 」云ッ ター 
の設定速度び上限になりまず。 

• 設定した速度を維持でをないと 
さは、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに K 
"リミット]1の夕!"と表示されること 
があります。 
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運転ずるとさ 


可変スピードリミツ 勺一 
巧変スピードリミツ ターの 使い方 



①〜⑥レ J く一の操作ち向 
⑥表示な 

クルーズコント□—ル（已 -43) と同じ 
レバーを使用しまず。 

レノ く一の表示好⑥び点I灯しているとを 
に、可変スピード U 云ッターを操作で 
さます。 

レノ く一の表示灯⑥び消巧しているとさ 
は、 クルーズ コント□—ルを操作でを 
る状態です。レバーを⑥の方向に押ず 
と表示I灯⑥び点灯し、巧変スピードリ 
ミッ ターの操作びでさる状態に切り替 
わります。 



設定速度びマルチフアンクシヨンディスプレイ 
に表示された例 



れた例 


⑦設定ま度 


⑨設定速度 


巧変スピードリミッターを設定ずる 

レノ（一の表示灯⑧び点打していること 
を確認してくだごい。 

► レバーを①か③©方向に操作します。 

停車中および走行連度び 30km/h 
(下のときは 30km/h に設定され 
ます。 

走行速度び 30km/hliLh のとをは 
そのとをの速度に設定されます。 


または 

► レバーを④の方向に引きまず。 

記憶されている制限速度に設定さ 
れます。 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに設定連度⑦び表示され、数秒 
後に表示び車両情報サブ画面に移 
動しまず。 
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運転ずるとさ 


※車種や仕様により、設定速度び記憶 
ごれていないときにレノ（一を④の方 
向に引いたとさは、走行速度び 
30 km / hli (下のときは30 km / h に、 
走行速度び 30 km / hli (上のとをは 
そのとさの速度に設定されます。 

ま意！ 

-巧変スピード US ッターを設定 
するときは、周囲の状況、特に 
後方の車などにま意しなびら操 
作してください。事故を起こず 
おそれびありまず。 

-可変スピード US ッターを解除 
してち、設定速度は記憶されて 
います。記憶されているま度び 
走行速度よりち低い場合、記憶 
されている速度に再度設定する 
と、アクセルペダルを踏んでい 
てを車は減速します。 


知識 

-巧変スピード1」 S ッターを解除 
する前の設定速度は記憶されま 
す。ただし、エンジンスイッチ 
を一度 0 か 1 の位置にすると、記 
憶されたを度は消去されまず。 

-設定連度び記憶されていない 
ときにレバーを④の方向に引く 
と、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに ’’--- km / h ’’ び数秒 
間点滅しまず。 

. アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしているときは、可変ス 
ピード U ミッターを設定するこ 
とはでをません。 


可変ス ピー ドリ5 ッター 

-巧変スピード U ミッターで制 
限速度を設定ずると、車両情報 
サブ画面の時計表おのかわり 
に設定した制限速度び表おされ 
まず。 

このときに時計を表示ずるに 
は、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイを走行速度/外気温度 
表示画面に切り替えます (4-7) 〇 
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運起ずるとさ 


可変スピードリミッター 


設定速度を変更ずる 

► レバーを①の方向に上げます。 

設定速度び] Okm/h 単位で上びり 
ます。 

または 

► レバーを④の方向に引さます。 

設定速度び1 km/h 単位で上びります。 
または 

► レバーを③の方向に下げまず。 

設定速度び] Okm/h 単位で下びり 
ます。 

ま意！ 

設定速度を変更するとをは、周囲 
の状況、特に後方の車などにを意 
しなびら操作してください。事故 
を起こずおそれびあります。 


巧変スピード U ミッターを解除ずる 

► レバーを③のち向に押します。 

次の操作をしたとさち解除されます。 

► レバーを⑤のち向に押します。 
このとをはレバーの表示打⑥び消 
灯し、クルーズコント□ールの操 
作びでさる状態に切り替わりまず。 


知識 

なの操作をしたとをは巧変スピー 
ド U 云ッターび自動的に解除され 
9 〇 

-アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ。このとをは確 
認音び鳴りまず。 

ただし、走行速度び設定速度よ 
り 20km/hl；Lh1 氏い速度のとを 
は、キックダウンしても可変ス 
ピー ド U 云ッターは解除されま 
せん。 

• エンジンを停止したとを。 
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運転ずるとさ 


パー ク ト □ニック 



パークト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ（ンノ（一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で崖 
転ちに知らせる装置です。 

ま意！ 

パークト□ニックは運転者を支援 
するシステムでず。運転をはパー 
クト□ニックだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認して<ださい。 
特に周辺に人や動物びいないこと 
を確認してください。 


バークト□ニックセンヴー 



フ□ント 

①セン ヴー 

フ□ントバンパーの已個のセンサー① 
とリアバン J (一の4個のセンサー②び 
車の周辺の障害物などを感知します。 



1」ア 

③センサー 


を 意！ 

センサーにミ尼や氷、雨、水しぶを 
などび付いた状態のとをは正しく 
作動しないことびあります。この 
とさはホ色インジケーターび点灯 
します。センサーに損傷を与えな 
いよラま意して、定期的に清掃を 
してください。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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運転ずるとを 


パークト□ニック 


インジケーター 



フ□ント 

① フ□ント左側インジケーター 

② フ□ントち側インジケーター 

③ フ□ント作動表示な 

フ□ントのインジケーターはダッシュ 
ボード上の図の位置にありまず。 



1」ァ 

④ 1」アち側インジケーター 

⑤ 1」ア左側インジケーター 

⑥ 1」ア作動表示な 

1」アのインジケーターは1」アルームラ 
ンプに装備されていまず。 


バンパーと障害物などとのおよその 
距離をインジケーターの点な数でお 
します。 

ま意！ 

赤色インジケーターび点灯して警 
告音び鳴ったときは、システムに 
異常びあり、機能び解除されるこ 
とびあります。このとさは、パー 
クト□ニックオフスイッチ（已-已 8) 
の表示灯び点打します。 

知識 

エンジンスイッチを吕の位置にする 
と、ずべてのインジケーターと作 
動表示灯び一瞬点好しまず。 
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運転ずるとさ 


パークト□ニック 


パークト□ニックの作動を件 


知識 


エンジンスイツチび吕の位置のとさ、 
シフト位置に応じてじ(下のよラに作動 
します。 


シフト位置 

作動内容 

|〇 

フ□ントのセンサーび作動し、フ□ントの作動表示灯③び点 
灯します。 

13の 

フ□ントと U アのセンサーび作動し、フ□ントと U アの作動 
表示好③④び点灯します。 


パークト□ニックは作動しません。 


パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害 
物などびあると、その距離に応 
じて表示灯び点巧し、警告音び 
鳴りまず。 

パークト□ニックは、速度び約 
1 8 km / hLi (下のとをに待機状 
態になりまず。速度び約 
] Skm / hi ； (上になると磯能び 5 

解除されまず。 — 
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運転ずるとさ 


クト□ニック 

パーク ト □ニックの作動 
センサー感知範囲に障害物が入ったとき 

センサー感知範囲に障害物び入ると、 
黄色インジケーターび1個点灯します。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増 
元ていをます。 


障害物との距離び近くなつたとを 

障害物との距離びセンヴーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて赤色インジケーターび] 
個点灯し、警告音び断続的に3秒間鳴 
りまず。 

最短感知距離(約20〜]已 cm ) になる 
と、上記の表お好に加えて2個目のホ 
色インジケーターび点灯し、警告音 
び連続的に3秒間鳴りまず。 


ま意！ 

障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりち近くなると、セン 
サーは障害物を感知でをなくなり、 
パークト□ニックび正當に作動し 
なくなることびあります。 
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運転ずるとさ 


センサーの感知節囲 

(tS9l 

4 P I M IMM 



フ〇ント 

バンパー側 

センサー感知範囲 

センター 

約] 00 cm 〜 20巳 m 

コ ーナー 

約目日 cm 〜] 己 cm 

U ァ 

バンパー側 

センサー感知範囲 

センター 

約] 20巳 m 〜 20 cm 

コ ーナー 

約谷日 cm 〜] 目 cm 


ま意！ 

• 車のセンターでバンパーから約 
20 cm じ(内、 コーナーで バン 
パーひら約1已巳 m じ(内にある障 
害物は感知でさません。 

-センサーの周辺にアクセサ U — 
などを取り付けないでくださ 
し、。パークト□ニックび正當に 
作動せず、車を損傷したり事故 
につなびるおそれびあります。 

-針金や□ープなどの細い物や、 
植木鉢や建物の張り出しなどセ 
ンサーの上下にあるちのに十分 
ま意してください。これらびを 
近距離にあるとを、状況によつ 
ては、センサーびこれらを感知 
せず、車や物を損傷ずるおそれ 
びあ0まず。 


パー クト□ニック 

-センサーは雪などの超音波を吸 
収しやずい物を感知しないこと 
びあります。 

• 電波を発ずる物び近くにあるとき 
や、不整地などを走行していると 
きは、パークト□ニックび正割こ 
作動しないことびありまず。 

-大型車の排気ブレーキや工事用 
のエアコンプレッサーなどび近 
くにあると、超音波び乱され、日 
パークト□ニックび正萬に作動— 
しないことびあります。 

-温度や湿度び高いとさや超音波 
やほ周波を発生させる機器び車 
の近くにあるとさ、またエンジ 
ンルームの温度び高いとさは、 

パーク h □ニックび正萬に作動 
しないことびあります。運転ち 
はパークト□ニックだけに頼ら 
ず、必ず周囲の状況を確認して 
ください。特に車の周辺に人や 
動物びいないことを確認してく 
ださし、。 
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運転ずるとを 


クト□ニック 

パークト□ニックオフスイッチ 



① パークト□ニックオフスイッチ 
③表示な 


パークト□ニックの機能を解除するこ 
-とびでをまず。 

J パークト□ニック機能を解除ずる 

► エンジンスイッチび2の位置のと 
を、パークト□ニックオフスイッ 
チ①を押します。 

スイッチの表示灯③び点なしまず。 

パークト□ニックを待機状態にずる 

-► 再度、パークト□ニックオフスイ 
ッチ①を押します。 

スイッチの表示巧③び消なしまず。 


知識 

パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックの機能を解除し 
てち、なにエンジンスイッチを吕の 
位置にしたとを、ノくークト□ニッ 
クは自動的に待機状態になりまず。 


ま意！ 

システムび故障するとパークトロ 
ニックオフスイッチの表示巧び点 
巧し、警告音び鳴つて作動を停止し 
ます。指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


ナ— 


エアコンディショナー（クライメート 
コント□ール）は、設定温度やが気温 
度などに応じて、送風量や送風□の組 
み合わせなどを自動的に調整し、車内 
の温度や湿度などを快適な状態になち 
まず。 


環境 9 


-エアコンの冷媒には、新冷媒 
R] 34a を使用していまず。 

-地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されていまず。また、 
すべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければなりません。 

• エアコンの冷媒の補充、交換、 
廃棄などは、必ず指定サービス 
工場で行なつて < ださい。 


ま意！ 

-送風温度を高めに設定している 
とさは、送風□び過熱して高温 
になることびあります。义傷を 
するおそれびありますので十分 
にま意してください。 

-送風温度を低めに設定してある 
ときに送風□に身体を近付ける 
と、しをやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にミ主意し 
て < ださし、。 

* 皮膚の弱し''人は、送風□に身体 
を近付けすぎないよラにま意し 
て < ださし、。 

. 車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

-ボンネットの吸気□び雪や氷で 
覆われないよラにしてください。 

-送風□や車内の吸排気□び覆わ 
れないよラにしてください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


知識 

-除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているとをに送風さ 
れます。 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

-ドアウインドウやスライデイン 
グルーフ*び開いていると、設 
定温度を維持ずることびでを 
ません。 

-ドアウインドウやスライデイン 
グルーフ*び閉じているとさに 
エアコンデイシヨナーを停止す 
ると、ウインドウび曇りやずく 
なりまず。 

-一度に大幅に設定温度を変更し 
てち、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

-エアコンデイシ ヨナーの 機能や 
モードのなかには、併用可能な 
組み合わせびありまず。 

• エアコンデイシヨナーのフイル 
ター類は定期的な交換び必要 
です。また、交換時期は使用 
環境によって異なりまず。 
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快適.室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


送風□の位置 



ち八ンドル車 


①ドアウインドウ送風 □ (左側) 

③サイド送風 □ (左側） 

③サイド送風 □ (左側） 

開閉ダイヤル 


④フ□ントウインドウ送風 □ 

⑥中央送風 □ (左側） 

開閉ダイヤル 

⑥中央送風 □ (左側） 


⑦ 

ダッシュボード送風 □ 

⑨ 

ダッシュボード送風□開閉ダイ 
ヤル 

⑨ 

中央送風 □ (ち側） 

⑩ 

中央送風 □ (ち側） 

開閉ダイヤル 

⑩ 

サイド送風 □ (ち側） 

開閉ダイヤル 

⑩ 

サイド送風 □ (ち側） 

⑩ 

ドアウインドウ送風 □ (ち側） 

⑩ 

足元送風 □ 

⑩ 

コント□ールパネル 


知識 

• フ□ントアームレスト後部に U 
ア送風□びありまず。 

* フ□ントシートの下に1」ア足元 
送風□びあります。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


送風□①調壁 
送風□を開く 

► 各送風□の送風□開関ダイヤル③⑥ 
⑨⑩⑩を上ちにまわすと、徐々に送 
風□び開き、風量び上びります。 


送風□を閉じる 

► 各送風□の送風□開開ダイヤル③⑥ 
⑨⑩⑩を下ちにまわすと、徐々に送 
風口び閉じ、風量び下びります。 

送風□開閉ダイヤルを止まるまで 
下方にまわすと送風び止まります。 


送風□①風向を調壁ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動か 
して風向を調整します。 

フ□ントウインドウ送風□④、ダ 
ッシュボード送風□⑦、ドアウイ 
ンドウ送風□①⑩、足元送風□⑩ 
は、風向を調整することはでをま 
せん。 


知識 

-換気効率を良くするため、中 
巧送風□⑥⑨とサイド送風 □ 
③⑩のノブは、中央の位置に 
ずることをお勧めします。 

-送風□開閉ダイヤルを止まるま 
で下方にまわしてち、完全に送 
風□を閉じることはできません。 
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快適.室内装備 



スイッチの名称 


エアコンディシ ヨナー 

名称 

① 送風量調整ダイヤル 

② 送風温度調整ダイヤル（左側） 

③ 送風温度調整ダイヤル（ち側） 

④ 送風□選択ダイヤル 

⑤ U アデフォッガースイッチ 

⑥ AC スイッチ/ 

を 熱ヒーター. ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ* 6 

⑦ AUTO スイッチ — 

⑨内気循環スイッチ 

⑨デフ□スタースイッチ 

※エアコンディシヨナーのスイッチ類の給 
柄などは、イラストと異なる場合びあ0 
まず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 
通常の使いかた ( AUTO モード) 



② 送風温度調整ダイヤル（左側) 

③ 送風温度調整ダイヤル（ち側) 
⑦ AUTO スイッチ 


知識 

-エアコンデ イシヨナーを AUTO 
モードで作動させると、自動的 
に AC モード (6-8) に設定さ 
れます。 

• エンジンの始動直後は、設定に 
かかわらず、約30秒間足元に 
ち送風されます。 


エアコン デ ィシヨナーを 作動させる 

► AUTO スイッチ⑦を押します。 

スイッチの表示灯び点打します。 

送風□の組み合わせと送風量び自 
動的に調整されるよラになりまず。 

► 送風温度調整ダイヤル③③で好み 
の温度を設定しまず。 

通苗は22でに設定することをお勧 
めします。 


AUTO モー ドを解除ずる 

► エアコンデイシヨナーび AUTO モー 
ドで作動しているとをに、 AUTO ス 
イッチ⑦を押しまず。 

AUTO スイッチの表示 I 灯び消打し、 
AUTO モードび解除ごれます。 

送風量の調整や送風□の選択を手 
動で行なラことびでをまず。 


「送風温度の調壁 



③送風温度調整ダイヤル（左側） 

③送風温度調整ダイヤル（ち側） 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整ダイヤル②③を時計 
回りにまわしまず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤル②③を反時 
計回りにまわします。 
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快適.室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


知識 

-送風温度は左ち別々に設定でさ 
まず。 

-通常は22むに設定ずることを 
お勧めします。 

-ドアウインドウやスライデイン 
グルーフ*び開いていると、設 
定温度を維持でさません。 


エアコンディシヨナーの停止 



①送風量調整ダイヤル 


エアコンディシヨナーを停止ずる 

► 送風量調整ダイヤル①を日の位置に 
しす0 


知識 

-送風量調整ダイヤルび日の位置 
でエアコンディショナーが作動 
しているとさは、送風量調整ダ 
イヤルを一度 Oli (外の位置にし 
てから、再度日の位置にすると 
エアコンディショナーは停止し 
ます。 

-ドアウインドウやスライデイン 
グルーフ*が開じているとさに 
エアコン デ ィシ ョナーを 停止す 
ると、ウインドウび曇りやすく 
なります。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 
I AC モード 



⑥ AC スイッチ 

除湿/冷房された空気び送風され 
まず。 

AUTO モードでエアコンデイシヨナー 
を作動させたとをは、自動的に AC モ 
ードになり、スイッチの表示巧び点灯 
します。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


AC モー ドを解除ずる 

► AC スイッチ⑧を押しまず。 

スイッチの表示 I 灯び消なします。 

除湿/冷房び行なわれなくなり 
まず。 

AC モー ドを設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ⑧を押しまず。 
スイツチの表示灯び点灯します。 


環境 

Q 

AC モードを解除すると、 

エンジン 

への負荷が軽減し、燃費が向上し 

まず。 



知識 

* 除湿/冷居された空気は、エン 
ジンびかかっているとをに送風 
されまず。 

• デフ□スターモード （6-14) 
を解除したとさは、自動的に 
AC モードになりまず。 

-ドアウインドウとスライディン 
グルーフ*び閉じているとさに 
AC モードを解除ずると、ウイ 
ンドウび曇りやず<なりまず。 

AC モードの解除は短時間にと 
どめてくださし、。 

• エアコンディショナーのを媒び 
減っているとをに AC スイッチ 
⑥を押すと、表示巧び点滅をし 
くは消好したままになり、除湿 
/冷房び行なわれません。ずみ 
やかに指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

. AC モードを解除してを、しば 
ら< は除湿/冷房された空気び 
送風されることびあります。 
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快適.室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


送風量の調壁 



①送風量調整ダイヤル 


送風量を手動で調堅することびでさま 
す。エアコン デイシヨナー び AUTO モ 
-ドで作動しているときは、 AUTO モ 
—ドを解除（巨-巨）してから、送風量 
を調整します。 

送風量を上げる 

► 送風量調整ダイヤル①を時計回り 
にまわしまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整ダイヤル①を反時計回 
りにまわします。 


知識 

-エアコンディショナーび停止し 
ているとさに送風量調整ダイヤ 
ル①を01；•(がの位置にすると、 
エアコンディショナーび作動し 
ます。 

-エアコンディショナーが作動し 
ているときに送風量調整ダイヤ 
ル①を日の位置にすると、エア 
コンディショナーは停止します。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


④送風口選択ダイヤル 


送風□を手動で選択することびでを 
ます。 エアコンデ イシ ヨナー び AUTO 
モードで作動しているとさは 、 AUTO 
モードを解除（巨- 6) してひら、送風 
□を選択します。 

知識 

-選択した送風 aii (がの送風□か 
らち多少、の送風び行なわれるこ 
とびありまず。 

-ダイヤルを マークの 中間に合わ 
せると、組み合わせた送風□か 
ら送風することびでをまず。 


送風□を選択ずる 

送風□選択ダイヤル④をまわして、好 
みの送風□表示マークに合わせまず。 

► El に合わせまず。 

中巧、ダッシュボード、サイド 、 U 
アの送風□を中むに送風されます。 

► 間に合わせます。 

フ□ントウインドウ、ドアウインド 
ウの送風□を中むに送風されます。 

► ra に合わせまず。 

足元（フ□ントと U ア）の送風□を 
中むに送風されます。 

► 間に合わせます。 

フ□ントウインドウ、ドアウイン 
ドウ、足元（フ□ントと U ア）の送 
風口を中むに、全体的に送風され 
ます。 
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快適.室内装備 



内気循環モード 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑨を押しまず。 
スイッチの表示巧び点なしまず。 

内気循環スイッチ⑨を2秒が上押 
し続けると、開いているドアウイ 
ンドウとスライ デイ ング ルーフび 
自動で閉じます。 


⑨内気循環スイッチ 


内気循環モードに設定されているとを 
ち、一定時間を経過すると外気導入を 
はじめます。 


トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 


内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*を開閉することびでさまず。 


外気温度が 
曰で私上のとさ 

約30分後 

外気温度が 
曰 ° curF のとさ 

約已分を 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約曰分を 


エアコンデイシ ヨナー 

内気循環モードを解除ずる 
(夕1•気導入モードにずる） 

► 再度、内気循環スイッチ⑨を押し 
ます。 

スイッチの表示灯が消灯します。 

内気循環スイッチ®を2秒(上押 
し続けると、ドアウインドウとス 
ライデイングルーフび前回開いて 
し''た位置まで自動で開さまず。 
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* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


知識 

-ドアウインドウとスライディ 
ングルーフ * び開じていると 
きに内気循環モードにすると 
ウインドウが曇りやすくなり 
ます。 

ウインドウび曇りはじめたとさ 
は内気循環モードを解除して< 
ださい。曇り具合びひどいとを 
はデフ□スターモードにしてく 
ださい。 

-外気温度び非當に高いときは、 
冷房効率を高めるために自動的 
に内気循環モードに切り替わる 
ことびありまずび、このとを内 
気循環スイツチの表示灯は点灯 
しません。 


• AUTO モードやデフ□スターモ 
ードにするか、 AC モードを解 
除すると、外気導入モードにな 
りまず。 

-内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウやスライディングル 
—フを別のスイッチで開いた場 
合、開いたドアウインドウやス 
ライディングルーフを、内気循 
環モードの解除操作と連動して 
前回開いていた位置まで開くこ 
とはでをません。 


約30分経過すると、一定の割 
合で外気導入をはじめます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ま意！ 

-ドアウインドウとスライディン 
グルーフには、自動で閉じてい 
るとさに巧み込みなどの®抗び 
あると、動きを止めて少し開く 
機能びありますび、乗員び身体 
を巧まれなし'!よう、十分ミ主意し 
てください。 

-内気循環スイッチでドアウイン 
ドウを開いているとをは、ドア 
ウインドウに身体を寄りかけな 
いで <ださい。ドアウインドウ 
とドア フレームとの 間に身体び 
引を込まれてけびをするおそれ 
びあります。 
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快適.室内装備 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨン* 



③送風温度調整ダイヤル（左側） 

③送風温度調整ダイヤル（ち側） 

⑥ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨンスイ 
ッチ 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
をに使用しまず。 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► 余熱 ヒー ター.ベンチ レーシヨ ン 
スイッチ⑥を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

► 送風温度調整ダイヤル②または③ 
で好みの温度に設定しまず。 

設定温度や外気温度により、送風 
□の組み合わせは自動的に調整さ 
れまず。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター.ベンチレー 
シ ヨ ンスイッチ⑥を押します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 


エンジンスイツチび0ひ1の位置のと 
を、またはキーを巧いているとをに使 
用でさまず。 


エアコンデイシ ヨナー 

じ(下のとをは、余熱ヒーター-ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• エンジンスイッチを吕の位置にし 
たとさ 

-約3□分経過したとを 
-バッテ U —の電圧び低下したとを 

知識 

-エンジン冷却水の温度びあいと 
さや外気温度び高いとさは、暖 
気の送風は行なわれません。 

-送風量は弱の設定で一定に保た _L 
れます。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー 


デフ□スターモード 



⑨デフ □スタースイッチ 

フ□ントウインドウやドアウインドウ 
の内側の曇りを取るとさに使用しまず。 


デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ⑨を押します。 
スイッチの表示巧び点巧します。 

エアコンディショナーび(下の状 
況で作動します。 

-送風量び最大になり、送風温度 
び高くなります。 

• 送風□び自動的に選択されまず。 
. が気導入になりまず。 

- AC モードになります。 

ただし、 AC モードスイッチの 
表示灯は点打しません。 

デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ⑨を押 
しまず。 

スイッチの表示好び消好しまず。 

エアコン デ ィショナーの 送風量や 
送風温度、送風□の還がび元の設 
定に戻りまず。 


知識 

-曇りび取れたら、すみやかに解 
除してください。 

. デフ□スターモードを解除ずる 
と、自動的に外気導入モードに 
なります。また、 AC モードを 
解除していたとさは AC モード 
に設定されまず。 

ウインドウのが側び量るとき 

車がの湿度び高いときなどに、ウインド 
ウの州則び曇ることびありまず。このと 
さは、ウインドウにを気び当たらないよ 
うに送風□を調整ずると、外側の曇りを 
軽減でをまず。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
て < ださし、。 
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快適.室内装備 


エアコン デ イシ ヨナー 


リアデフオッガ ー 



⑤リアデフ オッガース イッチ 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび2の位置のとをに 
使用でさます。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ⑤を押 
しまず。 

スイッチの表示巧び点灯しまず。 

リアデフ ォッ ガーを停止ずる 

► 再度、 U アデフォッガースイッチ 
⑥を押しまず。 

スイッチの表示灯び消巧しまず。 

U アデフオッガーは約己〜] 2分後に 
自動的に停止します。 


警告 A 


ウインドウに雪や氷び付着してい 
るとさは、走行前にそれらを取り 
除いて視界を確保してください。 

事故を起こすおそれびあります。 

注意！ 

- U アウインドウに雪や氷び付し、 

てし''る場合は、それらを取り除 
いてから使用してくださし、。 

-消費電力び大をいため、曇り 6 
び取れたら早めに停止してくだ— 
さい。 

知識 

-外気温度と走行速度により 、 U 
アデフォッガーび自動的に停止 
ずるまでの時間は異なります。 

-バッテ U —の電圧び巧くなると 
1」アデフォッガーは自動的に停 
止し、表示灯び点滅しまず。電 
圧び回復すると自動的に作動を 
開始します。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー 


リア送風 □ 



⑩1」ア送風口 
⑩送風口開閉ダイヤル 


フ□ントアームレスト後部に U ア送風 
□⑩びあります。 


送風□を開ぐ 


► 送風□開閉ダイヤル⑩を上方にま 
わすと徐々に送風□び開を、風量 
び上びりまず。 


送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑩を下方にま 
わすと徐々に送風□び閉じ、風量 
び下びりまず。 

送風□開閉ダイヤル⑩を止まるま 
で下方にまわずと、送風□び閉じ 
ます。 


送風□①風向を調壁ずる 

► U ア送風□⑩のノブを動かしまず。 


知識 


-送風□開閉ダイヤルを止まるま 
で下方にまわしてち、送風□を 
完全に開じることはでさません。 

* 左ちの U ア送風□からの送風温 
度は、フ□ントの左ちの送風温 
度の設定に連動しまず。 

• U ア足元送風□びフ□ントシ 
ートの下にあります。荷物な 
どで送風□を面さびないでく 
だごし、。 

-換気効率を良くずるため、リア 
送風□のノブは上方に向けるこ 
とをお勧めします。 
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快適.室内装備 



スライディングルーフ装備車 

①リアルームランプスイッチ 

③フ□ントリーディングランプスイッチ 

③ 常時消灯モード 

④ 自動点灯モード(中立の位置） 

⑤ 手動点なモード 

ま意！ 

車を施錠したとさは、ルームラン 
プび消灯することを確認してくだ 
ごい。 


※スライディングルーフ非装備車はスイッチ 
の巧状などび異な0ます。 


ルーム ランプの点：打 モー ドの 
切り曾え 

自動点なモードにずる 

► ルームランプスイッチを中立の位 
置④にしまず。 


知識 


スイッチび中立の位置④でを、周 
囲び明るいとさはルームランプび 
点'灯しないことびあります。 

周囲び暗いとを、じ(下のよラにフ□ン 
卜と U アのルームランプび点な/消 
灯します。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 
と点巧し、約] 0秒後に消灯します。 

この機能の設定の解除については 
(4-30) をご覧くださし、。 

* U モコンで解錠すると点打し、約 
3□秒後に消灯します。 


ルームランプ ■ 

• フ□ントドアを開くとフ□ントル 
ームランフび点灯し、 U アドアを 
開<と U アルームランプび点巧し 
ます。 

◊エンジンスイツチが2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただち 
に消灯しまず。 

ドアを開いたままのときは消灯 
しません。 

◊エンジンスイツチが0か1の位置 
のとさ、またはキーび抜いてあ 
るとさは、ドアを閉じると約]日 ， 
秒後に消灯します。 

ドアを開いたままのとをは約曰 
分後に消灯します。 
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快適-室内装備 


ルームランプ 

常時消灯モードにずる 

► ルームランプスイッチの③側を巧 
します。 

• liTF のいずれかの操作をしてち、ルー 
ムランプは点巧しません。 

* エンジンスイッチからキーを抜く 
* U モコン操作で解銳する 
-ドアを開< 


フ□ントルームランプを手動で点な 
ずる 

► ルームランプスイツチの⑤側を押し 
ます。 

フ□ントルームランプび点好し 
ます。 


リアルームランプを点、!打/消なずる 

► U アルームランプスイッチ①を押 
します。 

U アルームランプび点巧/消打し 
ます。 
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フ□ント u - デイングランプを点灯 
/消灯ずる 

► フ□ント U —デイングランプスイ 
ツチ③を押しまず。 

フ□ント U — デイングランプび点 
好/消なします。 


快適.室内装備 


II ■ 


U ア U - デイングランプ*を点！打/ 
消なずる 



⑥ リア U —デイングランプ 

⑦ リアリーデイングランプスイッチ 


パークト□ニック*装備車は、 U ア U 
ーデイングランプを装備しています。 

► U ア U - デイングランプスイッチ 
⑦を押します。 

1」ア U - デイングランプび点巧/ 
消灯します。 


知識 

U アルームランプび点巧/消灯す 
ると、 U ア U —デイングランプち 
連動して点の/消 I 灯しまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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快適-室内装備 


I I I 



① サンバイヴー 

② フック 


前方か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

横ち向か5のにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック②からがし 

cK 9 〇 

► サンパイヴーを横にまわします。 


ま意！ 

サンバイヴーを横にまわずときは、 
バニテイ云 ラー カバーを閉じてく 
ださい。ルーフ内張りやバニテイ 
云 ラー カバーを損傷するおそれび 
ありまず。 
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快適.室内装備 


バニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げまず。 

► バニテイミラーカバー③を上でに 
開をます。 

照日月④び点灯しまず。 

使用をはバニテイ云 ラーカバー ③ 
を閉じまず。 


③フック 

③ バニテイ吉ラーカバー 

④ 照0月 



バニテイミラー 

を意！ 

眩惑を防ぐため、走行中は バニ ティ 
云 ラーカバー ③を閉じてくださし、。 

知識 

サンバイヴーをフック②から外す 
と照明④は点灯しません。 


6 
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快適-室内装備 


■ 11| I I 



① U アブラインドスイッチ 

U アウインドウのブラインドを開閉ず 
ることびでをまず。 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
きに作動します。 


ブラインドを展開ずる（上げる） 

► U アブラインドスイッチ①を押し 
ます。 

ブラインドを収納ずる（下げる） 

► 再度、 U アブラインドスイッチ① 
を押します。 


ま意！ 

-ブラインドは展開/収納中に 
スイツチを再度押すとそのと 
をの位置で停止しまずび、必 
ず展開位置か収納位置で使用 
してください。中間の位置で 
使用すると損傷するおそれび 
お0ます。 

-ブラインドの開閉の巧げになる 
よラな物を周囲に置かないでく 
ださい。また、身体を挟まない 
よラに注意してください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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快適-室内装備 


灰皿 


フ□ント①巧皿 



①灰皿 カバー 

灰皿を開く 

► 灰皿カバー①の下側を押して開を 
まず。 

ま意！ 

開くとさはカノ（一の上側を押さな 
いでください。カバーの開閉機構 
を損傷するおそれびあります。 



② 灰皿 

③ ノブ 


灰皿を取りかず 

► エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効かせまず。 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
ら、セレクターレバーをに入 
れます。 

► ノブ③をち側に押しまず。 

の皿③を取りがします。 


の皿 

■注意！ 

の皿を取りがずとさは、必ずエン 
ジンを停止し、パーキングブレー 
キを確実に効かせてください。 

灰皿を取り付ける 

► の皿を元の位置に合わせ、押し込 
みます。 
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快適-室内装備 


リアのの皿 



④ 灰皿 カバー 

⑤ スプリング 

灰皿を開< 


► 灰皿カバー④を手前に引をまず。 


灰皿を取りがず 


► スフ U ング⑤を押しなびら、灰皿 
を手前に引をます。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿底部を差し込み、スプリング 
⑥を押しなびら、灰皿を押し込み 
ます。 


ま意！ 

• 吸いびらやマッチの火は確実に 
消してください。 

-紙くずなどの燃えやすい物は入 
れないでください。 

* 使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 
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快適.室内装備 



①ライター 


エンジンスイツチび1ひ吕の位置のと 
をに使用でさまず。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位 
置に戻ります。 

使用後は灰皿でのを落とし、元の 
位置に戻します。 


警告 A 


ライターは必ずノブの部分を持っ 
てください。金属部を持つと火傷 
をするおそれびあ0ます。 

注意！ 

-を全のため、モ f 共を柔せるとを 
はライターを抜を取ってくだ 
さい。 

. ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないでください。ライ 
ターを損傷するおそれびあり 
づ 0 


-ホ熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。火災 
び発生するおそれびあります。 


ライター 

. ライターを改造したり、純正品 
じ(外のライターを使用しないで 
ください。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、火災 
び発生ずるおそれびあります。 

• ライターび戻らなくなったとを 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にするか、エンジンスイッチ 
から キーを 巧いて、指定 サービ 
スエ場に連絡してくださし、。 

-アクセヴ U —電源としてライ 
ターソケットを使用するとさ 
は、純正アクセサ U —だけを使 D 
用してください。 
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快適-室内装備 




ル物入れ 


r フ□ントアームレストの小物入れ1 



①フ□ントアームレスト 


② レバー 

(フ□ントアームレスト下部のル物入 
れを開 <) 

③ ボタン 

(フ□ントアームレスト上部のル物入 
れを開 <) 


フ□ントアームレスト上部のル物入れ 
を開< 

► ボタン③を押してカバーを開さます。 

ボタン③は左ちにあり、カバーを 
左ちに開くことびでさまず。 

フ□ントアームレスト上部のル物入れ 
を閉じる 

► カバーを 下げて□ックします。 

フ□ントアームレスト下部のル物入れ 
を開ぐ 

► レバー ②を引さなびら、 アーム レ 
スト①を引を上げます。 

フ□ントアームレスト下部のル物入れ 
を閉じる 

► アームレスト①を下げて□ックし 
ます。 


警告 A 


走行中は必ずル物入れのカバーや 
アームレストを閉じてくださし、。 
急ブレーキ時や衝突時などに収納 
物び飛び出して、柔員びけびをず 
るおそれびあ0ます。 


ミ主意！ 

. アームレストび閉じな<なるよ 
ラな大をな物をル物入れに入れ 
ないで<ださい。アームレスト 
や収納物を損傷ずるおそれびあ 
0まず。 

-ル物入れには食料品を収納しな 
いでくださし、。 
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快適.室内装備 




携帯電話の接続 

フ□ントアームレスト上部のル物入れ 
には携帯電話用のコネクターび装備さ 
れていまず。 

コネクターに携帯電話を接続すると、 
電話の発信/受信びでをまず。 

携帯電話を取り付ける 

► 携帯電話の外部端子をコネクター 
に接続します。 

携帯電話を取りかず 

► コネクター左ちの□ック解除ボタ 
ンを押しなびら、携帯電話をコネ 
クターから取り外しまず。 

注意！ 

携帯電話びコネクターに接続でさ 
ないとさは、無理に取り付けない 
でください。携帯電話やアームレ 
ストのカバーを損傷するおそれび 
ありまず。 


r フ□ントのカップホルダー 



① ヵバー 

② カップホルダー 

③ コインホルダー 


カップ ホルダーを 使用ずる 

► カバー①を後方にスライドします。 

を意！ 

• 火傷防止のため、熱い飲み物 
び入った容器を置ひないでく 
ださし、。 

-カップホルダーのサイズに合っ 
たフタ付をの容器を使用してく 
ださい。 

-走行中はカップホルダーを使用 
しないでくださし、。 6 

知識 

カップ ホルダー ②の横に コインホ 
ルタ'一③びありまず。 


※電話の操作については、別冊「マルチファ 
ンクシヨンコント□ーラー取扱説明書」ま 
たは rAudio 吕□取扱説明書」をお読みく 
ださい。 
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快適-室内装備 


ル物入れ 


リアアームレストのカツプホルダー 



U ア アーム レストにはカップホルダー 
び装備されています。 

カップホルダーを使用ずる 

► アームレストを引を出して水平に 
します。 



① カップホルダー 


► カップホルダー①を軽く押します。 
カップホルダーび前方にスライド 
しまず。 

カップホルダーを収納ずる 

► カップホルダー①を押し込んで □ 
ックします。 


ま意！ 

• 火傷防止のため、熱い飲み物 
び入った容器を置かないでく 
ださし、。 

-カップホルダーのサイズに合っ 
たフタ付さの容器を使用してく 
ださし、。 

-走行中はカップホルダーを使用 
しないでください。 
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快適.室内装備 




グ□ーブボックス 


グ□ー ブボックスを開< 

► 八ンドル①を引いて開をます。 

エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさ、グ□ーブボックスを開くと 
グ□ーブボックスランプび点灯し 
9 〇 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバーを押して□ックしまず。 


グ□—ブボックスを施錠ずる 

► キーシ U ン ダー ③に エマー ジェン 
シーキー （3-11) を差し込み、施 
綻の位置③にまわします。 

グ□-ブボックスを解錠ずる 

► キーシ U ンダー ③にエ マージェン 
シー キーを 差し込み、解綻の位置 
④にまわしまず。 

を意！ 



ち八ンドル車 

① ハンドル 

② キー シリンダー 

③ 施錠の位置 

④ 解錠の位置 


-走行中は、グ□ーブボックス 
のカバーを開いたままにしな 6 

いで<ださい。急ブレーキ時 
や衝突時などに柔員びけびを 
したり、収納物び飛び出ずお 
それびありまず。 


-貴重品はグ□ーブボックス内に 
保管しなし''でくださしん 
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快適-室内装備 


ル物入れ 
知識 

-駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けら 
れたくないとさは、グ□ーブボ 
ックスを施錯して<ださい。そ 
の際は、 エマー ジェンシーキー 
をキー本体から取り外し、携帯 
してください。 

• グ□ーブボックス内には外部音 
声入力端テびありまず。詳し< 
は別冊「マルチフアンクション 
コント□ーラー取扱説明書」ま 
たは [Audio 20取扱説明書」 
をご覧くださし、。 



収納ネット 


ちパンドル車 
①収納ネット 

助手席の足元に新聞や雑誌などを収納 
でをるネットを備えてし''ます。 

ま意！ 

• 収納ネットには、重い物や固し、 
物、ビンや宙、割れやずい物、 
鋭利な形状の物を入れないで< 
ださい。 

-収納物び収納ネットからはみ出 
ごないよラにしてください。 


シートパツクポケット 



① シートバックポケット 

前席の背面にシートバックポケットび 
ありまず。 

を意！ 

. シートバックポケットには、重 
い物や固い物、ビンや宙、割れ 
やすい物、鋭利な形状の物を入 
れないでください。 

-収納物びポケッ h からはみ出さ 
ないよラにして<ださい。 


6-30 

















快適.室内装備 



各ドアウインドウの上方にアシストグ 
U ップびありまず。コーナ1」ング時の 
姿勢な持などに使用します。 


U アのアシストグ1」ツプには、コート 
フックび装備されています。 


警告 A 


SRS ウインドウバッグの作動を巧 
げたり、作動時に物び飛んで柔員 
びけびをするおそれびありまずの 
で、し U 下の点にミ主意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセヴ U —など物をかけない 
でください。 

• コートフックには軽く柔らかい 
巧服しソがの物をかけないで<だ 
ごい。 

-コートフックを使用ずるとをは、 
八ンガーなどを使用せず、衣服 
を直接かけてくだごい。 


アシストグ U ップ 

を意！ 

-アシストグ U ップにぶらさびつ 
たり、必要 liLh の大をな荷重を 
かけないで<ださい。アシスト 
グリップを破損ずるおそれびあ 
りまず。 

-運転者は運転中にアシストグ U 
ップを使用しないで < ださい。 

• コートフックを使用するとき 
は、巧)®び運転者の視界の巧げ 
にならないよ5にま意してくだ 
ごし、。 e 
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快適-室内装備 


フラック 



ルーフラック取り付け位置のマーク 
び、図の矢印でおした箇所にありまず。 

ルーフラックはダイムラー-クライス 
ラー社の純正品および指定品の使用を 
お勧めします。詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 


A 


ルーフに荷物を積んでいるとをは、 
車の重む位置び変化し、走行を定 
性に影響をちえます。運転すると 
さは十分ま意してください。 


ま意！ 

-ルーフの最ガ責載量(約100 kg ) を 
超えないよラを意してくださし、。 

-ルーフラックを取り付けるとを 
は、製品に添付の取扱説明書に 
従ってください。 

* 純正品け•外のルーフラックを取 
り付けると車を損傷するおそれ 
びあります。 

-ルーフラックを取り付けるとを 
はじ(下のことにま意してくださ 
し、車を損傷するおそれびあり 
ます。 

〇スライディングルーフ * を 
チルトアップごせたとさに 
接触しないこと 

〇トランクを開いたとさに接 
触しないこと 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D ます 
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万一のとさ 


■ I I || I 


事故-故障のとを 


警告 A 


燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにま 
意してください。火災び発生したり、 
爆発ずるおそれびあります。 


事故が起きたとを 

(下の処置をとってください。 

-続発事故を防ぐため、交通の妨げ 
にならないま全な場所に停車し、 
エンジンを停止してください。 

* 負傷ちびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととちに、 
負傷者の救護を行なってください。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷ちをむやみに動かごないで 
くだごい。 

. 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

-巧手の方の氏名や住所、電話番号 
などを確認してくだごし、。 

-自動車保険会社に連絡してくだ 
ごし、。 


路上で故障したとを 

ま全な場所に停車して、非當点滅 I 灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
ネ反を置くことび法律で義務付けられて 
います。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難して < ださい。 


車び動かな<なったとさ 

セレクターレバーを！¢1に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同柔 
ちや付近の人に救援を巧めて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このとをは、車速感応ドア 
□ックによるキーの閉じ込みにま意 
してください。 

ま意！ 

踏切内で動けな< なったとをは、 
ただちに踏切の非南ボタンを巧し 
てください。票急を要するとさは 
非當信号用具を使用してください。 
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万一のとさ 


非常信号用具 


懐中電灯をドアポケットに備えてい 
9 〇 

知識 

. 新車時は電池の自然放電を防ぐ 
ため、電池の間に紙び巧まれて 
います。使用するとをは紙を取 
り除いてください。 

-懐中電灯び十分な明るさで点な 
することを定期的に点検してく 
ださい。 



① □ックノブ 

② ホルダー 


停止表示板は、トランク U ッドの裏側 
に収納されています。 

停止表示板を取り出ず 

► □ックノブ①を矢印の方向にまわ 
して、ホルダー②から停止表示板 
を取りがします。 


非常信号用具/停止表示板 



③ スタンド 

④ 反射板 
⑥フック 


停止表示板を組み立てる 

► スタンド③を引き出して、停止表 
お板を地面に立てまず。 

► 反射板④を開いて、先端のフック 
⑥をかみ合わせます。 


《停止表示板の巧状び異なる場合びあり 
ます。 
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万一のとさ 


救急セット/車載工具 


救急セツ 



⑦ストラップ 
②救急セット 

トランク左側の図の位置に収納されて 
し、まず。 

数急セットを取り出ず 

► ストラッフ①を外して、救急セッ 
卜②を取り出します。 

知識 

救急セットの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点 
検してください。 


車載工具 


C 55 AMG ながの車種 



トランクフ□アマットを開いた状態 
①ラゲッジトレイ 
( D スクリュー 

車載工具はラゲッジトレイの下に収納 
されていまず。 

車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アマットを開さます 

(3-36)。 

► スクリュー©を反時計回りにまわ 
して取り外します。 

► ラゲツジトレイ①を取り出しまず。 



ラゲッジトレイを取り出した状態 
③応急用スペアタイヤ 
® けん引フック 
⑥ホイールレンチ 
愈輪止め 
③ガイドボルト 
⑨予備ヒューズ 
感ジャッキ 

® トレイの収納ち向表示 

知識 

車載工具び入っているトレイを収 
納するとさは、トレイの収納ち向 
表示®が車の進行ち向に向くよラ 
にしてください。 

※応急用スペアタイヤ用ホイールボルトは、 
応急用スペアタイヤ用ホイールに添付され 
ているか、車載工具に収納されていまず。 
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万一のとき 



応急用スペアタイヤを取り出した状態 
(3) 電動エアポンプ 
® 予備ヒューズ 
愈ホイ ー ルレンチ 
© ガイドボルト 
③輪止め 
® ジャッキ 

@応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
® けん引フック 

※応急用スペアタイヤ用ホイールボルトは、 
応急用スペアタイヤのホイールに添付され 
ている場合があります。 

※電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場をびあります。使用方法が 
わからないとさは、指定サービスエ場にお 
たずねください。 


C 5已 AMG 


トランクフ□アマッ トを 開いた状態 
①応急用スペアタイヤ 
©スクリュー 

車載工具は応急用スペアタイヤの下に 
収納されていまず。 

車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アマットを開をまず 

(3-36)。 

► スクリュー®を反時計回りにまわ 
して取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤ①を取り出し 
ます。 





輪止めは車載工具などとと石に収納さ 
れています。 

輪止めは図のよラに組み立てまず。 

ま意！ 

輪止めを使用ずるとをは図④の矢 
印のち向にタイヤびあたるよラに 
しまず。方向にま意してください。 














万一のとさ 


I 


パンクしたとき 


警告 A 


-パンクしたとさは、あわててブ 
レーキ ペダルを踏まないで<だ 
ごい。ステア U ングをしっひり 
握って徐々に速度を落とし、ま 
全な場所に停車してください。 

-パンクしたタイヤで走行しない 
でください。車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれび 
あります。また、タイヤび異常 
に過熱して、火災び発生ずるお 
それびありまず。 

. 停車したとさは、が萬点滅打を 
点滅させてくださし、また、十 
分ま意しなびら車の後方に停止 
表示板を置し''て < ださし、。 


ま意！ 

-車速感応ドア□ック (3-29) 
を設定した状態で車を巧した 
り、タイヤ交換などで車を持ち 
上げるとをは、エンジンスイッ 
チを0の位置にしてください。 
ホイールび回転ずると車び自動 
的に施綻され、車かに閉め出さ 
れるおそれびあります。 

. タイヤ交換を ずると さは、必ず 
手袋を着用してください。素手 
で作業を斤なラとけびをするお 
それびあります。 

-ジャッキアップしているとを 
は、エンジンを始動したり、ド 
アやトランクを開閉したり、 
パーキングブレーキを解除しな 
いでください。車び落下するお 
それびあります。 

知識 

高速道路や自動車専用道路では、 
車のを方に停止表示板を置くこと 
び、法律で義務付けられていまず。 


► ま全を確保でをる、かたくてずべ 
りにくい水平な場所に停車します。 

► 非常点滅灯を点滅させます。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを la に入 
れます。 

► エンジンを停止して、エンジンス 
イッチからキーを巧さ、ステア U 
ングび□ックされたことを確認し 
ます。 

► 周囲の状況にま意しなびら柔員を 
車から降ろして、だだちにを全な 
場所に避難させます。 

► 車載工具 （7-4、已）から、輪止め、 
ジャッキ、ホイールレンチ、ガイ 
ドボルトを準備しまず。 

C 已已 AMG は、応急用スペアタイ 
ヤを取り出してひら（7-7)、工具 
類や電動エアポンプ、応急用スぺ 
アタイヤ用ホイールボルトを準備 
します。 
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万一のとさ 


輪止めをずる 

► 交換するタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをします。 

やむを得ず傾斜地でタイヤ交換を 
するとさは、が下のよラに輪止め 
をします。 

• 前輪のいずれかを交換するとさ 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

• 後輪のいずれひを交換ずるとさ 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをします。 

知識 

輪止めは]個車載されていまず。 
ちラ]個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使 
用してください。 



G 応急用スペアタイヤを取り出ず 


C 已已 AMGLU 夕I•の車種 


C 55 AMGii (外の車種 
①応急用スペアタイヤ 

応急用スペアタイヤ①は、車載工具な 
どび収納されているトレイの下に収納 
ごれています。 

► トランクフ□アマットを開をまず 

(3-36)。 

► ラゲッジトレイ、および車載工具 
などび収納されているトレイを取 
り出しまず (7-4) 〇 

► 応急用スペアタイヤ①を取り出し 
ます。 


パンクしたとき 

C 已已 AMG 


C 己已 AMG 

® 応急用スペアタイヤ 
感 スクリュー 

C 百百 AMG 

► トランクフ□アマットを開さます 

(3-36)。 

► スクリュー感を反時計回りにまわ 
して取り外します。 

► 応急用スペアタイヤ③を取り出し 
ます。 

















万一のとさ 


I 


告 A 


応急用スペアタイヤに交換した 
とさは、必ず SOkm / hl ； (下で走 
行してください。また、 ESP の 
機能を解除しないでください。 

応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、でさるだけ早 
く標準タイヤに戻してくださし、。 

応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズび異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場合、 
走行特性び大さく変化します。 
十分ま意して走行してくださし、。 

どんな場合でち、タイヤの許容 
最高速度を超える速度で走行し 
ないでください。タイヤびパン 
クして事故につなびるおそれび 
ありまず。 


ま意！ 

-トレイや応急用スペアタイヤを 
取り出ずとさは、必ず保護のた 
め手袋を着用してください。素 
手で作業するとけびをするおそ 
れびありまず。 

-応急用スペアタイヤを2本(上 
装着して走行しないで < ださい。 

-応急用スペアタイヤは各車種専 
用です。他車の百のは使用しな 
いでください。 


r ジャッキアップ 



①ホイ ー ルレンチ 

► ホイールレンチ①で、交換する夕 
イヤのホイールボルト（已本）を 
約]回転ほどゆるめます。 

この時点では、ホイールボルトを 
取り外しません。 


7-8 















万一のとさ 


I ■ 


注意！ 

ホイールレンチを使用ずるとさに、 
ホイールレンチびホイールボルト 
からがれるとけびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれび 
あります。下の点にま意してく 
ださし、。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んでください。 

-足で踏んでまわさないでくだ 
さい。 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよ5にしなびらまわして 
くださし、。 



► ジャッキ八ンドル③を、矢印の方 
向に起こしてから、時計回りにま 
わずと、ジャッキ アームび 上びり 
ます。 


を意！ 

. 車載のジャッキはこの車専用 
でず。(下の点にミ主意してく 
ださい。 

◊かたくてずべりにくい、水平 
な場所で使用してください。 

◊この車のタイヤ交換!;(外には 
使用しないでくだごい。 

◊不具合や損傷びあるとをは使 
用しないでください。 

◊ジャッキサポート(がの場所 
に使用しないでください。 

• ジャッキアップずる前に柔員や 
荷物を車ひら降ろしてください。 7 

* ジャッキの下に、ブ□ックや木 
巧などを置いてジャッキアップ 
しないでください。ジャッキ 
アップした車び落下するおそれ 
びあります。 
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万一のとを 


I 



③ ジャッキヴポート 

④ ジャッキアーム 

⑤ ジャッキ 


► ジャッキ⑥のジャッキアーム④を 
ジャッキサポート③の位置に合わ 
せます。 

知識 

ジャッキヴポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられていまず。 


ま意！ 

•ジャッキ アームび 正しくジャッ 
キサポートに入っていることを 
確認してくださし、。 

-側面からみて、ジャッキび垂直に 
なるよラに取り付けてください。 

-ジャッキの底面び、確実に路面 
に接地ずるよラに取り付けてく 
ださい。 



(ち）正しい取り付け方 
(ち）間違った取り付けち 




► ジャッキ八ンドルを矢印方向にまわ 
し、タイヤび地面から離れるまでゆ 
つくりとジャッキアップしまず。 
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万一のとさ 


I ■ 


警告 A 


車び車載のジャッキだけですえられ 
ているとさは、絶巧に車の下に身体 
を入れないで<ださい。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
びをずるおそれびありまず。ジヤツ 
キは車を一時的に持ち上げるとさだ 
けに使用してください。 


ま意！ 

-ジャッキアップしているとさ 
は、エンジンを始動したり、ド 
アやトランクを開閉したり、 
ノてーキングブレーキを解除しな 
いでください。車び落下するお 
それびありまず。 

• ジャッキアップしたとをのタイ 
ヤの高さは、地面から 3 cm じ ( 
内にしてください。 



⑥ガイドボルト 


► 上側のホイールボルトを]本がし 
ます。 

► そのネジ巧に、ガイドボルト⑥を 
ねじ込みまず。 

► 残りのホイールボルトを外して、 
タイヤを取りがしまず。 


ま意！ 

-ホイールボルトに砂やおを付け 
ないよラにま意してください。 

. タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびありまず。 

• ホイールを外したとをは、ホ 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。 U ムの凹 
みや巧びりは空気圧低下の原因 
になり、タイヤを損傷ずるおそ 
れびありまず。 
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万一のとさ 


I 


ホイールボルト 



① 標準タイヤ用ホイールボルト 
® 応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 


► 応急用スペアタイヤを取り付けるた 
めのホイールボルトを用意します。 

応急用スペアタイヤ用ホイールボ 
ルト® (短いホイールボルト）を 
使用して < ださい。 


警告 A 


. 標準タイヤ用ホイールボルトで 
応急用スペアタイヤを取り付け 
ないでください。 

ホイールを確実に取り付けるこ 
とびでをず、ブレーキシステム 
を損傷したり、走行中にタイヤ 
び外れて事故を起こすおそれび 
友0まず。 

-ホイールボルトは、ホイールに 
適合した純正品だけを使用して 
ください。純正品しソがのボルト 
を使用すると、タイヤび外れて 
事故を起こすおそれがあります。 


知識 



応急用スペアタイヤに添付された、応急巧ス 
ペアタイヤ巧ホイールボルト霞 


• 応急用スペアタイヤ用ホイール 
ボルトは、応急用スペアタイヤ 
に添付されているか、車載工具 
(7-4) に収納されています。 

• 応急用スペアタイヤ用ホイー 
ルボルトには、ボルト頭部び 
中空になっていない物ちあり 
ます。 
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万一のとさ 


ま意！ 

-ホイールボルトに損傷や鐘びあ 
るときは交換してください。ま 
た、ネジ山にはみしてオイルや 
グ U スを塗巧しないでくださ 
し、。ボル h びゆるむおそれびあ 
0ます。 

-ホイール八ブのネジ山び損傷し 
ているときは走行しないで、指 
定サービスエ場に連絡して < だ 
ごし、 



応急用スペアタイヤの取り付け 


① ガイドボルト 

② 応急用スペアタイヤ 

► 応急用スペアタイヤのホイールお 
よび八ブの接合面に砂や巧れなど 
びないことを確認しまず。 

► ガイドボルト①に合わせて応急用 
スペアタイヤ③を取り付けまず。 

► 4本のホイールボルトを取り付け 
て、軽< 締め付けまず。 

► ガイドボルトを取り外し、已本目 
のホイールボルトを取り付けて、 
軽 < 締め付けまず。 


パンクしたとき ■ 
警告 A 


ジャッキアップした状態で、ホイー 
ルボルトを強<締め付けないで<だ 
さい。締め付ける勢いでジャッキ 
びがれるおそれびあ0ます。 

知識 

応急用スペアタイヤび回転方向の 
指定されたタイヤの場合、取り付 
ける位置によって、回転ち向び逆 
向をになってしまラことびありま 
す。応急的な走行には支障ありま 
せんび、ずみやかに標準タイヤに 
戻してください。 
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万一のとさ 


I 


応急用スペアタイヤに空気を入れる 
(C 已已 AMG ) 



WJJ IM4W-3I 


電動エアポンプ 

① フラップ 

② 電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧ゲージ 

⑤ エアホース 

⑥ 空気圧調整バルブ 


C 已已 AMG の応急巧スペアタイヤは 

空気を入れて使用しまず。 

► 電動エアポンプのフラップ①を開 
をます。 

► 応急巧スペアタイヤのバルブキャ 
ップをがします。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を 
応急用スペアタイヤのバルブに取 
り付けます。 

► 電動エアポンフの電源スイッチ② 
を〇 (オフの位置）にします。 

► エンジンスイッチを〇の位置にし 
て、ライター （6 -吕已）を巧を取つ 
たソケットに、電源プラグ③を差 
し込みます。 


※電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びあります。使用方法び 
わか6ないときは、指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 


► 空気圧調整バルブ⑥び閉じている 
ことを確認します。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を I (オンの位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れまず。 
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► 空気圧 ゲージ ④び 3 .已 バールになつ 
たら電動エアポンプの電源スイッ 
チ②を〇 (オフの位置）にします。 

3.已バールを超えたとをは、空気 
圧調整バルブ⑥をゆるめて空気を 
抜いて調整しまず。 

► ライターソケットか5電源プラグ 
③を巧さ、応急用スペアタイヤの 
バルブからエアホースを取り外し 
まず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤ 
ップを取り付けます。 


万一のとさ 


I ■ 


警告 A 


-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、火災を起こずお 
それびありまず。必ず規定の空 
気圧を巧ってください。 

• タイヤに空気を入れすざないで 
ください。空気を入れずざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やずくなりまず。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 


ミ主意！ 

-電動エアポンプを作動させると 
さは、電動エアポンプに貼付さ 
れている取扱方法ち参考にして 
ください。 

-応急用スペアタイヤを取り付け 
る前に、応急用スペアタイヤに 
空気を入れないでください。 

-電動エアポンプを連続して已分 
ムソ上作動させないでください。 
ポンプび過熱して損傷したり、 
火傷をずるおそれびあります。 

-電動エアポンプを再び作動させ 
るとさは、ポンプび;令えた状態 
になっていることを確認してく 
ださい。 


-電動エアポンプを作動させてい 
るときはエンジンを始動しない 
で < ださし、。 

-電動エアポンプは作動中に金属 
部分などび熱くなりまず。おず 
手袋をして作業してください。 


7-15 





万一のとさ 


パンクしたとき 
ジャッキダウン 

► ジャッキ八ンドルを反時計回りに 
まわし、ゆっくりボディを下げて 
タイヤを接地させます。 

► ジャッキをかします。 



► 図の順番でホイールボルトを均等 
に締め付けます。 


ホイールボルト締め付けトルク： 

11 k 有 - m (110 Nm) 

タイヤ交換後は、指定サービスエ 
場などでホイールボルトの締め付 
けトルクを確認してくださし、。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具や輪止めなどととちに元の位 
置に戻しまず。 


ま意！ 

-ホイールレンチを使用するとき、 
ホイールボルトからがれると、 
けびをしたり、ホイールボルト 
を損傷するおそれびあります。 
じ(下の点にを意してくださし、。 

◊ホイールレンチを確実に差し 
込んでくださし、。 

◊足で踏んでまわさないでくだ 
さい。 

◊両手で握り、ホイール側に押 
し付けるよラにしなびらまね 
してください。 

また、ホイールレンチにパイプ 
を継ぎ足してまわずなど、必要 
しソ上にホイールボルトを締め付 
けないでください。ホイールボ 
ルトやネジ巧を損傷するおそれ 
びあります。 

-応急用スペアタイヤを収納す 
るとをはスク U ユーで確実に 
固定してください。 


7-16 










けん引 


ま意！ 

-けん引はでさるだけ避けて<だ 
さし、自走できなし''ときは、専 
門業者に依頼して車両運搬車で 
移送して < ださい。 

-やむを得ず、他車にけん引して 
ちらラときはじ(降に記載する説 
明に従ってください。 


万一のとさ 




けん引フックの取り付け 


1」ア 

① マーク 
③ カバー 



フ□ント （ C 已己 AMG ) 
① マーク 
© カバー 



フ□ント（巳已已 AMG じ(外の車種） 
① マーク 
③ カバー 
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万一のとさ 


けん引 

けん引フックを取り付ける 

► 車載工具ひらけん引フックとホイ 
ールレンチを取り出します。 

► カバー②の マーク ①を押し、カバ 
一を手前に引いて取り外します。 

► 巧部のネジ巧にけん引フックをね 
じ込み、止まるまで手で締め込み 
ます。 

► ごらに、ホイールレンチの柄の部 
分をけん引フックの U ング部分に 
差し込み、確実に締め付けます。 


けん引ずる 

エンジンを5台動でをるとを 

► エンジンを始動して、セレクター 
レバーを Ul に入れまず。 

エンジンを始動でさないとを 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
らセレクターレバーを 151 に入れ 
ます。 


ま意！ 

けん引されるとさは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください （4- 
30)。ホイールび回転すると車び 
自動的に施錠され、車外に閉め出 
されるおそれびあります。 


知識 

バッテ U — あびりなどでセレク 
ターレ バーを15■から動かずこと 
びできないときは（已 -21) をご覧く 
ださい。 


フ□ントまたはリアをつり上げてけん 
引ずるとを 

► セレクターレバーを1¢■こ入れます。 
► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

ミま意！ 

フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引するとをは、必ずエンジン 
スイッチを0の位置にしてくださ 
し、。 ESP び作動して接地している 
タイヤにブレーキびかかりまず。 
また、ブレーキシステムを損傷す 
るおそれびありまず。 
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万一のとさ 


注意！ 

• 一般道では 30 km / hli (下の速度 
で、距離は已 0 km じ(内に限り、 
けん引走行ずることびでさまず。 

距離び已 0 km を超えるときは、 
車両運搬車などを使用して4輪 
を持ち上げた状態で搬送する 
か、プ□ペラシャフトを取り外 
す、または U アをつり上げてけ 
ん引してください。トランス 
S ッションを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

. 4 MAT に車をけん引ずるとき 
は、駆動系部品などを損傷ず 
るおそれびありまずので、車 
両運搬車などを使用し、4輪を 
持ち上げた状態で搬送してく 
ださい。 

-トランスミッションび損傷して 
いるとをは、専門業者に作業を 
依頼し、プ□ペラシャフトを外 
してからけん引を行なってくだ 
さい。 


• エンジンを停止した状態でけん 
引走行するとさでち、エンジン 
スイッチからキーを巧かないで 
<ださい。ステア U ング□ック 
び作動し、ステア U ング操作び 
でさな < なります。 

-エンジンびかかっていないとを 
は、ブレーキやステア1」ングの 
操作に、が苗に大さな力び必要 
になります。 

-けん引□ープを使用してけん引 
されるとさは、(下の点にま意 
して < ださい。 

◊□ープは両車とをでをるだけ 
同じ側につないでください。 

◊□ープの長さは已 m じ(内とし、 
□ープの中央に白巧 （30 cm 
X 30 cm しソ上）を付けて2台 
の車び□ープでつなびれてい 
ることを周囲に巧おしてくだ 
さし、。 


けん引 ^I 

◊□ープに無理な力や衝撃びか 
からないよラにして < ださい。 

◊けん引フックじ(夕 W こは□ープ 
をかけないで < ださい。 

◊走行中、□ープをたるませな 
いように、前車のブレーキラ 
ンプにミ主意しなびら車間距離 
を調整してください。 

◊ワイヤー□ープやチェーンを 
使用しないでください。車を 
損傷ずるおそれびあ0ます。 

• 車両運搬車に積載して車両を 
固定するときは、固定□ープ 
をサスペンションなどのメン _ 
バー部分にかけないでくださ _ 
し、。車体を損傷するおそれび 
ありまず。 
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万一のとを 


オー八’ーヒートしたとさ 


r 一八‘ーヒートしたとを 


オーバーヒートしたとをは、じ I 下のい 
ずれかのを状びあ5ねれまず 

-水温計の針び約] 20でし U 上をおし 
ている 

* 冷却水に関する故障/警告メッ 
セージび表示される 

-エンジンルームから蒸気び出ている 


A 


-エンジンルームひら蒸気び出て 
いるとさや冷却水び吹さ出して 
いるとさは、ただちにエンジン 
を停止して、冷えるまで車から 
離れてください。漏れた液体び 
発乂して火災び発生ずるおそれ 
びあります。 

-水温び下びるまで、絶対にボン 
ネットや U ヴーブ タンクの 
キャップを開かないで < ださい。 
高温の蒸気や熱湯び吹さ出して 
火傷をずるおそれびあります。 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに、冷却水に関する故障/ 
警告メッセージび表示されたと 
きは （10-7) をご覧ください。 

-オーバーヒートした状態で走行 
したり、冷却水び吹さ出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にすると、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

-オーバーヒートしたとをは必ず 
指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださし、。 


オーバーヒートしたとさは、な下のよ 
ラに処置してください 

► ただちにま全な場所に停車します。 

► エンジンをアイド U ング状態で;令 
却しまず。 

エンジンフアンび停止していると 
さや、冷却水び吹さ出していると 
さは、エンジンを停止して冷却し 
て < ださい。 

► エンジンび十分に冷えてから、を 
却水量、水漏れ、エンジンフアン 
などを点検しまず。 

► 冷却水び不足していたら補給しま 

ず(8-7)。 

ま意！ 

冷却水は、エンジンび熱いときに 
補給しないでください。エンジン 
を損傷ずるおそれびあります。 
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万一のとさ 


バッテリーびあがったとき 


バッテ U —の電圧び低下し、エンジン 
の始動び困難なとをは、ブースター 
ケーブルを使用して、他車のバッテ 
U —を電源として始動することびでさ 
ます。容量の大をい太めのブースター 
ケーブルを使用してください。 


警告 A 


-作業を始める前に必ず Li (降に記 
載ずる説明を読んでください。 
説明を巧らないと、電気装備を 
損傷したり、バッテ U —び爆発し 
てけびをするおそれびあります。 

• ブースター ケーブルを使用して 
始動しているとをは、バッテ 
U —をのぞを込まないで<ださ 
し、爆発したときに、けびをす 
るおそれびあります。 

-たばこなどの火気を近付けたり、 
火花を発生させたりしないでく 
ださい。バッテ U —び爆発して 
けびをするおそれびあ0まず。 

-ブースター ケーブルを使用して 
始動しているとをは、バッテ 
1」一を傾けないで < ださい。 


バッテリーがあがったとさ 

知識 

• バッテ U —あびりなどで U モコ 
ン操作で解銳でさないとさは、 
エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解錠します(3-31)。 

-バッテ1」一あびりなどでセレク 
ターレバーを la から動かずこ 
とびでをないとさは（已 -21) を 
ご覧ください。 
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万一のとを 


バッテリーがあがったとき 
始動のち法 



ち八ンドル車 

① ® 端子 カバー 

② ©端子 

► バッテ U— 電圧び同じ （12V) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車 
を用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこ 
とを確認します。 

► パーキングブレーキを効ひせ、セ 
レクターレバーを la に入れます。 

► 救援車のエンジンを停止します。 


► 面車の電気装備をすべて停止しま 
す（エンジンスイッチを0の位置に 
します)。 

► 救援車のバッテ U- の©端テにホ色 
ブースターケーブルを接続しまず。 

► 自車の®端テカバー①を開をます。 

► 自車のバッテ U —の®端テに赤色 
ブースターケーブルの反対側を接 
続します。 

► 救援車のエンジンを始動して、ア 
イド U ング状態にします。 

► 救援車のバッテ U- の0端テに黒色 
ブースターケーブルを接続します。 

► 自車のバッテ U —の©端モ②に黒 
色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 


► 自車のエンジンを始動しまず。 

ミち意！ 

電気回路を巧るため、エンジンを 
始動したら、ただちにエアコン 
デイシヨ ナーや デフォッガーなど 
の電気装備を作動させてくだごい。 
ただし、ランプは点灯させないで 
くだごい。 

► 取り付けたとをと逆の手順でケー 
ブルを外しまず。 

► 必要のない電気装備を停止します。 
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万一のとさ 


注意！ 

-救援車により接続方法び異なる 
ことびありまず。接続前に救援 
車の取扱説明書ちお読みくだ 
さい。 

• 急速充電器などを接続してエン 
ジンを始動しないでください。 
車の電気装備を損傷します。 

-触媒装置の損傷を防ぐため、 LU 
下の点にミ主意して < ださい。 

◊ 「押しびけ」や下り勾配を利 
用してエンジンを始動しない 
で < ださい。 

◊エンジンび暖まっているとさ 
は、他車のバッテ U —を電源 
としてエンジンを始動しない 
で < ださい。 

◊エンジン始動を2〜3回試み 
てち始動でをないとをは、時 
間をおいてから、再度始動し 
てくだごい。それでを始動し 
ないとさは指定サービスエ場 
へ連絡して < ださし、。 


• エンジンを始動でをたとさを、 
すみやかに指定サービスエ場で 
バッテ U —の点検を行なつてく 
ださい。 

-ブースターケーブルは、十分な 
容量（太さ）のケーブルを使用 
して < ださい。 

◊ケーブ J レ部分や絶縁部分び損 
傷しているちのは使用しなし、 
でください。 

◊ケーブルびエンジンフアンや 
Vベルトに卷を込まれないよ 
ラにしてください。 


知識 

-放電したバッテ U —液は、約一 
]crc でま結しまず。ま結して 
いるとさは、火気を近付けずに 
已〇亡じ(上にならないように 
バッテ U —全体を暖め、バッテ 
U -液を解凍してか5エンジン 
を始動してください。 


バッテリーがあがったとさ 

-バッテ U —びあびったり、バッ 
テ1」一の接続び一時的に断たれ 
ると、次にバッテ1」一を接続し 
てエンジンを始動したときに、 
マルチファンクシヨンディスプ 
レイに故障/警告メッセージ 
び表示されることびあります。 
このとさは政下の手順で再設定 
して < ださい。 

► ま全な場所に停車して、エン 
ジンを始動します。 

► ステアリングをいずれかの方 
向に止まるまでまわし、次に 
反対側へ止まるまでまわし 
ます。 7 

また、政下の作業が必要になる 
ことがあります。 

〇オーディオ*やマルチファ 
ンクシヨンコント□ーラー 
ホのプ U セットの再設定 

クドアウインドウのリセット 

◊スライデイングルーフ*の 
U セット 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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万一のとさ 


I III 


-ズの交換 


電気装備び作動しないとさはヒューズ 
び切れていることび考えられます。 

ヒューズび切れているとさは、ヒュー 
ズを交換してください。 

ヒューズー覧は (9-7) をご覧くださし、 


A 


規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズなどを使用し 
ないで< ださい。火災などび発生す 
るおそれびあります。 


ま意！ 

じ(下のよラなとさは、ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-ヒューズを交換してをすぐに切 
れるとさ 

-ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとさ 


トランク巧左側にありまず。 

► カバーを取り外して、さらに内側 
のカバーを取りがします。 

内側の カバーにヒューズ I」 ムー 
バーび収納されていまず。 



ランプスイッチ横のヒューズボックス I 



ランプスイッチの横、インストルメン 
トノ（ネルの運転席側側面にありまず。 

► 矢印の位置にドライバーなどを差 
し込み、カバーを開をます。 

ヒューズの配置表（英文）び入つ 
ていまず。 


※カバーのお状はイラストと異なる場合びあ 
ります。 
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万一のとさ 


r エンジンルーム内のヒューズボックス1 



① ノブ 

③ ヒューズボックス上面のカバー 

③ フック 

④ ヒューズボックスのカバー 


エ ンジンルーム内の運転席側にあり 
ます。 

► 2力所のノブ①を矢印の方向にまわ 
して、ヒューズボックス上面の力 
バー③を取りかします。 

► 2力所のフック③を外してヒュー 
ズボックスのカノ（一④を取りがし 
ます。 

► 閉じるときは、カバー④の後部を先 
に差し込み、手前側を密着させてか 
ら2力所のフック③を留めます。 

ま意！ 

L ソ下の点にま意して開閉して < だ 
さい。 

• ヒューズ ボックスの カバーを 取 
り外したとさ、内部に水分や雨 
などび入らないよラにして<だ 
ごし、。 


. ヒューズボックスのカバーを閉 
じたとを、カバー側のシールび 
正しく密着するよラにしてくだ 
さし、。 


ヒューズの交換 ■ 

ヒューズを交換ずる 

► ずべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

► ヒューズー覧 （9-7) を参考に、 

作動しない電気装備に該当するヒ 
ューズを確認します。 

► ヒューズ U ムーバーを使用して該 
当ヒューズを取り外します。 

► ヒューズを点検して、む線部び切 
れている（溶断）とさは同じ電流 
値（色）の予備ヒューズと交換し 
ます。 

7 

知識 

予備ヒューズは車載工具 (7-4.5) 

内にありまず。 
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万一のとさ 




電球の交換 


電球び切れてランプび点灯しないとを 
は、同規格•同容量の電球と交換して 
くだごし、。 

LED やキセノンヘッドランプ 、リアラ 
ンプ類はユニット交換になるため、必 
ず指定サービスエ場に作業を依頼して 
ください。その他の電球の交換を、指 
定サービスエ場に作業を依頼すること 
をお勧めします。 

やむを得ずお客様ご自身で交換すると 
さは、 Li (下のま意を巧って該当箇所の 
電球を交換して < ださい。 

電球一覧は (9-6) をご覧ください。 


警告 A 


-エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかひっているとさ、 
エンジンスイッチび吕の位置の 
とさは、キセノンヘッドランプ 
のバルブソケットや配線に手を 
触れないでください。高電圧の 
発生部分や高温部分びあり、そ 
れらに触れると非當にを険です。 

-キセノンヘッドランプのバルブ 
交換は、必ず指定サービスエ場 
で行なって < ださし、。 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの故障/警告メッセージ _ 

マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
ランプに関する故障/警告メッセー 
ジび表示されたときは （10-8) をご覧 
<ださい。 

このとをは、すみやかに電球を交換し 
て < ださし、。 

知識 

-ドア S ラーの方向指示灯は、す 
ベての LE □び切れたとさに、マ 
ルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに故障/警告メッセージび表 
おごれます。 

-方向指示巧の電球び切れたとを 
は、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイの故障/警告メッセー 
ジに加えて、メーターパネルの 
方向指示表示灯の点滅と音の間 
隔び短< なります。 
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万一のとき 


スタンバイランプ機能 

方向指示灯、車幅灯、テールランプな 
どの電球び切れると、他の電球び代替 
として点好しまず。 


r 電球の取り扱い_ ] 

電球を交換ずるとをは、しソ下の点にミ主 
意してください。 

-電球を交換ずるとさは、手袋など 
を着用し、直接手で電球に触れな 
いよラにして < ださい。 

電球は高温になるため、電球の表 
面にミ由などび付着ずると切れやず 
くなります。触れたとさは、薄め 
た中性洗剤を含ませた柔らかい巧 
で電球をよく拭いてください。 

-指定 L ソ外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷し 
たり、故障の原因になるおそれび 
あ0ます。 


電球の交換 ■ 

-電球び熱くなっているとさは、電 
球に触れたり、電球を取りがさな 
いでください。電球には圧力のか 
かったガスび封入されているため、 

破裂するおそれびあります。 

-落下したり、衝撃び加わった電球 
を使用しないでくだごい。破裂す 
るおそれびあります。 

■ 電球は子供の手の届ひなしところ 
に保管してくださし、。 
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点検と整備 




メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転するためには、指定サービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場ではじ(下のよ 
ラな点検を行ないます。 

-ダイムラー-クライスラー社指定 
の点検整備 

ダイムラー-クライスラー社の指 
示による点検整備項目びありまず。 
これらはメンテナンスインジケー 
ターの表示に応じて実施しまず。 

- ] 年および2年点検整備 

] 年、2年点検整備は、車検時を含 
め、法律で定められ実施ずるちの 
でず。なの点検時期をおすステッ 
カーび フ□ントウインドウに貼付 
してありまず。詳しくは指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検整備の時期を知らせ 
る目をとして、メンテナンスインジ 
ケーターび装備されています (4-8) 。 


整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料巧給時な 
ど、お客様び日常、車をご使用される 
中で、お客様ご自身の判断で実施して 
いただく点検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとをに異苗び発見され 
た場合は、すみやかに点検を受けてく 
ださし、。 
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点検と整備 


エンジン ルーム 



C 180 /C 200 


① 

冷却水リヴーブタンク 

8-6 

③ 

エンジンオイル 
フィラーキヤップ 

8-9 

③ 

ウォッシヤー液 
リヴーブタンク 

谷-14 

④ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

谷-1 ] 

⑥ 

ヒューズボックス 

7-2 己 

⑥ 

バッテ U- 

谷-含日 

⑦ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-8 



C 230 ( ちノ、ンド M レ車）/ C 280 


① 

:令却水リヴーブタンク 

8-6 

② 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

8-9 

③ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-14 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-1 1 

⑤ 

ヒューズボックス 

7-25 

⑧ 

バッテ U- 

8-20 

⑦ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-8 


※左八ンドル車の④および⑥と⑥は左ち対称の 
位置にあります。 



C 280 4 MATIC 


① 

冷却水リヴ’ーブタンク 

谷-目 

② 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

谷-目 

③ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-14 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-1 1 

⑤ 

ヒューズボックス 

7-25 

⑥ 

バッテ U- 

8-20 

⑦ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-8 


※④と⑥の上にはカバーび、⑥の上にはフィルターボックスびあります。 
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点検と整備 





C 5已 AMG (左八ンドル車) 


① 

冷却水リヴーブタンク 

8-6 

② 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

8-9 

③ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

谷-14 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-1 1 

⑥ 

ヒューズボックス 

7-2 己 

⑧ 

バッテ U- 

8-20 


※④と⑥の上にはカバーび、⑥の上にはフィル 
ターボッ クスびありまず。 

※ち八ンドル車の④および⑥と愈は左ち対称の 
位置にありまず。 


エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム巧の各所を点検をずる 
とさは(下の事項を厳守してくださし、。 

警告 A 


• エンジンスイッチからキーを巧 
いているときで石、冷却水の温 
度び高い場合にはエンジンファ 
ンなどび自動的に回転ずること 
びあります。エンジンファンな 
どの回転部分には身体や物を近 
付けないでください。 

-エンジンを始動しているとをや 
エンジンびかひっているとさ、 
エンジンスイッチび吕の位置の 
とさは、エンジンルーム内には 
手を触れないでください。 

イグニッシヨンシステムやキセ 
ノンへッドランプのバルブソ 
ケットや配線には、高電圧の発 
生部分や高温部分びあり、それ 
日に触れると非苗に危険です。 


知識 

巳已已 AMG には、エンジンオイル 
レベルゲージはありません。マル 
チフアンクシヨンデイスプレイの 
エンジンオイル量点検画面 (4-10) 
で点検し、必要に応じて規定量の 
オイルを補給してください。 
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点検と整備 


エンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いてくだごい。火傷や感電 
をしないよラにミ主意してくださし、。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、スチーム洗ををしないで<だ 
さい。 


環境 

Cp 

環境保護のため、 

オイルなどの各 

種の油脂類やフルードの交換およ 

び廃棄は、指定ヴ 
なって < ださい。 

ービスエ場で行 


ま意！ 

-ェンジンや補器類の熱や動をに 
十分を意してください。火傷や 
けびをするおそれびあります。 

-ラジェターに手を触れないでく 
ださい。火傷やけびをするおそ 
れびあります。 

-作業はま全な場所を選択して巧 
なって < ださし、。 

-適切な工具を使用して<ださし、。 

-部品や工具をェンジンの上な 
ど、ェンジンルーム内に置かな 
いでください。中に落とすおそ 
れびあります。 

-油脂類（オイルなど）やフルー 
ド類（ブレーキ液、バッテ U- 
液、冷却水など）は、十分ミ主意 
して取り扱ってくだごい。万一、 
目に入った場合は、ただちに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師 
の該断を受けてください。 


エンジンルーム 

-ミ由脂類やフルード類び皮膚に付 
着したときは、ずぐに石けんを 
使用して洗い流してくださし、。 
放置すると皮膚障害を起こすお 
それびあります。 

-ミ由脂類やフルード類の容器は、 
テ供の手び届 < ところや火気の 
近<に保管しないでください。 


V ベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないことを確認してくだ 
ごし、。 
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点検と整備 




を却水 


n 令却水の量を点検ずる 



① バー 
③キャップ 
③リヴ ーブ タンク 


► 水平な場所に停車します。 

冷却水びをえている状態で 、 U 
ヴーブタンク③の白と黒の境目ま 
で液面びあれば適量です。 

または 

► 水平な場所に停車します。 

► 冷却水び冷えている状態で、1」ヴ 
ーブタンク③のキャッフ②を反時 
計回りにゆっくり約]回転までま 
わして、圧力を巧さます。 

► 圧力び抜けたら、キャップ②をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取りがします。 

► 液面びバー①に達していれば適量 
です。 


知識 

水温び高いときは液面び約]已 mm 
ほど高くなります。 

警告 A 


-水温び高いとさは、絶巧に U 
ヴーブタンクのキャップを開か 
ないでください。高温の蒸気や 
熱湯び吹を出して、火傷をする 
おそれびありまず。 

-不凍液をエンジンルームにこぼ 
さないよラにしてください。熱 
くなったエンジンに不凍液び付 
着ずると、発火して火傷をする 
おそれびありまず。 


を意！ 

冷却水の量び減り方び著しいとさ 
は、ただちに指定サービスエ場で 
点検を受けて < ださい。 
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点検と整備 


n ； 令却水を補給ずる _ ] 

冷却水び不足している場合は、冷却水 
び;令えているとさに U ヴーブタンクに 
補給します。 

► U ヴーブタンク③のキャッフ②を 
反時計回りにゆっくりと約]回転 
までまわして、圧力を抜さまず。 

► 圧力び巧けたら、キャップ③をさ 
日に反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外します。 

► 液面の高さにミ主意して冷却水を補 
給します。 

通常は水道水に純正の不凍液を混 
ぜて使用します。 

車を使用する地域（最低気温）に 
よつて濃度を変スます。 


不凍液の濃度 


不凍液混合率 

凍結温度 

約已0% 

-37で 

約已曰％ 

-4 曰 。 C 


ま意！ 

-:令却水の巧給は、冷却水び;ちえ 
てから行なってください。 

-:令却水には必ず不凍液を混ぜて 
<ださい。不凍液には防鐘の効 
果石あります。 


• 不凍液の濃度は已0%から已已％ 
の間にしてください。濃度を 
已已％じ(上にずると、：令却性能 
び低下します。 

-指定ムソがの不凍液や不適当な水 
を使用しないでください。鐘や 
腐をなどの原因になります。 

-不凍液は塗装面を損傷させま 
す。ボディに付着したときは、 
すぐ I こ水で洗い流してくださし、。 


冷却水^ ■ 

-冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 

• マルチフアンクションディスプ 
レイに冷却水に関ず る 故障/警 
告^ッセージが 表示されたと さ 
は、オーバーヒートしてエンジ 
ンを損傷するおそれびありま 
す。ただちに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


冷ま!]水の交換時期 

を去日水は時間の経過ととをに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。 

詳し < は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 
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点検と整備 


I I III 


エンジンオイル 


r エンジンオイルの量を点検ずる 



C 180/ C 200 

① エンジンオイルレベルゲージ 
③ 上限 ( max ) 

③下限 ( min ) 

C 已已 AMG にはオイルレベルゲージ 
はありません。マルチファンクシヨ 
ンディスプレイのエンジンオイル量 
点検画面で点検を行なつて< ださい 

(4-10)。 


► 水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動して、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、已分ほど待ち 
ます。 

エンジンびをえているときは、約 
3□分！;<(上待ちます。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜を取り、されいに巧いて差し込 
みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
①を抜を取り、付着したエンジン 
オイル量と巧れ具合を点検します。 
オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージ①の上限 （ max ) ②と下限 
( min ) ③の間にあれば正甫でず。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとを 
は、エンジンオイルフィラーキヤ 
ップを開いて、指定のエンジンオ 
イルを規定の量だけ補給します。 


を意！ 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにエンジンオイル量に関する故 
障/警告メッセージび表おされた 
ときは （10-9) をご覧ください。 

知識 

-エンジンオイルレベルゲージの 
上限 （ max ) ②と下限 （ min ) 
③の間は約2リットルでず。 

* 慣らし運転中のエンジンオイ 
ル消費量はを少増加すること 
びあります。また、頻繁にエン 
ジン回転数を上げて走行ずる 
と、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 
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点検と整備 


エンジンオイルを補給ずる 



C 吕30 / C 280/ C 280 4 MATIC 
① エンジンオイルフイラーキャップ 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を取り外します。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

ま全に十分を意して、作業を行 
なつてくだごし、。 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を取り付けまず。 


エンジンオイル 

警告 A 


エンジンオイルをエンジンルーム 
内にこぼさないでください。エン 
ジンび熱いとさにオイルび付着ず 
ると、発火して火傷をするおそれ 
びあります。 


を意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表示された 
ときは （10-9) をご覧ください。 
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点検と整備 


I I III 


r エンジンオイルの交換 _] 

エンジンオイルおよびフィルターは定 
期的に交換ずることをお勧めします。 
交換時期はメンテナンスインジケー 
ターを目まとしてください。ただし、 
交換時期は使用状況によつて異なりま 
すので、詳しくは指定サービスエ場に 
おたずねください。 


ま意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用してください。指定じ(がのエ 
ンジンオイルを使用して故障び 
発生した場合は、保証び適用さ 
れないことびあります。 

-種類の異なるエンジンオイルを 
混ぜないでください。エンジン 
オイルの特性び発揮されません。 


-エンジンオイルびエンジンルー 
ム内に付着したとさは完全に巧 
を取ってください。 

-エンジンオイル量びをずざると 
故障の原因になることびあり 
ます。 


. エンジンオイルの減り方び著し 
いとさは、ただちに指定サービ 
スエ場で点検を受けてくださし、。 

-エンジンオイルに添加剤などを 
使用しないでください。エンジ 
ンを損傷ずるおそれびあります。 


r 使用ずるエンジンオイル _ I 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所のが気温度に合わせて選 
択してください。 

M 気温度 SAE グレード 


.F の C 
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ブレーキ液 


ブレーキ液の量を点検ずる 


ブレーキ液 U ザーブタンク上面の 
カバーを取り外します （7-2 己）。 


ブ レーキ 液 U ザー ブタンクのレべ 
ルインジケーターで点検しまず。 

ブレーキ液の液面びレベルインジ 
ケーター上限 （ MAX ) ①と下限 
(Ml N )® の間にあれば正萬です。 


カバーを外した状態 
ち八ンドル車 

①レベルインジケーター上限 ( MAX ) 
® レベルインジケーター下限 （ MIN ) 



点検と整備 


ブレーキ液 

ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告六ツセージび表示されたときは 
(10-6) をご覧ください。 
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r ブレーキ液の交換_ I 

定期的に指定サービスエ場で交換をし 
てください。詳しくは指定サービスェ 
場におたずねくださし、。 


警告 A 


-マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにブレーキに関する故障/ 
警告メッセージび表示されたり、 
ブレーキ警告灯(已 -3 己）び点灯し 
たとをは、むやみにブレーキ液 
を補給しないで<ださい。補給 
によって故障び解消することは 
ありません。ま全な場所に停車 
して、指定サービスエ場に連絡 
して < ださし、。 

-必ず指定のブレーキ液を使用し 
てください。指定しソ外のブレー 
キ液を使用したり、他の銘柄を 
ミ昆ぜると、ブレーキの効を具合 
やブレーキシステムに悪影響を 
与え、ま全なブレーキ操作びで 
さな<なるおそれびありまず。 


• ブレーキ液のネ甫給は、エンジン 
び冷えてから行なってください。 
また、上限 ( MAX ) を超えないよ 
5に補給してください。あ面れ 
たブレーキ液び熱くなったエン 
ジンや排気系部品などに付着ず 
ると、発义して火傷をするおそ 
れびあ0ます。 
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点検と整備 


ま意！ 

-ブレーキ液の減りかたび著しい 
とさは、指定サービスエ場で点 
検を受けてくだごし、。 

-ブレーキ液の補給や交換は、指 
定サービスエ場で行なって<だ 
さい。 

-補給するとさは、ゴミや水び U 
ヴーブタンクの中に入らないよ 
ラにしてください。たとえルご 
なゴ S で石、 ブレーキび 効かな 
<なるおそれびあります。 


-レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給すると、 
走行中に漏れて塗装面を損傷ず 
るおそれびあります。ボディに 
付着したとさは、すみやかに水 
で洗い流して < ださし、。 


-ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
まず。劣化した状態で使用する 
と、苛酷な条件下ではベーパー 
□ックび発生ずるおそれびあり 
ます。 


ブレーキ液 ■ 

ベーパー□ック： 長い下りあや急な下 
りあなどでブレーキペダルを踏み続け 
ると、ブレーキ液び沸騰してブレーキ 
パイプ内に気泡び発生し、ブレーキぺ 
ダルを踏んでち圧力び伝わらず、ブ 
レーキび効かな < なる現象のことでず。 
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■ ウオッシヤー液 



「ウオ ッシャー液を補給ずる 



①ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップ 


A 


ウォッシャー液は可燃性です。乂 
気を近付けたり、近くで喫煙をし 
ないでください。また、エンジン 
び熱くなっているとさには補給し 
ないでくださし、。 


► U ヴーブタンクのキャップ①を開 
いて補給します。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ昆ぜ 

て使用しまず(9-10)。 

知識 

• ウォッシャー液には夏用とを用 
の2種類びありまず。夏用には 
ミ由膜の付着を防ぐ効果びあり、 
を用には凍結温度を下げる効果 
びありまず。 

• ワイパーウォッシャー液とへッ 
ドランプウオツシヤー液の U 
ヴーブタンクは兼用でず。 


を意！ 

-ウォッ シャー 液は、 U ヴーブタ 
ンクに補給する前に別の容器で 
適正なミ居合比にミ屋ぜてください。 

• 粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用すると、塗装面を損傷 
ずるおそれびありまず。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
とをは、ウォッシャーの操作を 
しないで < ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 

-へッドランプには樹脂製レンズ 
を使用してし''るため、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。純正 L ソがのウォッ 
シャー液を使用ずると、レンズ 
を損傷ずるおそれびあります。 

• マルチフアンクシヨンディスフ 
レイにウォッシャー液に関する 
故障/警告メッセージび表おご 
れたときは （10-10) をご覧くだ 
さし、。 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品およ 

び承認されている製品を使用してく 

ださい。詳しくは指定サービスエ場に 

おたずねください。 

タイヤの点検 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であるか点検します。 

► タイヤに大さな傷びないか、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないか点検します。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端 
にすり減っていないか点検しまず。 
ス U ップサイン(別冊「整備手帳」 
参照)び出ているときは、新しい夕 
イヤに交換しまず。 


警告 A 


-タイヤの摩耗には十分にま意し、 
ス U ップサイン(別冊 r 整備手帳」 
参照)び現われたら、すぐに交換 
してください。タイヤの溝の深 
さび 3 mm じ(下になると著しく 
滑りやすくなり、事故につなび 
るおそれびありまず。 

-必ず規定の空気圧を巧ってくだ 
ごい。燃料給油フラップの裏側 
に、規定のタイヤ空気圧を記載 
したラベルび貼付してあります 

( 8 - 18 )。 

-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いで<ださい。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびありまず。 


タイヤとホイール ■ 

. ホイールボルトはホイールに適 
合した純正品だけを使用してく 
ださい。純正品(外のホイール 
ボルトを使用ずると、ホイール 
び脱落して事故を起こすおそれ 
びあります。 

-再生タイヤを装着した場合、ま 
全性のな証はでをません。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 
ま意！ 

• タイヤに空気を入れてちすぐに 
空気圧び低下するとさは、パン 
クやホイールの損傷、タイヤバ 
ルブからの空気漏れなどのおそ 
れびあります。ただちに指定 
ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-タイヤのトレッドやサイド 
ウォールびひどくずり減った 
り、傷び付いているとをは交換 
して < ださい。 

-タイヤの摩耗は巧一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検する 
とさは、おずタイヤの内側石点 
検してくださし、。 

-ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
ま全性に支障をさたずおそれび 
おじます。 

-回転ち向び指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された 
回転方向の矢印などの指示に 
従つて装着してください。 


-路面の段差などを柔り越えると 
をは、速度を落とし、ま意して 
走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷ずるおそれびあり 
ます。 


-純正品または指定品が外のタイ 
ヤやホイールを装着ずると、道 
路運送車両法違反になることび 
あ0ます。 

-装着ずるタイヤは指定されたサ 
ィズ' および4輪と石同じ銘柄 
のちのにしてください。サイズ 
や銘柄び異なるタイヤを組み合 
わせて装着すると、操縦性に悪 
影響をおよぼし、事故を起こず 
おそれびありまず。 

-摩耗具合にかかわらず、日年し U 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換して < ださい。 

応急用スペアタイヤち同様に交 
換してくださし、。 


知識 

• 新品のタイヤを装着したとさ 
は、走行距離び約] 00 km を超 
えるまでは速度を控えて運転す 
ることをお勧めしまず。 

-タイヤ/ホイールは、オイルや 
グリ ース類の付着するおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管し 
て < ださし、。 


8-16 




点検と整備 


タイヤ □ーテー シヨン 



タイヤ□ーテー シヨ ンの方法 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
まず。 


百， 日日日〜 1 日，日日日 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 

タイヤ□—テーシヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えます。 


注意！ 

タイヤまたはホイールのサイズび 
前後で異なる仕様の場合は、タイ 
ヤロー 了 ー シヨ ンをわなわなし、で 
<ださい。前後のタイヤを入れ替 
えると車の安定性や操縦性が確保 
でさません。 


タイヤとホイール 

知識 

• タイヤ□ーテーシヨンを適切に 
実施ずると、タイヤの摩耗を均 
一化ずることがでさまず。この 
結果、タイヤの寿命を延ばすこ 
とびでさまず。 

-タイヤを入れ替えた後に空気圧 
を調整してください。 

指定空気圧は、燃料給油フラッ 
プの裏側に貼付してある空気圧 
ラベルで確認してください。 
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タイヤとホイール 
タイヤ空気圧ラベル 


①タイヤ空気圧ラベル 

タイヤ空気圧ラベル①は燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されていまず。 


タイヤ空気圧ラベル 

タイヤ空気圧ラベルはシンボル表記に 
なつています。 

柔車人数と荷物の量に応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整してください。 
単位は rbar ( = kg / 巳 m2 )」と 「 psi 」 
で示してし'!ます。 


知識 

"up to 210 km / h " の表示びある 
場合は 、" up to 210 km / h " の空 
気圧に調整してくださし、。 

ミち意！ 

必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 


※タイヤ空気圧ラベルは車種により異なるこ 
とびおります。 



LUFTDRUCK PRESSURE PRESSI0N PRESI0N 


点検と整備 
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点検と整備 


警告 A 


-空気圧のあいタイヤで走行しな 
いで<ださい。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびあります。必ず規定の空 
気圧を守ってくださし、。 

-タイヤに空気を入れずざないで 
ください。空気を入れずぎた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やすくなります。また、車両操 
縦性に悪影響をおよぼずおそれ 
びありまず。 


知識 

-曰頃からタイヤの空気圧を点検 
してくださし''。特に重し'!荷物を 
積んで高ま走行するとをなどは 
必ず行なって < ださし、。 

-走行した直後や炎天下のよ5に 
タイヤ自体び高温になっている 
ときは、約0.3 bar(k 呂 / cm 2)| ま 
ど空気圧び高くなります。空気 
圧はタイヤび冷えているとをに 
測定して < ださし、。 

-応急用スペアタイヤの空気圧 
は、応急用スペアタイヤのホ 
イールに貼付されているラべ 
ルまたはタイヤに記載されて 
し、まず。 


タイヤとホイール ■ 
環境 9 


定期的にタイヤの空気圧を点検し 
てください。タイヤの空気圧びイ氏 
いと、燃料をホ計に消費します。 
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c バッテリー取り扱いの一般的なま意 


[； バッテ U - の位置 


バッテ U —を取り扱ラとをはし U 下の点 
に十分ミ主意してくだごし、。 


ち八ンドル車 

① バッテリー 

② フイルターボックス 

③ フック 

④ クリップ 

バッテ U -①はエンジン J レームの助手 
席側、フイルターボックス③の下にあ 
ります。 

► ち八ンドル車は、 ホースと 八ーネ 
スをク U ップ④から取りがします。 

► 3力所のフック③をがして、フイ 
ルターボックス③を取りがします。 


A 


-バッテ U - を取り扱うときは、 
傾けたり横倒しにしないで < だ 
さい。バッテ I 」一液び漏れるお 
それびありまず。 

-バッテ U —の上に金属製の物を 
載せないでください。バッテ 
1」 一 びショートし、可燃性のガ 
スに引火して爆発するおそれび 
ありまず。 

-静電気の発生しやすいところに 
バッテ U —を近付けないで < だ 
さい。引火して爆発するおそれ 
びあります。 

-バッテ1」一液びを服や塗装面な 
どに付着すると、腐をび起こり 
まず。ただちにを量の流水で洗 
い流してください。 



-バッテ1」一液び目に乂ると失明 
ずるおそれびあります。バ'ッテ 
U —を取り扱うとさは、保護眼 
鏡を着用してくださし、。 

-バッテ U —液び皮膚に付着する 
と火傷を起こしまず。ずぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 

• バッテ1」ーケース側面部の液量 
表示び 「 min 」 が下のときは、 
エンジンを始動したりバッテ 
U —を充電しないでください。 
液量不足のまま充電すると、劣 
化を早めたり爆発ずるおそれび 
あります。ただちに点検を受け 
てください。 

-接続ずるときは、極性（プラス 
@、マイナス台）を間違えない 
よラにま意してください。 

-©端テと台端テをショートさせ 
ないでください。バッテリーが 
爆発するおそれびあります。 

-乂気は近付けないでくださし、。 
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ま意！ 

-指定のバッテ1」一を使用して< 
ださし''。詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 

-エンジンびかかっているとを 
は、バッテ U — S 品テをがしたり、 
ゆるめないでください。 

-定期的にバッテ U —の点検を行 
なってください。バッテ U —液 
び減っているとをはバッテ1」一 
液を巧給してください。 

. 車を長期間使用しないとさや、 
短距離、短時間の走行びをいと 
をは、通苗よりち頻繁にバッテ 
U 一液量などを点検して < だ 
さい。 

-バッテ1」一端子の接続を外す 
とさは、エンジンスイッチを0 
の位置にするかエンジンス 
イッチから キーを 抜を、すべ 
ての電気装置をオフにして< 
ださい。 


-バッテ U - を充電するとをは車 
から取り外してください。 

-バッテ U —端テの取り付けボル 
卜は確実に締め付けてくださし、。 

-バッテ U —端子を外したとさ 
は、じ(下の作業び必要になるこ 
とび友ります。 

〇オーディオ*やマルチファ 
ンクシヨンコント □ーラー 
* のプ U セットの再設定 

0ドアウインドウのリセット 

◊スライデイングルーフ*の 
U セット 


VRLA バッテリー 

バッテ U —のケースび黒色で、 上面に 
VRLA - 日 ATTERY のラベルびある場 
合は、バッテ U —液のレベル点検や補 
給はでをません。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないでください。 

点検については指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 

環境 9 


環境な護のため、使用済みのバッ 
テリーは、新しいバッテ U - をお 
買い巧めになった販売店に廃棄処 
分を依頼してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 


寒を時の取り扱い 


寒冷時には、通苗とは異なった取り扱 
いび必要です。必ず L ソ下のを意事項を 
守ってください。 


をが水/バッテリー 

指定サービスエ場で、冷却水の不凍液 
の濃度び適正であること、バッテリー 
の液量や充電状態に不足びないことを 
点検してください。 


エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 


ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用とを用びあ 
ります。を用の純正ウオッシャー液を 
使用してください。 


ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地ぼでは、ウィンタータイヤ、ス 
ノー•チェーンび必要です （8-吕6、吕7、 
9-14)。 

スノーチェーンは、ダイムラー.クラ 
イスラー社の指定品を使用してくださ 
し、。取り扱いについては、スノー 
チエーンに添付されている取扱説明書 
にしたびって < ださい。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
だごし、凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をま<地方の場合、] 
年に1度ボディ下回りの防鐘処理をず 
ることをお勧めします。 


積雪 

ボディやウインドウに雪び積ちったと 
をはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
あります。 
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点検と整備 


ドアやトランクの凍結 

ドアやトランクびま結しているときは 

(下のよラな方法で走行する前に解凍 

ずるか、氷を取り除いてくだごし、。 

-氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
<ださし、。 

. ドアやトランクび凍結して開かな 
し、ときは、開□部周囲にめるま湯 
をかけ、解凍してから開いてくだ 
さい。また、ドアやトランクの 
キー シ U ンダーにはめるま湯びひ 
からないよラにしてください。 

-再凍結を防止するため、を分な水 
分はきれいに拭を取ってくださし、。 

-凍結したまま無理にドアやトラ 
ンクを開こラとすると、周囲の防 
水シールを 損傷ずるおそれびあり 
まず。 


ボディ下部の着が 

-走行前にボディ下部やフェンダー 
の内側を点検してください。ブ 
レーキ関連部品やステア U ング関 
連部品、サスペンションなどに雪 
や氷塊び付着していたり凍結して 
いると、ボディを損傷したり、車 
のコント□ールを失って事故を起 
こずおそれびあります。 

また、フェンダーの内側に雪び詰 
まって固まってし''ると、ボディを 
損傷したり、車のコント□ールを 
失って事故を起こすおそれびあり 
9 〇 


-雪や氷塊び付着しているときは、 
めるま湯をかけるなどして、部品 
やボディを損傷しないよラにミ主意 
しなびら、雪や氷塊を取り除いて 
<ださし、。 


寒;ち時の取り扱い 

-走行中にち、はね上げた雪や水し 
ぶをび凍結し、氷となってボディ下 
部やフ I ンダーの内側に付着しま 
す。休憩時をこまめに点検し、雪や 
氷塊び付着しているとをは、大きく 
なる前に取り除いてください。 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 


ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、ドアウインド 
ウやスライディングルーフ * などび凍 
結しているとをに、無理に動かすと 
モーターを損傷ずることびあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作して < ださし、。 

また、ドアミラーは手で動ひさないで 
ください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 


乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから柔車してください。ペダルを操 
作するとをに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇りや 
すくなります。 


雪道を走行ずるとを 

雪道や凍結路面ではタイヤびが苗に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確保し、いつ石より控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

ま全な走行と操縦性を確保するため、 
(下のを意事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

-急八ンドル、急ブレーキ、急加速 
などを避けてください。 

• 走行^モードを C モードにして走行^ 
してください。 

-クルーズコント□ールを使用しな 
いでください。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍 
結し、ブレーキの効をび悪<なる 
ことびありまず。 

このよ5なとをは、後続車にミ主意 
しなびら低速で走行し、ブレーキ 
の効をび回復ずるまでブレーキぺ 
ダ J レを数回軽く踏んでくださし、。 
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点検と整備 


雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
ます。 


警告 A 


マフラーなどび雪に埋ちれた状態 
でエンジンをひけていると、排気 
ガスび車内に入り一酸化炭素中毒 
を起こしたり、中毒死するおそれ 
びあ0ます。 


駐車ずるとさ 

寒を時や積雪地での駐車時はしソ下の点 
にを意してください。 

-パーキングブレーキび凍結ずるお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、セレクターレ 
バーを la に入れ、確実に輪止めを 
して < ださい。 

-でさるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たるち向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび冷えず 
ぎないようにむびけてくださし、。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで 
ください。雪やつららび落ちてき 
てボディを損傷するおそれびあり 
ます。 


寒;ち時の取り扱い 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、 
フ□ントグ U ルの内側にダンボー 
ルや新聞紙などを挟まないでくだ 
さい。放置したままエンジンを始 
動ずると、火災や故障の原因にな 
0ます。 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 
ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行ずるとをは、ウィ 
ンタータイヤの装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 A 日 S や 
ESP 、4 MAT に*の効まび発揮され 
まず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にしてくださし、 (9-1 4)。 


* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 


ま意！ 

-回転方向び指定されているウィ 
ンタータイヤは、タイヤの側面 
に記された回転方向の矢印な 
どの指示に従って装着してくだ 
さい。 

• ウィンタータイヤの装着時に、 
応急用スペアタイヤを装着する 
と、車両ま定性や制動性能び大 
を<低下するのでミ主意して<だ 
ごい。 

-スペアタイヤは応急的に使用 
し、できるだけ早くウィンター 
タイヤに戻してください。 

-ウィンタータイヤの溝の深さび 
4 mml ； •(下になったときは、必 
ず新品と交換してください。 


• ウインタータイヤを装着してし、 
てち、雪道や凍結路面では、ク 
ルーズコント□ールを使用しな 
いで < ださい。 

• ウインタータイヤは、オイルや 
グリ ース類の付着するおそれの 
ない、乾燥した冷暗所で保管し 
て < ださし、。 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い ■ 


スノーチェーン 

ウィンタータイヤでち走行び困難なと 
さは、スノーチェーンを装着してくだ 
ごい。 

• スノー チェーン は、ダイ ムラー- 
クライスラー社の指定品を使用し 
てください。取り扱いについては、 
スノー チェーンに 添付されている 
取扱説明書に従つてくだごい。 

• スノーチ ; C — ンは必ず後輪に装着 
して < ださし、。 

• スノー チェーン装着時は約 
30 km / hii (下の速度で走行してく 
ださし、。 

• スノーチェー ン装着中は、 ESP の 
機能を解除したほラび走行しやす 
し、場合びありまず。 


ま意！ 

• C 20 0 L ソ外の車種は、標準夕 
イヤ/ホイールに スノーチェー 
ンを装着 しないでください。 

-指定品(外のスノーチェーンを 
装着ずると、タイヤからがれた 
り、車体に接触するおそれびあ 
りまず。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲 
の交通を巧ばない、ま全で平坦 
な場所で行なってくだごい。路 
面 I こ雪や凍結びなくなったとさ 
は、スノーチェーンをがしてく 
ださい。 


8 


※ウィンタータイヤ、スノーチェーンについ 
て、詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい 


8-27 




点検と整備 


■ II III 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でち車を美しくなつことびでをます。 

曰萬の手入れには、ダイムラー-クラ 
イスラー社び指定する用品のみを使巧 
して < ださし、。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
くださし、。 


警告 A 


-一部の合成ク1」ーナーなどには、 
揮発性有機溶剤や可燃性物質び 
含まれていることびありまず。 
カーケア用品を使用ずるとをは、 
必ず添付の取り扱い上のま意を 
読み、指示に従って<ださい。 

• 車内でカーケア用品を使用ずる 
とさはドアやドアウインドウを 
開さ、十分に換気してください。 
有機溶剤による中毒を起こした 
り、静電気び可燃性ガスに引火 
して义災を起こすおそれびあり 
9 〇 

. 車の手入れをずるとをに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
し'!でくださし、中毒を起こした 
り、気化ガスに引火して火災を 
起こすおそれびあ0ます。 

-カーケア用品は、子供の手び届 
くところや火気の近くに置いた 
り保管しないでください。 


-走行後は、ボディに付着したほこ 
りを毛ばたをなどで仏い落として 
ください。 

• 少なくと石月に]度は洗車してく 
ださい。 

-飛び石により塗装面を損傷すると、 
鐘の原因になります。早めに補修 
を行なってくださし''。 

-保管や駐車は、風通しの良し、車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

-おや虫の死びい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、ガソ U ンおよび タールな 
どび付着したとさは、ずみやかに 
巧さ取ってください。特に、鳥の 
ふんは塗装面を損傷しやすいので、 
でさるだけ早く水で洗い流してく 
ださい。 

-凍結防止剤び散布してある道路を 
走行したとさは、すみやかに洗車 
し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流してください。 


8-28 







-直射日光び強<当たる場所や走行 
直後でボンネットび熱くなってい 
るようなとをに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそ 
れびあります。 

-ボディの表面にステッカーやフィ 
ルム、マグネットなどを貼り付け 
ないでください。塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

-誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めに指定サービスエ場で補修す 
ることをお勧めしまず。 


車内 

• プラスチック部分は、少量の中性 
洗剤などを混ぜた水を柔らかいな 
に含ませておさ取りまず。 

また、乾いた巧や目の粗い巧、固 
し、 巧などを使用したり、強くこず 
らないでください。表面を損傷ず 
るおそれびあります。 

-ウインドウに、極細の熱線やアン 
テナ線びプ U ントごれている車種 
びあります。ガラス面の内側を清 
掃ずるとをは、湿った柔らかし、巧 
を使用して、熱線やアンテナ線に 
おって拭を取り、傷を付けないよ 
ラにま意してくださし、。 

また、乾し''た巧でおし''たり、研磨 
剤や有機溶剤を含むク U —ナーな 
どを使用しないでください。 


点検と整備 


曰常の手入れ ■ 

• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼り付けるとラジオなどの電波の 
受信性能び低下するおそれびあり 
まず。詳しくは指定サービスエ場 
におたずね < ださし、。 

警告 A 


エアバッグの収納部分には、有機 
溶剤を含むク U —ナーなどを使用 
しないでください。エアバッグび 
正常に作動しなくなり、けびをず 
るおそれびありまず。 
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点検と整備 


日常の手入れ 

洗車 

► ボディ全体にお圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流しまず。 

► 水に カーシヤンプーな どを混ぜた 
洗浄液を用意し、車全体にかけま 
す。が気取り入れ□付近では少量 
にし、ダクト内に洗浄液び残らな 
いよラにミ主意してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧さ 
取ります。 


洗車時のま意 

洗車をするとをは、し i (下の点にミ主意し 
てくださし、。 

-水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
び強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱<なっているよラな 
とをは洗車をしないでくださし、。 

-虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いてください。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

-洗車をするときはマフラーにま意 
してください。マフラー後端に触 
れて乂傷をしたり、けびをするお 
それびあります。 

-走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクび熱 
し化きに急激に冷やすと、ディスク 
を損傷するおそれびありまず。 


-ホイールには酸性のホイールク U - 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食ずる 
おそれびありまず。 

-ホイールク1」 ーナ ーなどでホイ ー 
ルを清掃した後にそのまま放置す 
ると、ブレーキディスクやブレー 
キパッドなどび腐をするおそれび 
ありまず。 

このよ5なとをは、しばらく走行 
して、 ブレーキ ディスクや ブレー 
キパッドを乾燥させてくださし、。 

-ヘッドランプを含むランプ類は樹 
脂製レンズでず。流水または水と 
カーシ ャンプーを混ぜた洗浄液で 
洗い流してください。有機溶剤や 
強アル カ U 洗剤などを使用したり、 
乾いた巧などで強くこずるとレン 
ズを損傷するおそれびあります。 
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点検と整備 


• パークト□ニックセンサー*を清 
掃するとをは、乾いた巧、目の粗 
し、巧、固い巧などは使用しないで 
<ださい。また、純正(がの手入 
れ用品を使用したり、強い力で乾 
巧をしないでください。センサー 
を損傷するおそれびあります。 


高圧式スプレーガンの使用 

-高圧式スフレーガンのノズルは、 
車から十分離して使用してくださ 
し、。水圧び高すざると、塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

-高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ざ目部分、サスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでくだごい。水圧び 
高いため、車内に水び侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷ずるお 
それびあります。 

. 高圧式スフレーガンのノズルを夕 
イヤに向けないでください。水圧 
び高いため、タイヤを損傷ずるお 
それびあります。 

-高圧式スプレーガンやスチームク 
1」ーナーでパークト□ニックセン 
ヴー*を清掃するとをは、セン 
ヴーから十分に離して使用してく 
ださい。水圧び高すぎると、セン 
ヴーや塗装面を損傷するおそれび 
あ0ます。 


曰常の手入れ 

自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車ずるとをは!;■(下の点 
にミ主意してください。 

. 車のミちれびひどいとさは、自動洗 
車機で洗車する前に水洗いをして 
<ださい。 

-自動洗車機び車のサイズに合って 
いることを確認してください。 

-洗車前にドアミラーを格納してく 
ださし、。 

-ワイパーを停止してください （5- 

30)。 

. 回転ブラシの硬さによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光沢び失 
われたり、劣化を早めるおそれび 
あります。 〇 

-洗車後は、フ□ントウインドウや "" 
ワイパーブレードに付着した洗浄 
液を拭き取つてくださし、。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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純正部品/純正ァクセヴ U - 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー.クライスラー社では、点 
検や整備に必要な純正部品を豊冨に巧 
意してし''ます。 

メルセデス.ベンツ純正部品は厳格な 
き準により品質管理されておりまず。 
点検や整備、修理のとさは必ず純正 
部品を使用して < ださし、。 

アクセサ U — についてち、ダイム 
ラー.クライスラー社またはダイム 
ラー-クライスラー日本株式会社び指 
定ずる製品だけを使用してくださし、。 


警告 A 


どんな場合でち、ブレーキ関連部品 
などの重要なま部品や走行系統に使 
用する部品に、純正部品(がの部品 
を使用しないでください。事故や故 
障の原因になります。 


知識 

純正部品(外の部品を使用したと 
をは、該当箇所だけでなく関連箇 
所に不具合び生じてち、保証を適 
用でをないことびありまず。 


環境 9 


ダイムラー-クライスラー社では、 
資源の有効利用を促進するため、 
U サイクル部品を積極的に導入し 
ていまず。 
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サービス’- 


純正部品/純正ァクセサリー 



ま意！ 

• ii (下の場所の周囲には、エア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーのセンサー類び取り付けら 
れていまず。これらの部位に 
オーディオなどを追加装備し 
たり、修理や飯金作業などを 
行なうと、エアバッグやシート 
ベルトテンシヨナーの作動に悪 
影響を与えることびあります。 

0エアバッグ 

◊ シー トベルトテンシヨ ナー 
◊インストルメントパネル 
0センターコンソール 
◊センター ピラーの フ□アパ 
ネル付近 

〇 U アシートクッシヨン下の 
フ□アパネル 

詳しくは指定サービスエ場におた 
ずね < ださし、。 


. 車の電子制御部品やソフトウェ 
アを改造しないでくだごい。事 
故や故障の原因になります。ま 
た、関連する他の装備にち悪影 
響をちえるおそれびあります。 

. 車載無線機など電装アクセサ 
U —を装着するとをは、指定 
サービスエ場にホ目談してくださ 
し、。装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響 
を与えることびありまず。また、 
電気配線を間違えると、火災や 
故障の原因になります。 

-ウインドウに透巧な吸盤を貼り 
付けないでくだごい。透明吸盤 
びレンズとして作用して、火災 
び発生するおそれびあります。 
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サービスデータ 


■ I II I I 


ークルプレート 


[エンジン番号 


「—ューカーノレート 



① ニューカー プ レー ト 

運転席側または助手席側のセンター 
ピラー下部に車の車台番号および力 
ラーコー ドを記載した ニューカープ 
レート①び貼付してあります。 



②エンジンま号 


エンジンブ□ックを部にエンジンま号 
②び巧刻してあります。 



G 車台番号 


③車台番号 


ち側前席足元のカーぺット下に車台番 
号③び巧刻してあります。 
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「3 シヨン」ートツレート 



④オフ シヨ ン コー ドプ レー ト 

ボンネットの裏側かトランク内後部、 
またはその両方にオプシヨンコード 
を記載したプレート④び貼付してあ 
りまず。 


サービス5 


ビークルプレート 









サービス デー タ 





注意！ 

電球を交換ずるとさは、車両に装 
着されてし>る電球の規格を確認し 
て < ださい。 


ランプ 

ワット数け見樹 

① 

ドアミラー方向指示打 

LED (発光ダイオード） 

③ 

フ□ントち向指示灯 

21 W 廣色） 

③ 

ヘッドランプ（上向き/下向き） 

3已 W (キセノン D 2 S ) 

④ 

へッドランプ（上向き） 

5已 W ( H 7) 


車幅灯、フ□ントパーキングランプ 

己 W 

⑥ 

フ□ントフォグランフ 

己已 W ( H 7) または已 5 W ( H ]]) 

⑥ 

八イマウントブレーキランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑦ 

ブレーキランフ 

21 W 


バックランプ 

21 W 


U ア方向指示打 

21 W (黄色） 


U アフォグランプ（ち側のみ）/ 
テールランプ、 U アパーキングランプ 

2 ] W / 己 W 

⑨ 

ライセンスランプ 

已 W 


※記載の内到ま、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス 5 



ヒューズボックス1 
(トランク内） 


ヒューズ番号/アンペア数/装置名 
1 30 A :シート調整(助手席側） 

吕 30 A :シート調整(運転席側)、ステア IJ ン 
グ調整 


3 7.已 A 

4 20 A 

己 

色 

7 7.已 A 

8 7.已 A 

9 2已 A 


10 40 A 


:ルームランプ 
:燃料ポンプ 
:未使用 
:未使用 

: NECK-PRO アクティブ‘へッドレスト 

:セントラル □ ッキングシステム、 
盗難防止警報システム、トランク 
才ープナー 

:セントラル □ ッキングシステム、 
ルームランプ、バニティ S ラー照 
巧、自動防目をミラー、レインセン 
サ ー、 スイッチ照明、スライディン 
グルーフ、盗難防止警報システム 
: U アデフォッガー 
:未使用 


5 A 


12 

13 

14 

1已7.已 A 

16 7.已 A 

17 

18 
1百 

吕〇 ] 已 A 


未使巧 

パークト□ニック、電話 
未使用 

燃料給油フラップ 

オプション 

未使用 

未使用 

未使用 

電動ブラインド 


ヒューズボックス2 
(ランプスイッチ横） 

21 30 A :セントラル□ッキングシステム、 
乗降用ランプ、ミラー調整、自動 
防眩 S ラー、ドア S ラー格納/展 
開、ドアミラーヒーター、フ□ン 
トドアウインドウ、 U アドアウイ 
ンドウ、スイッチ照明、シート調 
整(運転席側)、ステア U ング調整、 
トランクオープナー 

吕2 30 A :セントラル□ッキングシステム、 
乗降用ランプ、ドアミラー調整、 
ドアミラー格納/展開、ドアミ 
ラーヒーター、フ□ントドアウイ 
ンドウ、スイッ卖照明、シート調 
整(助手席側） 


吕3 

未使用 

24 7.已 A 

巳 D チェンジヤー 

吕已 30 A 

シートヒーター 

吕6 

未使巧 

27 30 A 

ステア U ング調整 

吕8 

未使用 

吕9 30 A 

シート調整〔運転席側) 


30 

4己 A 

31 

20 A 

32 

30 A 

33 

3日 A 

34 

30 A 

35 


36 

15 A 

37 


38 


39 


40 

7.己 A 

41 

15 A 


42 7.己 A 


ヒュースー覽 


:エアコンディショナー送風フアン、 
余熱ヒーター 

:スターター、ステア IJ ング□ック 
:セントラル□ッキングシステム 、 U 
アドアウインドウ、スイッチ照明 
:セントラル□ッキングシステム 、 U 
アドアウインドウ、スイッチ照明 
:シート調整(助手席） 

:未使用 

:電話、^ルチフアンクションコン 

卜□—フー 

:未使用 
:未使用 
:未使用 
:電話 

:エアバッグシステム警告灯、エア 
コンディショナ ー、 エアコンディ 
ショナー送風フアン、ドア□ック 
スイッチ、余熱ヒーター、非常点 
滅灯、リアデフォッガー、スイッ 
チ照日月、盜難防止警報システム、 
シートヒーター、パークト□ニッ 
ク、電動ブラインド、 U アヘッド 
レスト格納 

:エアバッグシステム警告灯、メー 
ターパネル 
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サービス デー タ 


ヒュースー覽 


ヒューズボックス3 
(エンジン ルー ム） 


43 

15 A 

ホーン 

44 

己 A 

オプション 

4已 

7.已 A 

エアバッグシステム警告灯、エア 
バッグコント□ールユニット 

46 

40 A 

ワイパー 

47 

1己 A 

ライター、 グ□ーブボックスランプ 

48 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

49 

7.已 A 

エアバッグシステム警告灯、エア 
パッグ/サイドバッグコント□一 
ルユニット 

已〇 

己 A 

スイッチ照日月 

已1 

7.已 A 

エアつンデイショナー、エンジン 
冷却ファン、余熱ヒーター、へッ 
ドライト照射角度調整 

已2 

20 A 

スターター 

53 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス、エン 


または 

2已 A 

ジン緊急停止 

已4 

1己 A 

エンジンエレクト□ニクス、エン 
ジン緊急停止 

已已 

7.已 A 

ESP 、 トランス=ッションエレク 
卜□ニクス 

已色 

己 A 

A 巨 S、ESP 

已フ 

己 A 

ESP 、 スターター 


已8 


未使用 

已9 

已 OA 

A 巨 S、ESP 

已〇 

40 A 

ABS、ESP 

巨1 


未使用 

已吕 

己 A 

A 巨 S 、 ブレーキランプ、診酣ソ 
ケット、□—ビーム 、 ESP 

63 

己 A 

□—ビーム、ヘッドランプウォッ 
シャー、ドアミラー調整、ドア S 
ラー格納/展開 

巨4 

ISA 

オーディオ、マルチファンクシヨ 
ンコント□—ラー 

巨己 

40 A 

オプシヨン 


(A203 545 09 00 2004-12-06) 


《 この仕様は取扱説巧書作成時点のちので-予吉なく変更されることびあ0ます。 


知識 

仕様/装備などの違いにより、装 
備されているヒューズび異なるこ 
とびありまず。 
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サービス 5 


オイル-液類 


オイル-液類 


必ずダイムラー-クライスラー社の純 
正品または指定品のみを使用して<だ 
さい。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
<ださい。 


油脂類 

車種 

容量り） 

指た □□d 

備考 

エンジンオイル 

C 180/ C 200 

約已.已 

承認オイル 

オイルフィルター分を含む 

C 230 / C 2谷0 

約谷.日 

C 280 4MATIC 

C 5已 AMG 

約8.曰 

ディファレンシャル 
オイル 

全車 

— 

承認オイル 

八イポイドギアオイル 
SAE90、85W90 

パワーステアリング 

オイル 

全車 

— 

純正パワーステア 
リングオイル 

専用オイル 

ブレーキ液 

全車 

— 

純正ブレーキ液 

□ 0T4 規格 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


■ I I II I III 


油脂類 

車種 

容量り） 

t 曰た□□吕 

備考 


C 180/ C 200 

約 5. 6 



を却水 

C 230 / C 280 

C 280 4 MATIC 

約7.] 

純正不凍液 

水に純正不凍液をミ居ぜて 
使用。濃度にミ主意 （8-7) 


C 已已 AMG 

約]在〇 



ウォッシャー液 

全車 

約巨.日 

純正ウインドウ 
ウォッシヤー液 
冬用、夏用 

水と純正ウォッシャー液を 
混ぜて使用 

バッテ U - 

全車 


1 2 V / I 00 Ah 

エンジンルーム内に装備 

エアコン 冷媒 

全車 


R 134 a 

R -1 2を使用しないこと 

燃料 

全車 

約巨2.日 

無鉛プレミアム 
ガソリン 

警告な点灯時の残量 
約 8.0 C 

( C 已已 AMGI ま約10'0£ ) 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス 5 


オイル-液類 


ま意！ 

• オートマチックトランス S ッ 
ションオイルの交換については 
別冊「整備手帳」をご参照くだ 
さい。 

• オートマチックトランス S ッ 
ションオイルは専用品のみを使 
用してください。 

• 才ートマチックトランス S ッ 
ションオイルの漏れを見つけた 
り、トランスミッションの作動 
に異常を感じたとさは、指定 
ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださし、。 


-無鉛プレミアムガソ U ンを使用 
して < ださい。 

-指定ながの燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用ず 
ると、燃料系部品の腐をや損傷 
などによりエンジンび故障した 
り、火災び発生するおそれびあ 
ります。 

-指定!;■(がの燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用し 
て、故障び発生した場合は保証 
の適巧外となりますので、ご了 
承ください。 
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※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス デー タ 


タイヤとホイール 


タイヤとホイール 


[標準ホイール 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

C ] 谷0 

前輪20曰/已 5 R ] 6 
後輪22己/已 OR ] 6 

前輪 7 JX 16 
後輪 8 JX 16 

前輪31 mm 
後輪 32 mm 

C 200 

20己/已曰 R ] 巨 

7 JX 16 

31 mm 

C 230 

C S 3 日スポーツパッケージ 

mm 22已 / 4已 R ] 7 
後輪24曰/ 40 R 1 7 

前輪7.已」 X 17 
後輪 8.5 JX 17 

前輪 36 mm 
後輪 34 mm 

C 2谷0 

C S 8 日スポーツパッケージ 

前輪22曰/ 45 R ]7 
後輪245 / 40 R 1 7 

前輪 7.5 JX 17 
後輪 8.5 JX 17 

前輪 36 mm 
後輪 34 mm 

C 2谷0 4 MATIC 

前輪225 /45 R 17 
後輪24己/ 40 R 1 7 

前輪 7.5 JX 17 
後輪 8.5 JX 17 

前輪 36 mm 
後輪 34 mm 

C 已已 AMG 

前輪225 /40 R 18 
後輪24己/ 3已 R ] 8 

前輪 7.5 JX 18 
後輪8.己」 X ] 谷 

前輪 30 mm 
後輪 34 mm 


注意！ 

-タイヤまたはホイールのサイズ 
び前後で異なるとさはタイヤ 
□ 一 ~ T ーシヨンを行なわなし、で' 
<ださい。 


• C ]80 、 C 230 、 C 280 、 C 
28日 4 MATIC 、 スポーツパッ 
ケージ装備車、 C 已己 AMG の 
標準タイヤ/ホイールにはス 
ノーチェーンを装着しないで< 
ださい。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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応急用スペアタイヤ 


タイヤサイズ 


車種 


C ] 谷 0 
C 200 


C 230 

C 230スポーツパッケージ 
C 2谷0 

C 280スポーツパッケージ 


C 2谷日 4 MATIC 
C 己已 AMG 


T ] 2 已 / 90 R 1 6 
または 

T ] 2 已 / 80 R 1 7 


145 / 70 R 17 


サービス5 


タイヤとホイール 


ホイールサイズ 


吕.已〇巨 X ] 6 
または 
吕.已〇巨 X ] 7 


4.50 BX 17 


オフセット 

空気圧 

1 7 mm 

4.2 ba 「 / 巨 ] psi 

1 2 mm 

3-已 bar / 曰 ] psi 
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サービス デー タ 


タイヤとホイール 


G ウインタータイヤ 


車種 

ウィンタータイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

C ] 谷0 

20已/已曰 R ] 6 M+S 

7 JX 16 

吕] mm 

C 200 

20已 / 5曰 R ] 6 M+S 

7 JX 16 

31 mm 

C 230 

C S 3 日スポーツパッケージ 

22已 / 4曰 R ] 7 M+S 

7.5 JX 17 

3 巨 mm 

C 2谷0 

C S 80 スポーツパッケージ 

22已 / 4曰 R ] 7 M+S 

7.己 」X ]7 

3 巨 mm 

C 2谷0 4 MATIC 

22已 / 4曰 R ] 7 M+S 

7.已 」X ]7 

3 巨 mm 

C 目己 AMG 

20已 / 已 OR ] 7 M+S 

7.5 JX 17 

37 mm 

22已 / 4曰 R ] 7 M+S 

7.5 JX 17 

37 mm 


ま意！ 

ウインタータイヤのサイズはダイ 
ムラー-クライスラー社び指定ず 
るちので、日本国内で発売されて 
いるスタッドレスタイヤは、表記 
のサイズに対応していないことび 
ありまず。 


知識 

• スノーチェーンはウインタータ 
イヤの後輪に装着することびで 
をまず。 


• ウィンタータイヤや スノー 
チェーンについては、指定 サー 
ビスエ場におたずねく ださい。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス 5 


積載荷物の制限重量 


積載荷物の制限重量 


車種 

ルーフラック 

トランク 

し 全車 

1 00 kg 

100 kg 


I 知識 

積載荷物の制限重量には、 ルーフ 
ラックやアタッチ^ン トの重量ち 
含まれます。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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故障/警告メッセージ 


10-2 


. こんなとさは 



トラスレの原因と対応 10-11 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異南び発 
生すると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告やミ主意、対応などび表 
示されます。 

知識 

-故障/警告メッセージによって 
は警告音び鳴ることびありま 
す。また、重要度の高いメッセ 
ージは、赤色で表おされまず。 

-重要度の低いメッセージは、ス 

テア1」ングの IMBJIiHl や r •口 G 3、 

または U セットボタン (3-65) 
により画面を切り替えることび 
でさます。 

• 重要度の高いメッセージは画面 
を切り替えることびでさませ 
ん。このとさは故障内容び自動 
的に記憶されまず。 


ま意！ 

• 走行ずる前には必ずエンジンス 
イッチを2の位置にして、メー 
夕ーパネルの表示灯/ 警告灯び 
点灯し、マルチフアンクション 
ディスプレイび表おされること 
を確認してくだごい。 

. メーター パネルやディスプレイ 
び故障した場合は、表示灯/警 
告 I なや故障/警告メッセージび 
表おごれません。車の操縦性な 
どに悪影響をおよぼすよラな故 
障や異常び発生した場合は内容 
び確認でさないため、ただちに 
指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 

-表示される故障や不具合は、一 
部の限られた装備についてであ 
り、また表示される内容ち限ら 
れています。この故障表示の機 
能は運転ちを支援する装置で 
す。発生した故障に対処して車 
のを全性を維持する責任は運転 
ちにありまず。 


《記載の故障/警告メッセージは、 
取扱説明書作成時点のものです。マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイの 
表記などは、予告なく変更-追加さ 
れることびあります。 


10-2 






こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


文字メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

ABS 

ABS , ESP 
シヨウ つカノウ 

7ニュアルサンショウ 

故障のため A 巨 S と ESP び解除されている。同 
時に巨 AS わ辭除されている。 

ABS 、 ESP 、 日 AS は作動しないび、通常のブ 
レーキ時の制動力は確保されている。 

► 十分ミ主意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ABS 

ABS , ESP 
] ショウ 

故障のため A 巨 S と ESP び解除されている。同 
時に巨 AS ち辭除されている。 

ABS 、 ESP 、 日 AS は作動しないび、通常のブ 
レーキ時の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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10-3 










こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

ESP 

ESP 

シヨウフカノウ 
マニュアルサンショウ 

システムの自己診断び完了していないため、一 
時的に ESP び作動しない状態になっている。同 
時に巨 AS ち解除されている。 

ESP と BAS は作動しないび、通常のブレーキ 
時の制動力は確保されている。 

► 約 20 km/h 政上の速度で短い距離を走行してください。 

乂ッ セージび消えれば、作動でさる状態になりまず。 



電圧 j を下のため ESP び解除されている。 

バッテ I 」一び充電されていない可能性びある。 
同時に巨 AS も解除されている。 

ESP と BAS は作動しないび、通常のブレーキ 
時の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

► マルチファンクションディスプレイの表示にがってください。 


ESP 

] ショウ 

故障のため ESP び解除されている。同時に 
巨 AS も解除されている。 

ES 円ま作動しないび、通常のブレーキ時の制動 
力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点横を受けてください。 

トランスミッション 

] ウシ''ョウ 
テ、、 テンケン！ 

トランス S ッションの作動が制限されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点横を受けてください。 

SRS 

SRS シ方ム ] ショウ 
] ウシ'‘ョウテ'‘テンケン 

乗員保護補助装置び故障している。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を賣けてください。 


10-4 










こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


イラストメッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

圓 


ドアび完全に閉じていない状態で走巧している。 

► ドアを閉じて < ださし、。 



トランクび開いたまま走行している。 

► トランクを閉じて < ださい。 



盗難防止 警報 システム装備車： 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行し 
ている。 

► ただちに安全な場所に停車してください。 

► ボンネットを閉じて<ださい。 

iMl 


L ソ下の原因により、バッテリーび充電されて 

いない。 

• オルタネーターの故障 
- V ベルトの損傷 
. 電気システムの故障 

► ただちに安全な場所に停車して、 v ベルトを点検してくだ 
さし、。 

V ベルトが切れているとさ 

► 走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが切れていないとさ 

► すみやかに最寄りの指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


ドンアツテイカ 

A " ッテリグュウテ''ン 

バッテ U —の電圧び低下している。 

► エンジンを始動してください。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 


ドンアツテイカ 

テ''ンソウヒンスイッチむ 

バッテリーの電圧び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 
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10-5 














こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

团 

T レ-キ 

/ r ッド 

ブレーキパッドの摩耗び限巧に達している。 

► すみやかに指定サービスエ場でブレーキパッドを交換して 
ください。 


7巧 



画 

つ.、レ-キ 

IJ ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 

► すみやかに安全な場所に停車してください。 

オイ)レレ V 'ル 

し)る。 

► 走行しないでください。 


テンケン 


► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 
ても問題は解消しません。 

閥 

/ r - キンク'' 7" レ-キ 
カイシ'‘ョ 

パーキングブレーキを解除せずに走巧して 

し、る。 

► パーキングブレーキを解除してください。 


10-6 










ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状 






レイ軒クスイ 冷却水の温度び高ずざる。 

テイ外シテ I ングンテイシ！ 


V ベルトび切れている可能性びある。 


ラジェターの冷却ファンび故障している。 


こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


対応 

► ずみやかに安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止して<ださい。 

► ;><ッセージび消えてからエンジンを始動して<ださい。メッ 
セージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷するおそれ 
びあ0まず。 

► 冷却水湿度計 （3-6 己） で;令却水湿度を点検してくださし、。 

► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちに指定サービスエ 
場で点横を受けてください。 

► ずみやかに安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止してください。 

► V ベルトを点検して < ださい。 

V ベルトが切れていないとき 

► メッセージび消えない場合はエンジンを始動しないで<だ 
さい。エンジンを損傷ずるおそれびあります。 

V ベルトが切れているとを 

► 走行しないで<ださい。 

► 最寄りの指をサービスエ場に連絡してください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 


10 


10-7 








こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

|»1 

レイキャクスイ 
ホグユウ 

にユアルサンショウ 

冷却水量び不足している。 

► 冷却かを補給してください（8-7)。 

► 通常よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 

の 

ヒダリ □- ヒムランフ•り 

左へッドランプ(□—ビーム)び切れている。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


トトラ仆 ] ショウ 

ランプセンサーび故障している。自動的にラ 
ンプび点灯ずる。 

►マルチフアンクションディスプレイの各種設定で、ランプ 
を手動点灯に切り曾えてください（4-27)。 

► ランプスイッチでランプを点灯/消灯してください。 


1) 他のランプび切れたとさは、この例 L ソ外のメッセージび表示されます。 

車列■ランプいずれかに異常び発生ずると、その箇所と対応び表示されまず。 


10-8 








こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 


わゥユノサイ 

I ングン 
オイ)レレへ'、ル 
テンケン 

C 已已 AMG じ(が： 

エンジンオイル量び限巧まで下びっている。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してくださ 

い （8-8、日）。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 
定サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れていないか 

点検を受けてください。 


I ングンオイル 

I .日リツタツイカ 

巳己已 AM 巨： 

エンジンオイル量び不足している。 

► ずみやかに安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止して < ださし、。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してくださ 

い （8-8、日）。 


I ングンオイルレへ.、)レ 
テイ外シテ 

I ングンテイシ！ 

エンジンオイル量び不足している。エンジン 

を損傷するおそれびある。 

► ずみやかに安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止して < ださし、。 

► エンジンオイル量を補給し、エンジンオイル量を点横して 
ください （8-8、日）。 


I ングンオイルレへ’、ル 

I ングンオイル 
スクナク 

C 已已 AMG : 

エンジンオイル量びをすざる。エンジンや= 

元触媒コンバーターを損傷するおそれびある。 

► エンジンオイルを损いて<ださい。エンジンオイルを廃棄 
ずるときは規則に従ってくださし、。 


I ングンがルレ V ル 
ソクテイつカノウ 

C 已已 AMG : 

エンジンオイル量計測システムび故障して 

いる。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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10-9 






こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

ISI 


1 つじ(上のエレクト□ニックシステムび情報 
を伝達でさない状態になっている。^^〇^のシ 
ステムび故障している可能性びある。 

-冷却水湿度計 

• タコメーター 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


キ -3 

] 如ンシテクタ'‘サイ！ 

キーび機能しなくなっている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

^1 

クル-ス ''] ン阳-ルトリミッタ 
] ウシ'‘ヨウテ'‘テンケン 

クルーズコント□ールまたは可変スピードリ 
S ッターび故障している。 

► 指定サービスエ場でクルーズコント□ールまたは可変スピ 
ード IJ S ッターの点検を受けてください。 


ウォッ外 I キ 
机ユウシテクタ'‘サイ， 

IJ ヴーブタンク内のウォッシャー液量び最低 
レベルまで減ってし 1 る。 

► ウォッシャー液を補給してください（8-14)。 


10-10 












こんなとさは 


トラブルの原因と対応 H 


トラブルの原因と対応 


スイッチやボタンの表示な/警告な I 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

シートヒータースイッチの表示灯び点 

滅してし)る。 

多くの電気装備び使用されているために電圧 
び低下し、シートヒーターび自動的に停止し 
ている。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、シートヒーターは自動的に作動を開始 
しまず。 

エアコンデイシヨナーの AC スイッチ 

を巧してち、スイッチの表示口び点 
灯しなかったり、点滅ずる。 

エアコンデイシヨナーび作動しない。 

エアコンデイシヨナーの冷媒び不足している。 

► 指定ヴービスエ場でェアコンディシヨナーの点検を受けて 
<ださい。 

リアデフォッガースイッチの表示灯び 
点滅している。 IJ アデフォッガーび短 

時間で停止し、スイッチを押しても 
作動しない。 

多くの電気装備び使用されているために電圧 
び低下し、 U アデフォッガーび自動的に停止 
している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、 U アデフォッガーは自動的に作動を開 
始します。 
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10-11 









こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 

看え5れる原因および症が 

巧応 

C 己己 AM 白： 

センターコンソールの助手席エアバッ 
グオフ表示灯び点灯している。 

助手席にセンサー付を純正チヤイルドセーフ 
テイシートび装着されているため、助手席エ 
アバツグび作動しない状態になっている。 



助手席にセンサー付を純正チヤイルドセーフ 
テイシートび装着されていない場合は、チヤイ 
ルドセーフテイシート検知システムび故障し 
ている。 

► 助手席のシート座面に政下のをのを置いているとさは取り 
除いて < ださい。 

• 電源の入つたパソコン 
-携帯電話 

•磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いてわ助手席エアバッグオフ表 
示灯び点灯するとさは、指定サービスエ墙でチャイルドセ 
ーフテイシート検知システムの点検を受けてください。 

C 已已 AMG 外： 

センターコンソールの助手席エアバッ 
グオフ表示灯び一時的に点灯ずる。 

チヤイルドセーフテイシート検巧システムを 
装備していないため、センサー付さ純正チヤ 
イルドシートを装着してち、助手席エアバツ 
グび作動する状態になっている。 

► チャイルドセーフテイシートを後席に装着してください。 
やむを得ず助手席に装着ずるときは、前向きで使用し、助 
手席シートの位置をもっとも後ろの位置にしてください。 


10-12 





表示灯/警告な 


トラブル 考え5れる原因および症状 

m エンジンびかかってい故障のため A 巨 S び解除されている。同時に 
るときに黄色の A 巨 S ESP と巨 AS わ解除されている。 

警告灯び点灯ずる。 A 日 S と ESP、 巨 AS は作動しないび、通常の 

ブレーキ時の制動力は確保されている。ただ 
し、急ブレーキ時にはタイヤび□ックする可 
能性びある。 

A 日 S コント□ールユニットび故障している場 
合は、パークト□ニック、マルチファンクシ 
ョンコント□—ラー、オートマチックトラン 
スミッションなどび機能しない可能性びある。 

電圧低下のため ABS び解除されている。バッ 
テI」一び充電されていない可能性びある。 

A 巨 S と ESP、 巨 AS は作動しないび、通常の 
ブレーキ時の制動力は確保されている。ただ 
し、急ブレーキ時にはタイヤび□ックする可 
能性びある。 


走巧中に黄色の ESP 表タイヤびグ U ップを失いかけているか、車び 
示灯び庶威ずる。 横滑りをしているため、 ESP、A 巨 S などび作 

動している。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 H 


対応 

► 十分ミ主意して走行してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告;^ツセー 
ジに従って < ださし、。 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を費けてください。 


► 必要のない電気装備を停止してください。 

► 電圧び回復すると、 A 日 S は作動でをる状態になりまず。 


► 発進ずるとをにアクセルペダルを必要政上に踏み込まない 
で < ださい。 

► 走巧^中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP の機能を辭除しないでください（雪道などでの走行を 10 

除く)。 — 


10-13 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 考え5れる原因および症状 

エンジンびかかってい ESP の機能び解除されている。 

るときに黄色の ESP 表 
お灯び点なずる。 


SRS 


画 


エンジンびかかってい棄員保護補助装置に異常びある。エアバッグ 
るとさにホ色のエアバやシートベルトテンシヨナーび不意に作動し 
ッグシステム警告口びたり、ま故のとさに作動しない可能性びある。 
点灯ずる。 

走巧中に赤色のブレーパーキングブレーキを解除しないで走行して 
キ警告灯び点灯する。 いる。 

警告音ち聞こえる。 


エンジンびかかってい IJ ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 
るとさにホ色のブレーいる。 

キ警告灯び点なする。 


パーキングブレーキを効かせている。 


10-14 


巧応 


► ESP を待機状態にしてください。 

► 待機状態にならないとさは路面と天候の状態に含わせて運 
較してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点横を受けてください。 


► パーキングブレーキを解除して<ださい。 


► 走行しないでください 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクションディスプレイの故障/警告メッセージ 
(10-6) に従ってください。 

► ブレーキ 液を補給しないでください。 ブレーキ 液を補給し 
てち問題は解消しません。 

► パーキングブレーキを解除すると、警告灯び消灯しまず。 








こんなとさは 


トラブルの原因と対応 H 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

巧応 

エンジンびかかってい 

るときに黄色のエンジ 

ン警告灯び点なずる。 

政下に異常びある。 

•燃料噴射システム 

•排気システム 

.イグニッションシステム 

排出ガスの成分び基華値を超えたために、ェ 
ンジンンびエマージェンシーモードになつて 

いる可能性びある。 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ドアを閉じてエンジン 

を始動ずると、ホ色の 
シートベルト警告なび 
点灯ずる。 

また、約吕己 km / h を超 
えると点ミ威し、警告音 

び鳴る。 

運転席または助手席の棄員びシートベルトを 
着用していない。 

► シートベルトを着用してくださし、。 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 荷物を助手席シートから降ろし、確実に固をしてください。 

エンジンびかかってい 

るとをに黄色の燃料残 
量警吉灯び点なする。 

燃料の鶏量びみな < なつている。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油して < ださい。 
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10-15 





こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


L 警告音 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

巧応 

盗難防止警報び突然作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、 
運転席ドア、またはトランクをエマージェン 

シーキーで解錠して開いた。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、 
車内からドアを辭錠して開くか、ボンネット 
の□ックを解除した。 

► キーの HI または ra を押して<ださい。またはエンジンス 
イッチにキーを差し込んでください。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警 
告メッセージび表示されている。 

►故障/警告メッセージをご覧ください （10-3 〜）。 


パーキングブレーキを解除しないで走行して 
し)る。 

► パーキングブレーキを解除して<ださい。 


ランプを消灯しないでエンジンスイッチから 

キーを抜を、運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを〇にしてください。 


運転席または助手席の栗員びシートベルトを 
着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


10-16 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 H 


事故のとを 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

巧応 

ガソリンび漏れている。 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題 
びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
抜いてくださし、。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に弓 1 火したり、爆発するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

事故を起こし、損傷の程度びわから 
なし、。 


► 指定サービスエ場に連絡してください。 

運転席と助手席のへッドレストび前 
方に動いた。 

追突などの事故により、 NECK PRO アクテ 
ィブヘッドレストび作動した。 

► NECK PRO アクティブヘッドレストをリセットしてください 

(3-17)。 
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10-17 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[燃料と燃料タンク 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が 

巧応 

ガソ1」ンび漏れている。 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題 
びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
飯いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に引火したり、爆凳するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび開かない。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

► U モコン操作で解錠してください。 


開閉機構に異常びある。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


10-18 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


エンジン 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にずると 
スターターモーターの音びずる。 

エンジンの電気システム、または燃料供給に 
異背びある可能性びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを0の位置に 
戻してくださし、。 

► 始動操作を繰り返してください。 

ただしエンジン始動操作を長時間続けると、バッテ U —びあ 
びるおそれびあります。 

► 何度始動を試みてちエンジンび始動しない場合は、指定サ 
ービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にしても 
スターターモーターの音びしない。 

バッテ U —びあびっている可能性びある。 

► ブースターケーブルを使用して始動してください （7 -吕吕）。 

► 何度始動を試みてちエンジンび始動しない場合は、指定サ 
ービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑らかでなく 、ミス 
ファイアち起さている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制 
御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みすぎないで<ださい。 

=元触媒コンノ くーターを損傷するおそれびあります。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

冷却水温度び約 12 □でを超えている。 
警告音ち鳴っている。 

U ヴーブタンクの冷却水量び不足している。 
冷却水の温度び高すぎて、エンジンび冷却さ 
れていない。 

► ずみやかに停車し、エンジンと冷却水を冷やしてください。 

► エンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要で 
あれば冷却水を補給してください（8-6、7)。 


;令却水量び正常なとさは、冷却ファンび故障 
している。 

冷却水の温度び高すぎて、エンジンび冷却さ 
れていなし、。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 
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10-19 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


G 才ートマチックトランス S ッシヨン] 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

巧応 

トランスミッションび正しく変速し 
なし、。 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 

加速性能び悪化している。 

トランスミッションび変速しない。 

トランス S ッションびエマージェンシーモー 
ドになっている。 

2速ギアとリバースギアしか変速でをない。 

►停車してセレクターレバーを la に入れ、エンジンを停止 
します。 

► ]0秒 L 八上待ってから、エンジンを再始動します。 

► 前進ずる場合はセレクターレバーを HI に入れまず。 

後退ずる場合はセレクターレノ く一を la に入れます。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 


10-20 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 H 


パークト□ニック* 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

パークト□ニックインジケーターのホ 
色の表示灯だけび点なして警告音び鳴 
り、約 30 秒後にパークト□ニックび 
解除され、パークト□ニックオフスイ 

ッチの表示灯び点灯した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止 
している。 

► ただちに指定サービスエ場でパークト□ニックの点検を受 
けて < ださい。 

パークト□ニックインジケーターのホ 
色の表示灯だけび点灯し、約 2 □敕後 
にパークト□ニックび解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、 
付着物などびある。 

► パークト□ニックセンサーを清掃してください（8-31)。 
►再度、エンジンスイッチを吕の位置にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能 
び停止している。 

► 場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してくださ 

い （5 -己6)。 


へッドランプ/方向指示打 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状 

巧応 

へッドランプまたはドアミラー方向指 
お灯の内側び曇っている。 

外気の湿度び高くなっている。 

► へッドランプを点口して走行してください。 

へッドランプユニットび密閉されていないた 
め、水分び侵入している。 

► 指定サービスエ場でへッドランプの点検を受けてください。 
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* オプションまたは仕様により装備び異なります 


10-21 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[ワイ パー 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が 

巧応 

ワイパーの動さび妨善されている。 

ウインドウに障害になる物び付着している。 
ワイパーび自動的に停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキーを振いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

► 再度ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択 
してください（己-2日）。 

► 指定サービスエ場でワイパーの点検を受けてください。 

自動洗車機などで洗車をした後など 
に、フ□ントウインドウにワイパーの 

J 式き残りによる巧れび付着している。 

フ□ントウインドウにワックスや他の;'ちれび 
付着していた。 

► 洗車後にウォッシャーを噴射して、フ□ントウインドウの 
巧れを取り除いてください。 


10-22 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 H 


ウインドウ 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

ドアウインドウび自動で全閉しない。 

ドアウインドウとドアフレームの間やドア巧 
部のガイドレールなどに障害になる物び挟ま 
ったり、詰まっている。 

► ドアウインドウを開いて < ださい。 

► 障善物を取り除いて < ださい。 

► スイッチをいっぱいに引さまず。 

ウインドウに挟まれないように注意してください。 

運転席ドアのドアウインドウび自動で 
全閉しない。 

運転席ドアのドアウインドウを自動で全閉し 
ているときに、ドアウインドウび自動で停止 

してかし開くことびある。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引さます。 

ドアウインドウびかし開くとさは、 

► 約已秒、じ(巧に、スイッチをいっぱいに引をまず。 

挟み込み防止機能び働かない状態でウインドウび閉じまず。 
ウインドウに挟まれないよラに注意してください。 

約己秒じ(巧に、挟み込み防止機能び働く状態になりまず。 


5ラー 


トラブル 

考え 6 れる原因および症状 

対応 

ドア=ラーび無理に前方/後方に曲げ 
られた。 


► ドアミラー格納/展開スイッチ （3-58) を、ギアび曠み合 
ラ音び聞こえるまで巧しまず。 
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10-23 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 




トラブル 

考え5れる原因および症が 

巧応 

リモコン操作で解錠/施錠で舌ない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離から再 
度リモコン操作をしてください。 

► IJ モコン操作びでさないとさは、エマージェンシーキーで 
運転席ドアを辭錠/施錠してください（3-31)。 

►キーの電池を点検し、必要であれば交撰してください （3- 
1吕)。 


キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してくだ 
さい（3-31)。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を費けてください。 

キーのスイツチを巧しても表示灯び点 
灯しない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください （3-1 吕）。 

電池は指定サービスエ場で入手でさまず。 

キーを紛失した。 


► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

► ただちに自動車保険含社へキー紛失の事実を報告してくだ 

さい。 

► 新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 

► 必要であればキーシリンダーち交撰してください。 


10-24 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 H 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

巧応 

エマージェンシーキーを紛失した。 


► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

► ただちに自動車保険含社へキー紛失の事実を報告してくだ 
さし、。 

► 新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 

ね < ださい。 

► 必要であればキーシリンダーち交換してください。 

エンジンスイッチびまわらない。 

エンジンスイッチからキーを抜かずに 0 の位 
置で長時間放置していた。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ、再度差し込んでください。 

► バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。 

► エンジンを始動してください。 


バッテ U —の電圧び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してから、再度エンジンスイッ 
チをまわして < ださい。 

► エンジンスイッチびまわらないときは、バッテ U —を点検 
し、必要であれば充電するか、ブースターケーブルを使用 
して始動してください （7-2 吕）。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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10-25 





さ < いん 


1 1-2 


. さ < いん 




さ < いん 



アシストグリップ .6-31 

雨降りや濃霧時の運転 .1-12 

インストルメントパネル . 3-吕 

ウォッシャー液 .8-14 

ウォッシャー液を補給する .8-14 

エアコンディシ ヨナー . 6-吕 

送風口の位置 .6-3 

送風□の調整 . 巨-4 

スイッチの名称 .6-5 

通常の使いかた （AUTO モード）…… 6-6 

送風温度の調整 .6-6 

エアコンディショナーの停止 .6-7 

A 仁モード . 巨-8 

送風量の調整 . 巨-日 

送風口の選択 .6-10 

内気循環モード . 色-11 

余熱ヒーター.ベンチレーション ••6-1 3 

デフ□スターモード .6-14 

U アデフォッガー . 色-1己 

U ア送風口 .6-16 

エアバッグ （ SRS エアバッグ） .2-10 

運転席/助手席エアバッグ .2-10 

フロント/ U アサイドバッグ…… 2-1 1 

ウインドウバッグ .2-11 

エンジンオイル .8-8 


エンジンオイルの量を点検する .8-8 

エンジンオイルを補給する .8-9 


エンジンスイッチ . 已 -2 

ステア U ング□ック . 己-2 


エンジンの始動と停止 . 已 -4 

エンジンルーム . 扫 -3 


オイル•液類 . 日-日 

才ーディオ . （4-13、別冊） 

才ートマチック車の運転 . 已 -1 百 

エマージェンシーモード .5-20 


才ートマチック車の取り扱い .1-13 


オートマチックトランスミッション•一已-巨 


シフト位置表示 . 己-6 

セレクターレバー . 己-己 

走行モード . 己-7 

テイツプシフト . 己-9 

才ーバーヒートしたとき .7-20 



懐中電'灯（非常信号用具） .7-3 

ガソ U ン（燃料） .9-10 

可変スピード U ミッター .5-48 

可変スピード U ミッターの使い方••已-已日 

寒を時の取り扱い .8-22 


キー .3-6 

U モコン機能 .3-7 

U モコン操作でドアウインドウと 
スライディングルーフを開閉する --3-9 

□ケイターライティング .3-1 1 

エマージェンシーキー .3-1 1 

電池の交換 .3-12 

救急セット .7-4 

クルーズコント□—ル . 曰-43 

クルーズコント□—ルの使いち 一•-己-44 

グ□-ブボックス .6-29 

けん引 .7-17 

けん弓Iフックの取り付け .7-17 

けん引する .7-18 

故障/警告メッセージ .10-2 

子供を乗せるとき .1- 曰 

ル物入れ .6-26 

フ□ントアームレストのル物入れ • ‘6-2 已 

携帯電話の接続 .6-27 

フ□ントのカップホルダー . 已 -27 

U アアームレストのカップホルダー 

. 已 -28 

グ□—ブボックス .6-29 

収納ネット .6-30 

シートバックポケット . 已 -30 

こんなことにもま意 .1-1 曰 


11-2 




































































さ < いん 



サンバイザー .6-20 

事故-故障のとき .7-2 

事故が起きたとき .7-2 

路上で故障したとき .7-2 

車が動かなくなったとを .7-2 

非常信号用具 .7-3 

停止表示板 .7-3 

救急セット .7-4 

輪止め .7-5 

パンクしたとき .7-6 

けん引 .7-17 

才ーノ くーヒートしたとき .7-20 

八' ッテ U —びあがったとき .7-21 

シートヒーター .3-19 


シートベルト .2-3 

シートベルトの着用 .2-4 

フ□ントシートベルトの高さ調整 - -2-5 

シートベルトテンシヨナー .2-7 

ベルトフォース U ミッター .2-7 

車載工具 . 7-4、曰 

ジャッキ . 7-4、曰 

純正部品/純正アクセサリー .9-2 

ステアリング .3-61 

ステア U ング位置の調整 .3-61.62 


スライディン グルー フ .3-48 

スライディングルーフを開閉する • ‘3-48 
スライディングルーフを 

チルトアップ/チルトダウンする 3-49 

サンシエード . 3-50 

自動チルトアップ機能 . 3-51 

スライディングルーフが 

スイッチで閉じないとき . 3-52 

スライディングルーフの U セット • -3 -己 4 

積載荷物の制限重量 . 日-1已 

センターコンソール .3-5 

走巧するとき .1-8 

をけずる刖 J し .1-2 

走行中に異常を感じたら .1-10 



タイヤとホイール .8-1 日、日-12 

タイヤ □ 一 了 ー シヨン .8-1"7 

タイヤ空気圧ラベル .8-18 

標準タイヤとホイール .9-12 

応急用スペアタイヤ .9-13 

ウィンタータイヤ . 8-26、日-14 

正しい運転姿勢 .2-2 

チャイルドセーフテイシート .2-16 


純正チャイルドセーフテイシート • • •2-17 


チヤイルド セーフ テイ シー ト検知 


システム （C 已5 AMG).2-1 8 

助手席エアバッグオフ表示灯 

(巳已己 AMG).2-1 目 

IS0-FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 .2-21 

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）••已 -33 

駐停車ずるとき . 1-1 1 

定期点検 . （整備手帳) 

停止表示ホ反 .7-3 

電球一 覧 . 9-6 

電球の交換 .7-26 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

故障/警告方ッセージ .7-26 

スタンバイランプ機能 .7-27 

電球の取り扱い .7-27 

電動ブラインド . 百-22 

ドア .3-2 已 

ドアの開閉 .3-2 己 

イージーエントリー .3-2 巨 

ドアごとに解錠/施錠する .3-27 

ドア□ックスイッチ .3-28 

車速感応ドア □ ック .3-2 目 

チャイルドプルーフ□ック 

(U アドア） .3-30 

柔降用ランプ .3-30 
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エマー ジェン シーキーで 運転席ドアを 


解錠/施錠する .3-31 

エマージ王ンシーキーで 

車を施錠ずる .3-31 

ドアミラー .3-57 

ドア S ラーの角度調整 .3-57 

ドアミラーの格納/展開 .3-58 

助手席側ドアミラーの 

ノ くーキングヘルプ機能 .3-59 

盜難防止警報システム .3-44 

トラブルの原因と対応 .10-1 1 

トランク .3-3 吕 

トランクを開く .3-32 

トランクを閉じる .3-34 

エマージェンシーキーでの 

トランクの解錠 .3-35 

トランク下の収納スペース .3-36 

トランクに荷物を積むとき .3-36 

荷物固定用 U ング .3-37 

ナビ ゲーシヨン . （別冊） 

慣5し運転 .1-7 

日常の手入れ .8-28 

燃料 .9-10 


燃料給油口 .3-42 

フラップび開かないとき .3-43 


八 


队皿 . 己-23 

フロントの灰皿 .6-23 

U アの灰皿 .6-24 

パーキングブレーキ . 己-33 

パーキング□ックの解除 .5-21 

パークト□ニック . 己-己3 

パー クト□ニックセン ヴー . 日-己3 

インジケーター . 己-己4 

パークト□ニックの作動条件 .5-55 

パークト□ニックの作動 . 己-己6 

センサーの感知範囲 . 已-已7 

パークト□ニックオフスイッチ••- •己-58 

バッテリー . 8-20 

バッテリーの位置 .8-20 

バッテ U —取 0 扱いの 

—般的なミち意 .8-20 

パ‘ッテリーがあがったとき .7-21 

始動の方法 .7-22 

バニティミラー . 百- 21 

パワーウインドウ .3-4 百 

ドアウインドウの開閉 .3-46 

セーフテイスイッチ .3-47 


ドアウインドウび 

自動で開閉しないとき .3-47 

パンクしたとき .7-6 

輪止めをずる .7-7 

応急用スペアタイヤを取り出す…… 7-7 

ジャッキアップ .7-8 

ホイールボルト .7-1 2 

応急用スペアタイヤの取り付け‘‘ --7-13 
応急用スペアタイヤに 

空気を入れる（仁已己 AM 曰） ••• 7-14 

ジャッキダウン .7-1 已 

ビークルプレート .9-4 

非常信号用具（懐中電灯） .7-3 

非常点滅灯 . 已 -28 

ヒューズー覧 .9-7 

ヒューズの交換 .7-24 

トランク内のヒューズボックス••- -7-24 
ランプスイッチ横の 

ヒューズボックス .7-24 

エンジン ルーム 巧の 

ヒューズボックス .7-2 己 

ヒューズを交換する .7-2 己 

ブレーキ . 已 -34 

ブレーキ液 . 8-1 1 

ブレーキ液の量を点検する .8-1 1 

ブレーキ液の交換 .8-12 
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LJ 、ノト 气 ノ 卜 ******************** q - 14 

4ウェイパワーシートの調整 .3-14 

少モ U -付ノ V。 ワーシートの調整 • … 3- 1色 
NECK PRO アクティブ 

へッ ドレスト .3-17 

フ□ントシートの^モ U— 機能•一 -3-18 


故障表の . 4 - I 4 

各種設定 .4-16 

乂ーター .4-1 9 

ジコク/ヒニチ .4-22 

ランプ .4-26 

シヤリョウ .4-31 


へツドランプ表示口 .3-69 

メンテナンス .8-2 



ライター .6-25 


へッドランプウォッシャー . 曰-3吕 

方向指示 .5-27 

ボンネット .3-38 

ボンネット□ックを解除する .3-38 

ボンネットを開く .3-39 

ボンネットを閉じる .3-40 

ボンネットを垂直に開く .3-41 



マニュアルギアシフト . 曰-1吕 

マニュアルギアシフトの選択 .5-13 

セレクターレバーによる操作 .5-14 

パドルによる操作 .5-14 

シフトアップ表示（仁己已 AMG) ••己-1己 
マルチファンクシヨンディスプレイ •••4-1 

ステア U ングスイッチ .4-2 

方イン画面一覧 .4-3 

車両情報 .4-4 

才ーディオ . 4-13、（別冊） 

ナビゲーシヨン. 進行方向ち位 
表示 . 4-13、（別冊） 


コンフオート .4-34 

トリツプコンピューター .4-36 

電話 .4-3 目、（別冊） 

メー ターパネル .3-63 

各部の名称 .3-63 

ーター照度調整ノブ/ 

U セツトポタン . 3-巨已 

エンジン冷却水水温計 .3-6 已 

ESP 表示灯 .3-6 已 

方向指お表示灯 .3-66 

マルチフアンクシヨン 

ディスプレイ .3-6 巨 

A 巨 S 警告灯 .3-66 

シートベルト警告好 .3-67 

エアバツグシステム警告灯 .3-67 

燃料計 .3-67 

燃料残量警告灯 .3-68 

エンジン警告灯 .3-68 

八イビーム表 7JT 灯 .3-68 

タコメーター .3-69 

ブレーキ警告灯 .3-69 

スピード X— 夕一 .3-69 


ランプ . 已 -2 吕 

ランプスイッチ .5-22 

へッドランプ .5-22 

フォグランプ . 己-24 

パーキングランプ .5-24 

へッドランプ下向を/ 

上向きの切り替え . 己-2曰 

車がランプ消灯遅延機能 . 己-26 

コーナ U ングランプ . 己-2巨 

U アシート .3-21 

U アへッドレスト .3-21 

U アアームレスト .3-22 

分割巧倒式リアシート .3-23 

ルーフラック .6-32 

ルームミラー . 3-已已 

ルームミラーの調整 . 3-己已 

自動防眩機能 .3-56 

ルームランプ .6-17 

ルームランプの点灯モードの 

切り替え .6-17 
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U アルームランプを 

点灯/消灯する .6-18 

フ□ント U —デイングランプを 

点灯/消灯する .6-19 

U アI」ーデイングランプを 

点灯/消口する .6-19 

お却水 . 呂 -6 

冷却水の量を点検ずる .8-6 

冷却水を補給する .8-7 



ワイパー .5-29 

レインセンサー .5-29 


ワイパー .5-29 

レインセンサー .5-29 

輪止め .7-5 
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英字 


ABS.5-36 

A 巨 S の作動 .5-37 

BAS. 已 -3 召 


ESP® / 4ESP®. 已 -3 曰 

ESP オフスイッチ .5-4 1 

4MATIC.5-42 

SRS エアバッグ .2-10 






















"ESP ⑩"はダイムラー-クライスラー社の登録商標です。 

《この取扱説明書の内容は、 2006 年 7 月現在のをのです。 


対象モデル 


C 180 K0MPRESS0R AVANTGARDE 
C 200 K0MPRESS0R 
C 230 AVANTGARDE 
C 280 AVANTGARDE 
C 280 4MATIC AVANTGARDE 
C 55 AMG 
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